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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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その１　一泊二日のロングソード

その２　客を呼ぶフレイムカトラス

その３　深夜のサンドイッチ

その４　最強のビキニアーマー

その５　薔薇色のハンティングナイフ

その６　全てを暴くプレートメイル

その７　今なら無料のお弁当

その８　無力な聖剣

その９　最大攻撃力の絆

その10　そして生まれたロングソード
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「力が欲しいか──？」

「えっ……？」

「三界を支える人の世において、絶対的な武力を欲ほつする者よ。我われと契けい約やくする事によって、汝なんじは比類なき力を手に入れるであろう。全すべてを屠ほふり、全てを滅めつする力を与あたえるのが我が使命であり、汝の望み」

「い、いや、僕は別に……」

「さぁ、証あかしを示せ。冒ぼう険けん者しやとしての証を提示し、契約書にその名を記す事で契約は完かん了りようする。さすれば汝は我が力の片へん鱗りんを、一時的に得られるであろう」

「あの、すみません！　さようならーっ！」

「さらに今なら契約書を持っているとお得なポイントが──む、待て。どこへ行く。まだ説明は終わっていないぞ。これから契約時の特典と料金についてだな──」







「ねぇガーさん、やっぱその説明マズいって」

　明るい店内に立ち並ぶ数々の刀とう剣けん。ショートソード、幅はば広ひろのブロードソード、シミター、カットラス、槍やりやメイスもある。俺が綺き麗れいに見えるように配置まで考えたのだ。

　大量の武器に囲まれた店内にいるのは、俺と石像。

　カウンターの奥に座っているように見える石像──ガーゴイルのガーさんは、大きな翼つばさを折りたたんだ獣けものの悪あく魔まの姿をしている。それが両手だか前足だか分からないものを胸の前に構えて威い嚇かくしているポーズ。

「ただでさえ子供が見たら泣きだす外見してるんだからさぁ、もっとフレンドリーに行こうよ。そんなんじゃ武器に触さわる前に、お客さんの戦意がなくなっちゃうよ」

「しかしコテツ。我は契約の説明をしなければならぬ。適当な説明をして不備があった場合、訴うつたえられるかも知れぬぞ」

「説明の正確さと怖こわさは別だろー。だから俺が接客するって言ってるじゃん」

「断る。我はここで店番をする。コテツは掃そう除じをせよ」

「掃除なんて、もう何度もやったよ……お客さん来ないんだもん」

　今日、何度磨みがいたか分からないショートソードを棚たなから取り出す。

　刃はに自分の顔が映るほどの輝かがやきを放つその剣は、ウチのショップ自じ慢まんの一品だ。この剣ならば、軽く振ふっただけで装そう甲こうのない魔物なら骨まで斬きれるに違ちがいない。

　自慢の品はこれだけではない。隣となりにある短剣も反対側にあるクレイモアも、奥の棚にあるバトルアクスも、全部自信を持ってオススメできる。

　あらゆる冒険者を満足させられるのが、ウチの店の商品だ。

　素す晴ばらしい。

　本当にこの武器は美しい。まるで天上界の女め神がみが武器に変身したかのようだ。

「武器は己おのれの心を映す鏡なり──うん、本当にいいツヤだなぁ！」

「おいコテツ。頰ほお摺ずりするのは勝手だが、顔がなくなるぞ」

「いってぇ！」

　危ない。ガーさんに止められなければ死んでいた。あまりに剣が美しすぎるためについ愛情表現に走ってしまう。昨日も両手剣を抱だきしめようとして止められた。

　せっかくの商品に血が付いてしまったので、慌あわてて布で拭ふく。俺の血が付いたはずの剣だが、軽く拭ぬぐうだけで新品同様の輝きを取り戻もどした。このケアのしやすさも自慢だ。

「よほど武器が好きなのだな、コテツよ」

「武器ならなんでもいいわけじゃない。ウチの店の武器が好きなんだ」

　剣を握にぎり、俺は強く主張する。

「汝が作ったわけでもあるまいに」

「だからいいんだよ！」

　持っていた剣を光に当てる。オレンジの輝きが反射して、綺麗だ。

　って、もう夕方じゃないか。

「そろそろ店じまいだな。コテツよ、アリーチェにもそう伝えてくれ」

「わかったよ」

　俺は剣を棚に戻すと、店の奥にある扉とびらに手をかける。

　ちょっと開いただけで顔面に熱い空気がかかる。怒おこっているように稼か働どうしている炉ろと、ドロドロに溶とけた鉄の熱が充じゆう満まんしている。そこから通じる裏口の扉と窓は全開なのに、それでも熱が逃にげないのだ。

　その部屋でハンマーを握っている少女がいた。

　焼けた鉄をリズムに乗せて叩たたいている彼女。美しい金きん髪ぱつ。額から流れる汗あせが、エメラルド色の瞳ひとみを避よけて小さな鼻にかかる。そしてピンク色の唇くちびるまで落ちると、彼女は無造作にその汗を舐なめた。

「アリーチェ！」

　俺が名を呼ぶと、彼女はビックリして顔を上げる。

「今日は店じまいだ！　おつかれっ！」

　頷うなずきながらも、彼女は椅い子すを立ち、ゆっくりと後じさる。

「なんで逃げるの……？」

「汝の声が大きいからだ」

　いつの間にか作業場に出現していたガーさんの姿を見つけると、アリーチェはダッシュでその後ろに隠かくれてしまう。

「アリーチェ。何度も言うけど俺は敵じゃない。君の一番弟子でしだ」

　弁解するが、彼女はまだ震ふるえている。

　そう、ウチの店に並んでいる武器は、全部このアリーチェが作ったものなのだ。

　この小動物のように可愛かわいらしい身体からだのどこにそんな力が秘ひめられているのか。彼女が鍛たん造ぞうした武器はどれも神話に出てきそうなほどの力を秘めており、誰だれかが使えばきっとそのたびに伝説が生まれてしまうだろう。

「…………」

　ため息をつく俺の前に、またアリーチェが現れる。

　彼女の手にあるのは、スケッチブック。

『おつかれさま』

　おどおどしながらそう書かれた文字を見せる彼女に、俺は微笑ほほえみかける。

　彼女はとある事情で俺と口をきいてくれない。別に俺に対してだけじゃない。人間全ぜん般ぱんと会話する時にはスケッチブックを使っている。

『今日もお客さん、来なかったね』

「まぁね」

　痛いところをつくアリーチェ。

『コテツ。本当にこのやり方で、いいの？』

　アリーチェが疑問に思うのも仕方ない。

「大だい丈じよう夫ぶだ。まだ店を始めて間もないからな。お客さんが来て、評判が広まってからが勝負だよ」

『本当に？』

「ああ。一番弟子の俺が、アリーチェのために最善だと思う方法がこれだ。アリーチェの武器を世間に知らしめるには、この方法が一番いいはずだ」

　お客さんが来なくて不安に思うのもわかるが、こういう時に俺が慌あわててはいけない。

「焦あせる事なかれ。方法が正しければいつか必ず報むくわれる──ウチの家訓の一つさ！」

　自分自身に言い聞かせるようにして、俺は作業場を出て、店の扉に近づく。開店中の看板を外して、外にある立て看板もしまってこなきゃ。







　店の外に出ると、夕焼けが綺麗だった。

　パーニッツ王国の首都、レディナイト城下町には多くの冒険者が行き交かっている。俺は看板を回収するために店の外に出た。

　城から帰宅する騎き士しや書記官もいれば、遅おくれて市場へ走る商人、別の街へと旅立つ商人の馬車、それから──武器を手に仲間と語り合う冒険者。

　そんな雑然とした町の中に、ぽつんと立つ我が店。

　まだ名前はない。ただ、武器を扱あつかう事が分かるように、アリーチェに作ってもらった飾かざり用の剣を店先に提さげている。これも看板代わりだ。

　そして看板に書かれてある名前。「血の裁きを永遠に」って書いてある。

「なぁガーさん。これ……やっぱり店の名前だよな」

「いかにも」
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「武器屋につける名前じゃないだろ！　ていうか店につける名前じゃない！　なんだよこのセンスは!?」

「名付けたのはアリーチェだが」

「だけど良く見てみればダークな雰ふん囲い気きがそこはかとなく感じられて、なんというか味があるというか、武器屋としての力強さというか──」

「無理に褒ほめようとしなくていいぞ。アリーチェの感性は我われにも分からぬ」

「ごめん……俺、噓うそつくの苦手なんだ」

　やっぱりガーさん視点から見ても突とつ飛ぴなセンスだったのか。

　でも正直、この店名じゃダメだ。

　アリーチェには悪いが、明日にでも変えさせてもらう。

　飾ってある剣と立て看板を外し、今日も一日が終わる。

　明日こそお客さんを──

「ん？」

　何かが俺の背中に当たった。

　ぷにっ、とした気持ちいい触しよつ感かん。

　スライムか何かかと思って振り返ると、そこに女性が立っていた。

「あらぁ～、ごめんなさい」

　にっこり笑うその女性は、俺よりも年上──二十歳はたちかそこらだろうか。薄うす手でのチュニックを着ており、涼すずしげな印象を受ける。俺と同じくらいか、少しだけ背が高い。

　長身なだけでなく、スタイルもいい。さっき俺の背中に当たったのは、彼女の大きな胸だろう。きっとそうに違いない。

　心の中で盛せい大だいなガッツポーズを取りつつ、俺は深々と頭を下げる。

「すみません！　ボーっとしてました！」

「いいえ～、そんなにかしこまらず～。私もボーっとしてたんですよ～」

　頰に手をあてて微笑む女性。

　彼女は俺の隣にあった、小さな立て看板を見ていたようだ。

「ここって、もしかして武器屋さんなんですか～？」

　なんでこの店名で分かったんだろう。

「ああ、厳密には武器屋じゃないんです。ウチは販はん売ばいはしてなくて」

「販売してない？」

「ええ」

　俺は頷くと、こう答えた。




「ウチはレンタル専門店なんです！」




「レンタル……ですか？」

「そうです。農具や馬を貸してるお店があるでしょう？　それの武器版だと考えていただければ！」

　これが我が店の特色。

　武器を売るのではなく、貸す。

　そうする事でアリーチェにも冒ぼう険けん者しやにもメリットがある。だからこの店を始めたのだ。

「面おも白しろそうですね～。ちょっと見ていっていいですか～？　あ、でももう閉めちゃうところでした？」

「そんな事ありません！　いらっしゃいませ！」

　まさかこんな時にお客さんが来るなんて。

　初めてのお客さんは嬉うれしそうに店内に入っていく。その後ろを、もっと嬉しそうな俺が追いかけていく。

「力が欲しいか──」

「いいからそれは！　ガーさんは今黙だまってて！」

　お客さんに上から目線で語りかけようとするガーさんを抱かかえて、向かいの空き店てん舗ぽのゴミ捨て場に放り投げる。

　そしてダッシュで店内に戻もどると、お客さんは立てかけられた武器たちを眺ながめていた。

「わ～、すご～い。どれも綺き麗れいな武器ですね～」

「はい。どれも自じ慢まんの品です」

「私、これから魔ま物もの討とう伐ばつに行かなきゃいけないんですけど～。ちょうど良く斬きれる剣けんが欲しかったんですよ～」

「あ、冒険者だったんですか！」

「そうですよ～。何だと思ってたんですか～？」

　口に手を当てて明るく笑うお姉さん。

　すみません、正直、のんびり買い物に来ている普ふ通つうの女性だと思っていました。

　それに冒険者といえば町中でも鎧よろいを着ている方が多い。冒険の旅に出ていない時は酒場か宿屋にたむろしているので、移動する時は冒険に出る時だ。だからこうして昼間から普段着で通りを歩く冒険者は珍めずらしいのだ。

　そんなお客さんは、棚たなに並んだ武器をひとつひとつ確かく認にんして、やがて一ひと振ふりの剣を手に取ってくれた。

「この剣、すごいですね～。硬かたいけどよくしなって、鋭するどいです～」

　軽い気持ちでお客さんが持ったその剣は、特に装そう飾しよくのない長剣だ。

　しかし俺は知っている。この剣はアリーチェが一昨日おととい打った、彼女曰いわく「最高傑けつ作さく」と呼べる逸いつ品ぴんだという事を。それを見ただけで見み抜ぬいたのか、このお姉さんは。

「こちらはロングソードになります。万能型で、どの魔物にも対応できます」

「これをお借りしたいんですけど、おいくらでしょうか～」

「ええっ!?」

「何か問題でも～？」

「本当に借りるんですか？」

「だって、そういうお店なんでしょ～？」

　初めてのまともなお客さんは、本当の意味でお客さんだった。

　ようやく武器を借りてくれるお客さんが現れたのだ。

　やった！　とうとうアリーチェの武器を誰だれかに使ってもらえる！

「えーと、この剣の値段は……」

　しまった。

　浮うかれすぎて値段が思い出せない。

「その剣はＳ級の品なので割高だ。現在は一いつ泊ぱく二日で三〇万ガッツ、三泊四日で四〇万ガッツになっている」

　いつの間にかガーさんがカウンターの奥に座っていた。さっきゴミ捨て場に捨ててきたのに、戻ってくるのが早い。

「まぁ、そんなにお安いんですか～？」

　この反応にも驚おどろいた。

　店を出す前に軽く調べたのだが、レディナイト城下町で売られている武器の値段は、およそ百万ガッツ。これは一いつ般ぱん的な兵隊の年収の四分の一くらいに相当する。

　しかしウチは高い。一泊二日で三〇万ガッツ。

　これが何を意味するかというと──

「この剣、普通に買ったら一億とかしますよね～？　いいんですか、こんなに安く借りちゃって～」

　そう、アリーチェの武器は特別製だ。

　そんじょそこらのなまくらとはわけが違ちがうのだ。

　だからこそ冒険者に手が届く値段でレンタルするのだ。

　しかしこのお姉さん、すごい目め利ききだ。只ただ者ものではない。

「それじゃこの剣を借りたいんですけど～」

「うむ、それでは──」

　ガーさんと目が合う。なんで俺の方を向いてるんだよ。

「……分かったよガーさん。怖こわがらせないように説明してあげて」

「努力しよう」

　カウンターに剣を持っていくお客さんに対し、ガーさんが重い声で語りかける。

「力が欲しければ、くれてやる。まずは身の証あかしを立てよ。汝なんじの冒険者としての証を我に提示するのだ」

「冒険者ギルドの証ですね～。はい、どうぞ」

　お客さんはカードを取り出してガーさんに見せた。これは冒険者ギルドが発行している身分証で、文字通り冒険者としての立場を示すものだ。これがなければギルドから仕事を受けられない。

「良かろう。記き憶おくしたぞ。汝の名はケイティ、冒険者としての位は──最上級か」

「最上級──って、ランク５!?」

　全冒険者の中で二％にも満たないレベルだ。

　本当にこのお姉さん、何者なんだよ。

「では汝に契けい約やく書しよを発行する」

　ガーさんの口からカードが出てきた。

「これは我が店で武器を借りる時に使うものだ。それ自体が身分証明書であり聖なる契約書となる。約定を違たがえた場合、神の代行者として罰ばつを与あたえる」

「えーっと、つまり、きちんと返さなかったり、故意に壊こわしたりすると、魔術的契約で取り立てられるって事です」

「そうなんですか～」

　俺の補足にお客さん──ケイティさんは強く頷うなずき、ガーさんからカードを受け取った。

「契約は罰のみではない。深く繫つながる事で、契約書に力が溜たまるであろう」

「たくさん借りるとポイントがついて、いい事があるんですよ」

「神はきまぐれだ。代だい償しように波が生まれる事もある」

「時々レンタル料の割引セールもやりますから」

「では代価を払はらえ」

「一泊二日で三〇万ガッツになりまーす」

「は～い」

　ケイティさんはポーチから一万ガッツ紙し幣へいの束を出すと、素す早ばやく数えてカウンターに置いた。きっちり三〇万ガッツ。

　冒険者という職業は、誰でもなれる代わりに上下の差が激しい。

　駆かけ出だしの冒険者は雑用をこなしてその日の夕食にギリギリありつける金を手に入れるが、優すぐれた冒険者は困難なクエストをこなして富ふ豪ごう並みの大金を得られる。

　ケイティさんがランク５の冒険者だとしたら、この大金はふさわしいものだし、貸し出した剣も彼女が使うべきクオリティを持っている。

「これが鞘さやです。どうぞ」

　ディスプレイのために抜き身のまま棚に並べていたので、鞘は別に用意してある。それをケイティさんに渡わたすと、彼女は嬉しそうに剣を収めた。

　その時、ケイティさんの向こう側──作業場に通じる扉とびらが見えた。

　少しだけ開いており、アリーチェが顔を見せている。

「……！」

　俺と目が合うと、彼女は作業場にひっこんでしまった。

　相変わらず、ガーさん以外とはまともに話そうとしないんだな。俺ですら筆談での会話ができる今の状態になるまで、半月はかかった。

　事情は分かるけど、可愛かわいいんだから、お店に出てくれれば男のお客さんも増えると思うんだけどな。そもそも俺とガーさんで、どの客層が来るって言うんだ。

「ありがとう～、これで冒険でも安心ね～」

　鞘に収めた剣を腰こしのベルトの金具に留めるケイティさん。剣を持つと雰ふん囲い気きが変わる。立たち振ふる舞まいでどれだけ剣に習熟しているか、俺にはなんとなく分かる。

「それじゃ、また明日あした返しにきます～」

「ありがとうございました！」

　心からの感謝を込めて、俺は頭を下げる。

「ほらガーさんも！」

「汝の冒険に幸あらんことを」

　頭が下げられない石像のガーさんも、翼つばさをぱたぱた動かして心からの謝辞を述べる。

「それじゃ、また明日～。後ろの女の子にもよろしく～」

　手を振ってケイティさんは店を出ていった。心なしか来た時よりも足取りが弾はずんで見えたのは、俺の自うぬ惚ぼれだろうか。そしてケイティさん、アリーチェが顔を見せた事に気づいていたのか……。

　でも、裏を返せばそれだけすごい冒険者に認められたのだ。

「やった！　やったぞアリーチェ！」

「……！」

　また作業場の扉が開き、アリーチェが顔を見せた。ずっと様子を窺うかがっていたのだろう。

「お客さんが来てくれた！　アリーチェの武器が認められたんだ！」

『ううん、まだ早い』

　彼女はスケッチブックを開く。

「え？」

『明日、返してくれるまで。そしたら、評価が分かる』

　アリーチェの言う通りだ。ケイティさんから武器の感想を聞くまでが商売だ。これで不評だったら目も当てられない。いやアリーチェの武器に限ってそんな事はないのだが。

　それにケイティさんがいくらランクの高い冒ぼう険けん者しやとはいえ、心配ではある。

　魔物討伐でケガでもしたら、ウチの武器の責任でもある。そうならないように武器を提供するのが仕事なのだ。どうしてもお客さんの身を案じてしまう。

　だけど、今はそれよりも──

「よしっ！　俺ちょっと行ってくる！」

『どこへ？？？』

「市場！　今日は肉が食べられるぞ！　期待しててくれよっ！」

　まずは初めてのお客さんが来た事を全力で喜ばなくちゃ。







　今日の夕食は久しぶりに牛肉を焼いた。

　これまではパンの耳ばかりだったからなぁ。パン屋さんに顔を覚えられて「金に困ってるならウチでバイトしないか？」って誘さそわれるくらい同情されてたもんなぁ。

　だけど、そんな日々とはもうオサラバだ。俺は両手を合わせて挨あい拶さつする。

「いただきます！」

『いただきます』

　店てん舗ぽから繫がっている住居部分のダイニング。俺とアリーチェとガーさんの三人（？）で食べる、ちょっとだけ贅ぜい沢たくな夕食。できるだけアリーチェに美味おいしい食事をさせようと思っているのだが、無む駄だ遣づかいはいけない。

　俯うつむきながら食べるアリーチェは、俺の事をチラチラと見ながら、それでもスープを飲んでくれる。

　そうしてテーブルに置いたスケッチブックを手にする。

『おいしいよ』

　いつの間にか書かれた文字。

「もう安心だよアリーチェ！　明日からはお客さんも来てくれるさ！」

『それなんだけど』

　野菜スープを飲むスプーンを置くと、アリーチェはスケッチブックをめくる。

『ほんとに、このやり方でいいの？　城下町にお店を出すって……』

　質問はともかく、二枚目の文字はいつ書いたのだろう。

「絶対そっちの方がいいよ」

　俺ははっきりと答える。

「アリーチェの今までのやり方じゃ、お客さんが増えないよ。戦っている冒険者のところへわざわざ行って、貸し出す必要なんてない」

「しかしこちらから出向いた方が確実ではないのか？」

　俺とアリーチェの横に座っているガーさんが口を挟はさんでくる。

「確実だけど、忙いそがしい上に一度にひとりにしか貸せないだろ。あと戦せん闘とう中にいきなり『力が欲しいか──』とか出てくるとビビるよ」

「そうなのか……！」

　驚くガーさん。

　俺もあの時は本当に驚いたよ。

　冒険者のバイトをやっていた頃ころ、俺の目の前にいきなり現れたアリーチェとガーさん。心臓が飛び出るかと思ったけど、彼女が貸してくれた武器のおかげで、俺は今ここにいる。

　あの出会いがあったから、俺はアリーチェの弟子でしになった。

「君の目的は、できるだけ多くの人に武器を使ってもらう事だろ？」

　俺の質問に、アリーチェは小さく頷く。

「このレディナイト城下町は、パーニッツ王国の首都だ。冒険者ギルドもめちゃくちゃ大きい。冒険者だっていっぱいいる。クエストを受けた冒険者が、クエストに合わせた武器を求めてくるわけだ」

「狩かる魔ま物ものに合わせて武器を求めるのだな」

「ああ。冒険者が外に出る期間だけ貸し出せば、わざわざ高い金を出して武器を買う必要もない。絶対に需じゆ要ようはあるはずなんだよ」

「うむ。汝のその理念は最初に聞いた。そうして多くの者に武器を使ってもらえば、アリーチェがより強い武器を作れるのだな」

「そーゆーこと」

　アリーチェは天才鍛か冶じ士しだ。

　その彼女が求めているのは、伝説の鉱石でも魔人の鍛冶道具でもない。

　使用者のフィードバックなのだ。

　アリーチェは武器を作る事にかけては天才だが、小さな女の子なので武器を振ふるう事ができない。だから強い冒険者に武器を使ってもらい、感想を聞き、握にぎりの感かん触しよくや刃はこぼれなどを調べたいのだと語る。

　そうして最終的に誰だれが使っても最大のパフォーマンスを発揮できる最強の武器を作るのがアリーチェの野望なのだ。

　そんな武器ができれば、俺も嬉うれしい。

　どんな魔物にも負けない武器があれば、魔物被ひ害がいに苦しむ人が減るからだ。

「というわけで、店のことは俺とガーさんに任せてくれよ。君はこれまで通り、強い武器を作る事に専念してくれれば」

「しかしコテツよ。本当に客が来るのか？」

「来るよ。間ま違ちがいない。ケイティさんみたいな凄すご腕うでの冒険者が一度使ってくれれば、絶対に虜とりこになる。そしたらケイティさんが友達を連れてきてくれるはずだ。アリーチェの武器にはそれだけの価値がある」

　強い冒険者なら、Ｓランクの武器を借りる可能性も高い。そうやって人づてに強い冒険者のお客さんを連れてきてくれるはず。

「しかし我われの前では全すべての冒険者が逃にげ出すのだが」

「だからそれはガーさんの顔が怖こわいからだってば」

「……むう、そんなに怖いのか、我の顔は」

『……怖い、かな？』

　いかん。ガーさんだけでなく、アリーチェまでしょげてしまった。スケッチブックを持つ手が震ふるえている。

　ガーさんを作ったのもアリーチェなのだ。どこからどう見ても石像に見えるが、ガーさんもれっきとした武器だ。商品の武器と同じくらい強い。

『…………変かな』

　さっきより文字が小さくなっている。

「い、いや、これは人間のセンスだから！　きっと天界ではカッコイイよ！　多分！」

『……そうかな』

　野菜のきれはしをくわえつつ、半信半疑の目で俺を見る。

　アリーチェのエメラルド色の瞳ひとみはどの大陸の人間にも見られない。それはアリーチェが特別だからだ。

　彼女は天界に暮らす女め神がみの一族だ。

　少なくとも、本人がそう言っている。

　そして俺はそれを信じている。

　だってそうだろう。俺が彼女に初めて会ったのは、冒険者時代、魔物と戦っている最中だ。暗い森の中でいきなり少女とガーゴイルが現れたら、女神と言われても納なつ得とくできる。

　女神なんておとぎ話でしか聞いた事がなかったが、本当にいるのだ。

　よく冒険者が神や女神に力や武器を授さずけられる伝説があるが、あれは本当だ。そうでなければ説明がつかないマジックアイテムがこの世にはたくさんあるのだ。

　本物の女神はここにいて、とても可愛かわいらしい目で俺を睨にらんでいる。

　だけど俺が何度も土下座して頼たのみ込んでアリーチェの弟子になったのは、彼女が女神だからではない。

　純じゆん粋すいに、彼女が作り出す武器に惚ほれたんだ。

　いつか俺も、あんな素す晴ばらしい武器を作ってみせるんだ。

　そうすれば俺の野望も叶かなえられる。

　そのためにもお客さんをいっぱい呼び込むんだ。

　レンタルショップが軌き道どうに乗れば、きっとアリーチェも俺の事を見直してくれる。良い武器作りの環かん境きようが生まれれば、彼女も余よ裕ゆうができる。その余裕で俺に武器の作り方を教えてくれるって寸法だ。

「明日も俺がんばるからなっ！　君と俺のために！」

「…………！」

　俺が叫さけぶと、アリーチェは弾はじかれたように立ち上がり、ガーさんの後ろに隠かくれてしまう。スケッチブックをヘルメット代わりにして恐おそる恐るこちらを窺う彼女に、俺は情けなくて肩かたを落とす。

「だから汝なんじは声が大きいのだ。アリーチェが怯おびえている」

「ごめん……一度で相手に聞こえるように、大切な事は必ず大きな声で話せって、祖父じいさんに教わってきたものだから」

「家訓というやつか。だが本当にアリーチェが汝を嫌いになったら、すぐにでも追い出すからな。せいぜい努力するが良い」

「わかってるよ。これでも弟子としてわきまえてるつもりだ」

　アリーチェに鍛冶を教えてもらう前にクビになりそうだ。

　鍛冶より先に、自制心を学ばねば。







　そして次の日。

　飾かざり剣けんと武器屋をイメージする看板しか出していなかったウチの店だが、ついに店名を決める事ができた。アリーチェは文句を言っていたが、俺とガーさんでなだめた。

「よし……っ」

　塗と料りようをふんだんに使って看板いっぱいに書いた店名。




《レンタル武器屋アリーチェ》




　これなら誰がどう見ても武器をレンタルする店だと分かるだろう。

　昨日のように丁てい寧ねいにシステムを説明すれば、絶対に分かってくれる人は現れる。本当に良い武器を揃そろえているから、見る人が見れば分かってくれるはずなのだ。

　そういえば昨日のケイティさんは大だい丈じよう夫ぶだったろうか。きちんとアリーチェの武器を使いこなせただろうか。

　そんな事を考えつつ、新しい看板を店の壁かべに貼はり付つける。

　脚きや立たつを降りて、外から看板を眺ながめる。うん、曲がってないな。

「こんにちは～」

　新しい看板を自画自賛していると、ケイティさんがやってきた。

「ああ、ケイティさん、いらっしゃいませ！」

「武器を返へん却きやくしにきました～」

「ありがとうございます！」

　ケイティさんから剣を受け取る。鞘さやに収められたそれを抜ぬくと、顔が映るほど美しい刃が見える。ただし昨日よりもくすんで見える。実際に使用したのだろう。

「それで、いかがでしたか？　この武器は？」

　アリーチェが聞きたかった質問を投げかけると、

「あはは、全ぜん滅めつしちゃいました～」

「えええええっ!?」

　笑いながら答えるケイティさん。

「パーティの仲間は全員、武器と防具を壊こわされちゃって、病院に担かつぎ込こまれちゃいました～。死人が出なかったのは不幸中の幸いでしたね～」

「そ、そんな……」

　ダメだったのか、この武器では。

「いや～、久しぶりにクエスト失敗しちゃいましたよ～」

「ケイティさん、何と戦ってたんですか？」

「それがね～、森の中にいる魔物を討とう伐ばつするクエストだったんですけど～。その中にミストマタンゴって魔物がいたんですよ～」

「ミストマタンゴ……ああ、あの幻げん覚かくを見せる胞ほう子しを出す魔物！」

「私、その胞子を吸っちゃったみたいで～、仲間の事を魔物だと勘かん違ちがいしちゃったんですよ～、あははは」

「笑い事じゃないですよ！」

「でもこの剣、すごかったです～。古代の遺い跡せきから発はつ掘くつされた、鉄よりも硬かたい盾たてを一刀両断しちゃったんですから。それに仲間の鎖くさり帷子かたびらもお野菜みたいにさくさく切れて～。みんな剣の切れ味に驚おどろいてましたよ～」

「そこだけ聞くと殺さつ人じん鬼きみたいなんですけど！」

「だから仲間も退院したら、このお店に行きたいって言ってました～」

「え……本当ですか……!?」

　実際に斬きられて剣の強さを理解する事になるとは、いいんだか悪いんだか。

　本来なら魔物を斬って確かめて欲しかったが、結果オーライと言えよう。

「私も次のクエストを受けたら、またお邪じや魔ましますね～」

　ケイティさんはそう言うと、手を振って去っていった。昨日、仲間をバッサバッサと斬って回った張本人とは思えないほど爽さわやかな別れだった。

　だけどきちんとお金を払はらってもらったし、死者も出なかった。初めてのレンタルにしては上出来だろう。

　前向きに考えながら店内に戻もどろうとすると、入口にアリーチェがいた。

「アリーチェ……？」

　俺と目が合うと、アリーチェはまた店内に戻ってしまう。ケイティさんとの話を聞いていたのだろう。

「アリーチェ、好感触だぞ！　良かったな！」

『好感触、って言うのかなあれ……？』

　俺が剣を渡わたすと、アリーチェはスケッチブックを置き、鞘から抜いて刃を見る。

　修しゆ行ぎよう中の俺には分からないのだが、血の付き方や握りの変化で使用者の状態が分かるのだという。それを見てアリーチェは次の剣を打つのだ。

　アリーチェは剣を鞘に収めると、何かを理解したかのように頷うなずき、俺に渡す。

「…………！」

　そして何か言いかけて、また口を閉じる。

　そんな動作を数回繰くり返した後、

『ありがとうコテツ』

　今度はスケッチブックに書かれた文字を見せた後、俺の目を見て微笑ほほえんだ。

「うん」

　俺も返事をすると、アリーチェは顔を真っ赤にして俯うつむいてしまった。そしてまた作業場に戻ろうと、小走りに去っていく。

「ところでアリーチェ。アリーチェはこの剣を見て、何が分かったんだ？」

　作業場の扉とびらに質問を投げると、扉の奥からスケッチブックだけが出てきた。

『次に作るべきものが分かったよ』

「おっ、何だ!?」

『防具』

　うん、そりゃそうだよね。
















[image: その２　客を呼ぶフレイムカトラス]




　俺たちが暮らしているレディナイト城下町は、パーニッツ王国の中心地だ。国中の物が集まり、そこから国中へと出ていく。人も物も出来事も厄やつ介かい事も、全部ここに集まる。

　冒ぼう険けん者しやもたくさん見かける。地元では冒険者なんて一日にひとりくらい見かければいい方だが、ここでは町中を歩いている。中にはガラの悪い山さん賊ぞくみたいな冒険者もいれば、貴族のようにキラキラした服を着た冒険者もいる。

　それだけ多種多様な冒険者を相手に、俺はレンタルショップで売り上げを伸のばさなくてはならない。

　ケイティさんのおかげで、一日に数人ほどのお客さんが来るようになった。

　それはいいのだが、それだけではダメだ。

　より多くの冒険者に来てもらえるように、勉強する必要がある。

　だから俺は買い物のついでに、町を見て回る事にした。武器屋に限らず、ありとあらゆる店を見て、商売のヒントを得ようと考えたのだが──

「あーい、いらっしゃい……って何やってんのあんた」

「ごめん！　ちょっと隠かくれさせて！」

　とりあえず見つけた店の中に逃にげるように入った俺は、カウンター奥にいた人に断ってから、店の棚たなの陰かげに隠れて外の追っ手をやり過ごす。

　数分間そこでじっと隠れた後、俺は棚からそっと顔を出し、店の外をもう一度だけ確かく認にんしてからようやく一息ついた。

　死ぬかと思った。まさかあそこまで怒おこるなんて思わなかった。

「どうしたのあんた。万引きでもしたの？」

　そう尋たずねたのは、店番をしていた女の子。

　短めの銀ぎん髪ぱつであまり化け粧しようっ気けがないが、その代わりにキラキラと生気に満ちあふれている。服装から、店員というより職人のようにも見える。

「万引きなら商業ギルドに突つき出だすけど。それとも工こう匠しようギルド？」

「ま、待って！　工匠ギルドは勘弁してくれ！」

「てことは工匠ギルドで悪さしたのか。あの口を開けば『ヒャッハー』しか言わない兄さんたちに追われるって、あんたマジで何やらかしたわけ？」

「いや、違うんだ！　俺はただ商品を見てただけなんだ！」

「ただ商品を見てただけで、なんで追われるわけ……？」

「分からないよ。ただ武器屋に並んでいる武器を見て、感想を言っただけなのに……」

「……具体的になんて言ったの」

「俺の師匠と比べて評価しただけだ。さっき俺を追った武器屋の剣けんなんて、三〇点もつけたんだぞ？」

「それだよバカッ！」

　なぜこの女の子にも怒られているのだ俺は。アリーチェの技術の三〇％の実力を持つ鍛か冶じ士しなんてパーニッツ王国にも数えるほどしかいないのに。

「ったく……なんでウチのギルド周りは変人しかいないんだろ」

　頭を搔かき毟むしる女の子。

　改めて店内を見ると、ここも刃は物ものを取とり扱あつかっていた。ただし武器ではなく、食器や庭具などの道具全ぜん般ぱん。だけどこれも鍛冶によって作られるもの。職人の技量を問われる品だ。

　評価をつけたかったけど、また怒られるだろうからやめておこう。

「あ、思い出した。あんたアレだ、三番街にできた新しい武器屋の」

「武器屋とはちょっと違うんだけど……あ、俺コテツ。匿かくまってくれてありがとう」

　俺は姿勢を正し、深々と礼をする。恩人への謝辞は忘れてはいけない。

「あたしはエランティ。一応、この町の工匠ギルドに入ってる」

「工匠ギルド……」

　工匠ギルドと聞いて、直前の嫌いやな記き憶おくが蘇よみがえる。

「名乗らない方が良かったかもね。あんたんとこの店、ギルドで嫌きらわれまくってるから」

「え、なんで!?」

「そりゃそうだよ。商業ギルドにだけ顔を通して、工匠ギルドには話つけてないんだから。職人たちから目の敵かたきにされてるよ」

「そうだったのか……」

　やはりギルドには全すべて顔を出した方が良いのだろうか。

　だけど俺は工匠ギルドに話をつける資格がない。ウチの職人はアリーチェであって、鍛冶の全ては彼女が決める事だ。俺ができる事は、武器をレンタルする事だけ。だから商業ギルドには話を通す事ができた。

「ま、あたしは別に構わないと思うけどね」

　あっけらかんと答えるエランティ。

「魔物も強くなってる今のご時世、ギルドだけの力じゃ技術が追いつかないよ。どっかで新しい事をやってくれる人がいないと儲もうからないって」

　そう言って彼女は笑った。おそらく本音だろう。

　初対面の俺に対してもくだけた態度を取るエランティは、ざっくばらんだけど明るくて話しやすい人だった。

「ま、あんたにそんな新しい事ができるとも思えないけどね。大たい抵ていの奴やつは口だけだし、そもそも武器業界だって目先の商売に──ちょっと待って」

「ん？」

「あんた、その腰こしの、それ」

「これ？」

　エランティは俺の腰に提さげていた武器を見ていた。

「ちょっと見せて」

「え……ああ、ほら」

　俺はベルトから鞘さやごと外して、それを渡した。

　これはアリーチェが打ったレイピアと呼ばれる細い剣だ。

　柄つかは魔ま獣じゆうの毛皮で覆おおった上に、天界の宝石で装そう飾しよくしている。さらに刀身もただの鉄ではなく、夜空に浮うかぶ星から取れた金属を使ったものだ。針のように細い刃はだが絶対に折れず、むしろ刃のたわみを利用して攻こう撃げきできる剣である。

「なに、これ……なんであんた、こんな剣を……時価二億ガッツはするよこれ」

「宣伝のために持ち歩いてるんだ。たまに冒険者が見てくれるよ」

「これ、あんたが打ったの!?」

「いいや、違ちがう。俺の師匠だ！」

　俺は自信を持って答える。

「なるほど……ね。三〇点か」

　納なつ得とくするように呟つぶやくと、エランティは立ち上がり、カウンターを飛び越こえて俺に剣を返した。そしてそのまま店を出ていく。

「ちょっ、どこ行くんだよ!?」

「あんたの店、三番街だったよね？　連れてって！」

「ええ!?　このお店は!?」

「どうせお客さんなんて来ないって！」

　人の事を変人扱いしていたが、彼女も大たい概がいじゃないか。工匠ギルドの職人って、思い立ったらすぐ行動が基本なんだなあ。







「こんにちはー！　師匠ってのはどれ!?」

　ウチの店に入るなり、エランティは店内を物色する。師匠は誰かと尋ねておきながら、棚に並べられた武器を見ては目を輝かがやかせていた。

「力が欲しいか──」

　カウンターの奥に座っていたガーさんが翼つばさを動かして入店時の挨あい拶さつをすると、エランティは振ふり返かえって首をかしげる。

「あんたガーゴイル？　魔物？　師匠ってあんた？」

「否いな。我われはアリーチェによって作られたかりそめの命。武器であり店番である」

「じゃあ、そのアリーチェってのが師匠？　どこにいんの？」

「おい、待てってば！」

　俺はエランティの腕うでを摑つかむ。

「なにコテツ。あんたの師匠に会いたいだけだってば」

「アリーチェは──」

　彼女は人見知りな上、特別な事情で話す事すら難しいと伝えようとしたのだが、それだと彼女の印象が悪くなってしまう。

「アリーチェは気難しい人なんだ。お前のような奴に会っているヒマなんてないんだ」

「へぇ～」

　それを聞いてエランティはニヤリと笑う。

「なおさら会いたくなったよ！　どこにいるのー!?　どこー!?」

「強ごう盗とうかよ！　やめろよ！　お前アリーチェに何する気だ!?」

　さらに店の奥に行こうとするエランティの手を摑んだまま、俺は逆側に引っ張る。だが彼女の好こう奇き心しんのなせる業わざか、めちゃくちゃ強い力で引きずられてしまう。そこまでしてアリーチェに会いたいのか。

　そんな俺たちのやりとりが聞こえてしまったのか、作業場の扉とびらが開いた。

　そこから顔だけのぞかせるアリーチェ。

「あっ！　もしかしてあんたが師匠!?」

　目を輝かせてアリーチェに飛びかかろうとするエランティ。

「!?　……!?」

　そんな彼女を見て目玉が飛び出そうなほど驚おどろくアリーチェ。彼女は臆おく病びようだと思うが、初対面の人間が目を輝かせていきなり飛んできたら誰だって同じ態度を取ると思う。正直、アリーチェに関かかわろうとしなければ、俺だって放って逃げ出したい。

「ねぇ、ちょっと話聞かせてくれよ！　コテツが持ってた剣の材質とか！　柄の金具に使われてる石の力とか──あ、なに、ちょっと、離はなして！　って、あんたどこ触さわってんの待ってなにそのロープは──」







　とりあえずロープで縛しばり上げた上に、ガーさんを乗せたら黙だまってくれた。

　むしろエランティの処理より、泣きそうなアリーチェをなんとかなだめる方が手間取ってしまった。目に涙なみだを浮かべるアリーチェも可愛かわいいが、その後を考えたら泣き止やんでもらわないと困る。

　アリーチェに笑え顔がおになってもらうために、昼には早いがパンケーキを焼いた。バターとシロップとクリームを添そえて出すと、ようやく落ち着いてくれた。

「いやー、ごめんねー。あたし珍めずらしいモノに目がなくってさぁ」

　こっちもようやく正気に返ってくれた。エランティは笑いながらアリーチェに謝罪したが、彼女はまだスケッチブックを盾たてのように構えて警けい戒かいしている。

「まったく、アリーチェは人見知りが激しいんだ。いきなり大声で迫せまるなんて、どうかしてるぞ。礼節をわきまえろ」

「貴様がそれを言うのか……！」

　ガーさんに睨にらまれるが、俺は気にしない。

「だから悪かったってば。次から気をつけるよ」

　最悪の第一印象だが、エランティも気にしていないようだ。なぜか彼女も俺が作ったパンケーキを食べて満足していた。アリーチェのために焼いたのに。

「でも面白いよこの店。冒ぼう険けん者しやに武器を貸し出すって、いいアイデアだと思う」

『本当に？』

　スケッチブックをめくるアリーチェ。口の周りにまだシロップがついている。

「うん。でも利益を上げるためにはまだバリエーションが少ないかなぁ」

「どういう事だ？」

「武器の種類が足りないね」

　ダイニングから店の方を見るエランティ。今は店番が誰もいないが、お客さんが来たらガーさんが応対してくれるはずだ。

「冒険者ってさ、基本的にギルドでクエストを受けるじゃん？　魔物討とう伐ばつとか山さん賊ぞくの取り締しまりとか。そういう人たちって、相手によって武器を選びたいでしょ？　だけどいちいち買い換かえる金なんてない。そういう時のレンタルショップなんだよね？」

「ああ」

「例えば──そうだなぁ、パーニッツなら獣けもの系の魔物が多いよね。ホワイトウルフとか、イビルホーネットとか。獣なら槍やりや弓の方が有効だし、虫なら毒だって効くよね。そんな風に、討伐する魔物に合わせた武器をもっと増やせば、売り上げ伸のびると思うよ」

「魔物に合わせた武器……なるほど！」

　俺もアリーチェも納得した。

　今まではただ強い武器があればいいと思っていたが、お客さんの需じゆ要ように合わせた武器作りも大切だ。剣けんだけではダメなのだ。槍や弓や斧おのや棍こん棒ぼうなど、もっと充じゆう実じつさせる必要がある。

「ま、使い分けるって言うなら、魔法属性を付ふ与よした武器もあるけどね」

　エランティは笑ってそう答える。

「獣系には炎ほのお属性、虫には氷属性の武器が効くって言うけど、そういうエンチャント系の属性武器は人間には作れないからなぁ。神や悪魔が作るマジックアイテムの類たぐいだから。もしそういうのがあれば、もっと売れるだろうけど」

『私、作れるよ？』

　ガーさんの脇わきからひょっこり顔とスケッチブックを出すアリーチェ。

「マジで？」

『マジで』

　目を丸くするエランティに、無表情で頷うなずくアリーチェ。

「アリーチェにかかれば、魔法武器など作れて当然だ。この世にアリーチェが作れない武器なんてないんだからな！」

「なんであんたが偉えらそうなの」

「とにかくアリーチェ、やかましいけど彼女の言う事は一理ある。今度は属性別の武器を作ってみたらどうかな」

『うん、わかった』

「誰がやかましいって！」







　こうしてアリーチェは新しい武器の製作に入った。

　悔くやしいがエランティの言う通り、お客さんに合わせた武器を作るという方針は、商売として基本だと思い知らされたのだ。

　ただ質の良い武器を作る、と言っても、方向性が見えなければ「何をもって良質か」を判断する事はできない。

　やはり武器なのだから、誰かが使って初めて使い勝手が分かる。

　誰かに使ってもらうためには、見えない「誰か」をきちんと想定した武器作りをしなければならないのだ。

「いらっしゃいませ！　何かお探しの武器はありますかぁ!?　分からない事があったらいつでもお訊きき下さいね！　ごゆっくりどうぞ！　──はい、やってみて」

　天使のような笑顔から一いつ瞬しゆんで素すの表情に戻もどったエランティは、カウンターで立ち尽つくしている俺たちにアゴを上げる。

「なぁエランティ。五秒前の笑顔、もう一回やってくれない？」

「うるさいな。あんたたちもやるんだよ。あたしみたいに笑顔で客を魅み了りようしてみなさいよ。笑顔は接客の基本だよ」

「しかし我は石像なので顔を変えられないのだが」

「根こん性じようでなんとかする！」

　ガーさんの背中をバシッと叩たたくエランティ。

「やる気あんのあんたら！　アリーチェが武器を作る以上、あんたらの仕事は客寄せなんだよ！　せっかくアリーチェがすごい武器作っても、客が来なきゃ意味がないんだよ！」

「うっ……その通りだ」

　弟子でしとして、師し匠しようのために働けなくてどうする。

　一度決めた事は最後まで貫つらぬくのが男だろう。

「分かったら声を出す！　笑顔も大事だけど、元気な声も忘れちゃダメ！」

「い、いらっしゃいませー！」

「いらっしゃいませー」

　エランティの剣幕に観念したのか、ガーさんも従っている。

「ほらもっと笑って！　お客さんが怖こわがるよ！」

「……なぁエランティ」

「なに」

「なんでこんなに協力してくれるんだ？　お前も自分の店があるだろ」

「そりゃこっちの方が面おも白しろそうだし、儲もうかりそうだからね。親おや父じの金物屋より、アリーチェが作る武器屋の方が新しい感じがするし」

「新しい？」

「アリーチェの武器もそうだけど、レンタルって方式も新しいと思う。あたしもそういうやり方をもっと取り入れたいんだけど、ギルドが頑がん固こでね」

　なるほど、つまりエランティも勉強中なのか。

　職人なのか商人なのか分からないが、とにかく彼女は新しい事が好きなのだ。

「よーし、じゃ練習はこんなもんにして、次は実じつ践せん行ってみよう！」

　エランティは手を叩き、棚たなに並んだ武器を見回す。

「実践って……？」







　冒険者の基本的な行動は、「受注」と「準備」と「冒険」である。

　ギルドに行って依い頼らいを受け、その依頼のために準備をし、依頼をこなす。そしてギルドに報告して報ほう酬しゆうをもらうのが一連の流れだ。

　もっとも人気があるのは、やはり魔物退治だ。死の危険がある代わりに高報酬が約束されている。

　そんな魔物退治だが、魔物も生き物なので出しゆつ没ぼつ地域に法則がある。

　例えば現在は暖かくなってきたので、植プラン物トイド系の魔物の動きが活発になっている。またそれを食べて成長する魔獣ビースト系の魔物も徐じよ々じよに増え始めているのだ。それらを討伐する冒険者が各地の山村で募ぼ集しゆうされている。

　レディナイト城下町からもっとも近い山、カルクール山の麓ふもと町でも同じように魔物退治ができる冒険者を求めており、依頼を受けたパーティが山へ入ろうとする。

　その入口。

　開かい拓たくされていない森の手前で、俺はなぜか机と看板を設置していた。

　エランティに言われた通り、用意した机には店から持ってきた武器を並べて、新しく塗ぬり直した看板も周りに見えるように置いた。

　当然、みんな俺に注目している。

　山に入ろうとした冒険者のパーティが、足を止めて俺を見ている。

　中には「何をしているのか」と明確に尋たずねた人もいたが、俺もそれが知りたいんだよ。

「はいはーい、注目！」

　手を叩きながらやってきたのはエランティ。

　荷物を全部人に持たせて今まで何やってたんだ。

　俺が抗こう議ぎする間もなく、彼女は机の上に並べた武器を手にして、叫さけんだ。

「皆みなさん、武器要いりませんか、武器!?」

　唐とう突とつな宣伝に、周囲に集まっていた冒険者が驚おどろく。

「なーんてね。今さら尋ねるまでもないですよね。冒険者なんだから武器くらい持ってますよね。それにこんな所で新しい武器を買えなんて、胡う散さん臭くさいに決まってます」

　自分で自分にツッコミを入れるエランティ。

「そうと分かっていて、なんでこんなところでこんな事をやっているのか？　もちろん秘密があるからですよ。皆さん、知りたくないですか？　そう、皆さんにとってもお得だからですよ。買えって言ってるんじゃないです。ちょっと見てもらうだけでウチの武器が分かりますから。助手、それ持ってきて」

「誰だれが助手だ」

　ボヤきつつ、俺はエランティに指示された剣を渡わたす。

「はい、こっちがレディナイト城下町の工こう匠しようギルドで作られてるロングソードね。これとってもよく切れますよね。ほら、冷れい凍とうした鶏とり肉にくもこの通り」

　と、エランティは鶏肉を剣で切る。どこに行っていたのかと思えば、この鶏肉を調達していたのか。

「そしてこれがウチの自じ慢まんの商品。火属性のカトラス。これがあれば冷凍した鶏肉があっという間にローストチキンになるんです！」

　軽く切れ目を入れただけで、冷凍鶏肉から香こうばしい匂においが漂ただよってくる。それを見ていた冒ぼう険けん者しやたちも「おおっ」と歓かん声せいを上げた。

　さらに肉の匂いにつられて別の冒険者たちも集まってくる。

「魔獣も植物も火属性に弱いですからねー。今ならすごくお得ですよ。しかもこんなによく斬きれるのに、手入れは簡単。サッと布で拭ふくだけでいいんです！　水洗いもできますし、属性効果は落ちませんよ！」

　エランティの軽快なトークに、遠巻きに見ていた冒険者の輪が徐々に狭せばまってくる。机の近くで剣を見ようとする者が増え、その人ひと垣がきに興味を持った冒険者がどんどん集まってくる。

　ところが──

「うわぁっ！　ま、魔物だぁっ！」

　冒険者のひとりが悲鳴を上げる。

　焼いた鶏肉の匂いにつられたのは冒険者だけではなかったのだ。

　山から下りてきた魔物が森の奥からこちらを見ていた。木々に隠かくれてよく見えないが、おそらく魔獣系の魔物が三体。

「あ、ちょうどいいところに来てくれましたねー。それじゃ実戦形式でこの武器の切れ味をご紹しよう介かいしますねー。はい、コテツ」

　笑え顔がおでエランティは剣を渡してきた。

「……え？」

「よろしく！」

　肩かたを叩くと、エランティは素す早ばやくその場から離り脱だつする。

　残されたのは焼けた鶏肉と俺だけ。

　周囲の冒険者は誰ひとりとして手伝おうとしない。まさかこれも仕込みだと思ってるんじゃないだろうな。

「ったく……しょうがないな」

　俺は剣けんを握にぎり、エランティの前に出た。

「おっ、やる気になってくれたね！」

「当たり前だ。女に武器を持たせて、ただ見ているくらいなら死んだ方がマシだ」

「な、何よ、剣を持ったら急に強気になっちゃって……」

「女子供を守れぬ者は、男にあらず──俺はずっとそう教わってきた」

　本来なら片手で扱あつかう剣だが、俺はそれを両手で構えて、腰こしを落とす。

　冒険者から奇異に見られるが、盾たてのない状じよう況きようならこの構えが一番やりやすい。

　俺は火属性の剣を改めて見る。

　柄つかは持ちやすく、刃はのバランスもいい。そして湾わん曲きよくした刃が三日月のように美しく、刀身から赤い光を放っている。その光に共鳴するかのように、柄に嵌はめられた宝石も光っていた。

　やはりアリーチェの剣は最高だ。持つだけで俺まで熱くなる。

「うおおおおおおおおおっ！」

　声を上げて、俺は魔獣に斬りかかった。

　腰を入れて、魔獣の頭から一文字に斬り裂さく。本来なら頭ず蓋がい骨こつなどが邪じや魔まをして斬りにくいのだが、アリーチェの剣はまるで野菜を切るように魔物の身体からだを通り抜ぬけた。

　小さく悲鳴を上げた魔物は、血を流す前に燃え上がった。火属性の剣の力だ。切断面から燃え上がり、敵を焼き焦こがす。

　鶏肉とは別の焦げた匂いがした。

　祖父じいさんから教わった剣技、まだ衰おとろえていないな。

　ここで魔物が俺の存在に気づいたらしく、こちらに向かって走り出した。二体の魔物が同時に俺に飛びかかってきたが、俺は剣を横よこ薙なぎに振ふって二体とも斬った。

「うおおおおおおおっ！」

　今度叫んだのは、冒険者の方だった。

「すごいぞ今の！　空中の魔物を二体斬るなんて！」

　分かってくれて何よりだ。

　地面に固定されていない対象を二つも同時に斬るなんて、よほど鋭するどい剣でないと不可能だ。それを可能にするのが──

「どうですか！　この剣は素晴らしいでしょう!?」

　俺は冒険者に向けて剣を見せる。

「なんて切れ味だ！」

「いや火属性の威い力りよくもすごいぞ。あんなに燃え上がるなんて──」

「あの両手持ちの技は東方剣術の一派か？　良ければ俺にも教えてくれないか？」

　冒険者が俺に向かって駆かけ寄よってくる。

　エランティの目もく論ろ見み通り、というわけか。

　実際に冒険者の前で魔物を斬る事で宣伝しようとしたのか。

　だったら早く言えよ！

「お集まりの皆さん！　この武器はひとつだけじゃありません！　皆さんに提供する事ができるんです！」

　俺はここぞとばかりに声を張り上げた。

　おっと、笑顔も忘れないように。

「本当か!?　売ってくれるのか？」

「でも属性武器だろ？　何千万ガッツするんだよ……」

　躊ちゆう躇ちよしている冒険者に向かって、俺はトドメとばかりに叫ぶ。

「一いつ泊ぱく二日で一〇万ガッツ！　三泊四日で二〇万ガッツ！」

「なんだと……どういう事だ？」

　冒険者たちがざわつく。

　そこで俺の後ろに突とつ如じよ出現するガーさん。

「力が欲しいか──力が欲しくば、くれてやる──いや、そうではなかった。いらっしゃいませ、これから料金の説明をいたします……だったか？」

　ガーゴイルの出現に冒険者たちが驚いていたが、俺やエランティが軽く説明するだけでみんな納なつ得とくしてくれた。恐おそろしい形相の石像も、有用で安価な武器の前ではどうでもよくなるらしい。

　それからは忙いそがしかった。魔物と戦っている方がマシに思えるほどだ。

　ガーさんの説明を受けた冒険者の多くが武器を借りていってくれた。最初は二〇くらいしか用意していなかった武器は全すべて借りられてしまい、ガーさんに店から持ってきてもらったくらいだ。

　何より嬉うれしかったのは、今回は武器を借りなかったけど、店の名前を尋ねてくれた人がたくさんいた事だ。

　そういう人たちに向かって、俺は誇ほこらしげに師匠の名前を答える。

「レンタル武器屋アリーチェ、名前だけでも覚えてくださいっ！」

　お客さんの笑顔を見ていたら、先ほどまで魔物を狩かっていた事も忘れてしまった。







　その日から、お客さんが目に見えて増えた。

　いつもだったら週にひとり（だいたいケイティさん）が来ればいい方だったのに、一日に一〇人くらいのお客さんが顔を出すようになってくれた。

　ただ一〇万ガッツ単位のレンタル料のせいか、それでも借りてくれる人は少ない。だけど冒険者の間で話題に上るようになったため、新しい顔がどんどん増えるのが楽しかった。

　ガーさん曰いわく、神の会員証を作った人は五〇人以上らしい。今まで五人くらいしかいなかったのに比べれば、快挙と言える。

「エランティのおかげだよ！　ありがとう！」

「いーっていーって。また面おも白しろい宣伝方法があれば、手伝ってもらうから」

　エランティはカウンターの奥で新聞片手にくつろいでいる。もはやどちらが本物の店番か分からない。

「にしてもコテツ、剣を持ったら別人みたいだったね」

「まぁ、元冒険者だし、剣は実家でも教わったしな。怖こわくなかったか？」

「ううん、怖くなかったよ。逆に安心するくらい。やるじゃんコテツ！」

　一方、ガーさんはというと、店の中ではなく外に立ち、新規のお客さんにシステムの説明をしている。最初は怖がられたものの、しばらくすれば通行人も慣れたようで、今では通りすがりの子供も挨あい拶さつしていくまでになった。

「やっぱり商売に詳くわしい人がいるだけで、違ちがうもんだなぁ」

「あたしはただ面白い事とお金儲けが好きなだけ。趣味みたいなものだよ」

「それでも助かったよ」

　俺がもう一度礼を言おうとすると、作業場の扉とびらが開いた。

　今度はガーさんの陰かげに隠れずに、アリーチェが姿を現した。

　エランティがいるのに大だい丈じよう夫ぶかと思ったが、なんと彼女はトコトコと歩いてきて、俺ではなくエランティの方を見た。

「…………！」

　そして小さく一礼。

　スケッチブックを使わず、身体だけで表現する気持ちが伝わる。

「うんっ」

　エランティはにっこりと笑うと、アリーチェの髪かみを撫なでた。

　するとアリーチェは顔を真っ赤にして、作業場へダッシュで逃げてしまった。

　扉が閉まるまで、エランティは微笑ほほえんで手を振っていた。

「なかなか難しいね」

「仕方ない。アリーチェは普ふ通つうの人とはちょっと違う。気長に見てやってくれよ」

「あんたも似たような対応されてたじゃん」

「お、俺は違うよ。なんたって一番弟子でしだからな」

「一番弟子は関係ないと思うけど……。ていうか一番弟子だったら、もっとアリーチェのために働きなさいよ。たくさんレンタルされればアリーチェの役に立つんでしょ？」

「むっ……それは、そうだ」

　彼女はいちいち正論で攻せめてくるから始末に負えない。

「見てろよエランティ、もっとお客さんを呼んで、アリーチェの一番弟子にふさわしい関係になってみせるからな！」

「……ったく、変な奴やつだねあんたは。剣けんを持ってる時とは別人だよ」

　エランティが笑う。

「レンタルショップなんて突とつ飛ぴな事やってるくせに、商売人としちゃ初心者もいいとこだし、それで元冒ぼう険けん者しや？　なんでそんな変わった事やろうと思ったの？」

「それは……まぁ、いろいろだ。俺もアリーチェも」

　もちろん誰かにやれと言われて始めた商売ではない。レンタルショップは俺とアリーチェの目的を達成するために必要な事だ。

　で、どうしてそんな目的ができたのかと言うと──

　うん、まぁ、いろいろだ。
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　──とんでもない事をしてくれたな、コテツ……！

　──よりによって陛下から賜たまわった大切な品の数々を、魔物なぞに奪うばわれるとは！

　──お前のせいで我がカタバミ家は風前の灯ともし火びだ！

　──なに、「ウチは最初から没ぼつ落らく寸前だった」だと？

　──だからこそお前の失敗が痛いんだろうが馬ば鹿か者もの！

　──ふむ、ウチに金がないから、バイトで冒険者をやるしかない？

　──その気持ちは嬉しいが、冒険に家宝まで持って行く必要はなかっただろう！

　──待てコテツ、話は終わっていない！

　──なに、魔物に奪われた品を全部取とり戻もどしてくる？

　──いや無理に決まっているだろう。奪った中にはレアモンスターもいたんだろう？

　──敗北は勝利のための道？　確かに家訓ではそうだが、お前はまた敗北するぞ。

　──本当に死ぬぞ！　おい親の話くらい最後まで聞け！　コテツ！







「ん……」

　カウンターにヨダレをつけてしまった。

「くそっ……イヤーな夢見ちまった」

　ヨダレをすすりながら顔を上げると、武器を選んでいるケイティさんの大きなお尻しりが見える。今日初めてのお客さんだ。

　出張宣伝が功を奏したのか、徐じよ々じよにお客さんが来るようになった。

　毎日必ず武器を借りていく常連さんも増え、一日にひとりは新規で会員証を作る人が現れる。売り上げはまだまだ赤字だが、徐々に黒字に変わろうとしている。

　だが調子が良いわけではない。

　できる事はまだたくさんある。それをひとつひとつ潰つぶしていくのが俺たちの役目──だとエランティが言っていた。

　そんなある日の事。

「ねぇねぇお姉さん、ちょっといいかしら～」

　いつも利用してくれるケイティさんが、近くにいたエランティを呼ぶ。

「この武器の事なんだけど～」

「あ、武器ならコテツに聞いた方が早いですよ。コテツ、ちょっとこっち来て！」

「なんでお前、そんな店長みたいに偉えらそうな態度なわけ？」

　すっかり店に馴な染じんだエランティに手招きされて、俺は棚たなの整理もそこそこにケイティさんから相談を受ける。

「コテツくん、これなんですけど～」

　ケイティさんが見せたのは、二本の槍やり。

　どちらも刃の根元に返しがついたウイングドスピアと呼ばれる槍で、属性はない。

「この槍、どっちがよく刺さるんですかぁ？」

「えっと、右手にある方です。こちらはアリーチェが先週打った最新型ですね」

「はぁ～、なるほど～」

「なので右の方はＡランクになりますので、料金も違います」

「ありがとうございます～。じゃあよく刺さる方をお借りしますね～」

　と、ケイティさんはＡランクの槍を棚に戻し、Ｂランクの槍をカウンターに持っていこうとする。

「待ってケイティさん！　逆！　そっちじゃないです！」

「あらぁ？」

　正しい武器をケイティさんに持たせるが、まだ区別がついていないようだ。棚の武器と手に持った武器を見比べている。

「あー、こりゃ分かんないわ。どっちも一いつ緒しよに見えるよ」

　エランティもそんな事を言う。

「このお姉さん、ランク５の冒険者なんだよね？　そんな達人でも見分けがつかないのってヤバくない？」

「見分けつくと思ったんだけど……アリーチェの事を理解していれば、刃は紋もんの違いや装そう飾しよくの違いで分かるだろ」

「だからお客さんが全員あんたみたいにアリーチェマニアじゃないんだよ！」

　エランティに剣の柄つかで殴なぐられた。

　さすが女め神がみの武器、柄ですら痛い。

「うーん、そうねぇ」

　するとケイティさんは持っていた槍を見ながらこう提案した。

「ランク以外にも、何か借りる時の指標があればいいんじゃないかしら～。ほら、最近だとお薬なんかも何がどれくらい配合されてる、とか書いてあるでしょ～？」

「なるほど、指標……ですか」

　つまり「この武器は他ほかの武器に比べてこれくらい良く斬れます」という、誰の目から見ても分かるものがあればいいのか。

「となると、やっぱり数字で表すのがいいかな」

　俺は少し考えた後、そう結論づけた。

「何かを基準にして、それの何倍斬れるか──『攻こう撃げき力りよく』とでも言うのかな、それを数値にして貼はり出せばお客さんも分かるんじゃないかな」

「それは良い考えね～。でも～、そんな細かい数字、どうやって出すのかしら～？」

「そうですね……」

　数字を出すとなると、細かい調査が必要になる。

　俺は武器を見る目はあると自負しているのだが、正確な数字を出せと言われると困る。これまで全部カンでやってきたのだから。

　おそらくアリーチェもそこまで気にして武器を作っていないだろう。とにかく強い武器を目指しているのだから。

「よし、ならあたしに任せなさい」

　ケイティさんに勝まさるとも劣おとらない大きな胸をドンと叩たたいて宣言するエランティ。

「これでも工こう匠しようギルドの一員だからね。そういうのは得意だよ」

　楽しそうだがいつもと雰ふん囲い気きの違ちがう笑顔に、なぜか俺は嫌いやな予感がしていた。







　次の日、エランティは店に来なかった。

　いやもともと従業員でもなんでもないのだが、ここのところ毎日来ていたので心配になったのだ。

　そんな俺の心配をよそに、さらに次の日の夜、エランティが面おも白しろいものを持ってきた。

「どうかなこれ!?」

　奇き妙みような色に汚よごれたエランティが持ってきたのは、人形──のような奇妙な物体。

　俺よりも大きい図ずう体たいで、ぶよぶよとした緑色の質感が異い彩さいを放っている。チャームポイントなのか知らないが、頭にはより奇妙な兜かぶとが。

「なんだこの珍ちん妙みような物体は」

　人の事は言えないガーさんの問いに、エランティは自信を持って答えた。

「あたしが発明した、攻撃力測定装置！」

「攻撃力測定装置～？」

　ものすごく胡う散さん臭くさいぞ。

「…………」

　アリーチェは人形を指でつついて遊んでいる。ぷにぷにした感かん触しよくが気持ちよさそうだ。

　俺も人形に触ふれてみるが、うん、やっぱりスライムだこれ。そのへんの包丁でも簡単に切断できる、ゼリー状の魔ま物ものだ。

「これでどうやって攻撃力を測るんだ？」

「おっ、よくぞ聞いてくれたね」

　エランティはスライム人形の兜を取る。

　するとその内側には目盛りのような線が引かれていた。

「これは高地に生息してるクレイスライムって種族の死体を利用したんだけど、体内に水分を溜ため込む習性があるんだよ。それで、水分が多ければ多いほど固くなるわけ。ガーさん、ちょっとお水ちょうだい」

「うむ」

　ガーさんの口から水が出てきて、エランティが持つ兜に注がれる。

「ガーさんそんな事できたのかよ！」

　俺ですら知らなかったのに、なんでこいつが知ってるんだ。

　そんな俺をよそに、エランティは水をスライム人形にぶっかける。床ゆかがビショビショになると思ったのだが、なんと人形はかけられた水を全すべて吸い取ってしまった。さらにエランティがその作業を数度繰くり返かえすと、本当に人形はカチコチに固くなった。

「で、この固くなった人形を斬ってみる、と」

　エランティは用意しておいたアリーチェの剣を持つと、スライム人形に振り下ろした。

　どんなものでも斬れるという触れ込みのアリーチェの剣は、スライム人形の肩かた口ぐちを斬る。そのまま股また下したまで一気に切断される──と思いきや、剣は人形の胴どうほどで止まった。

『すごい！　固い！』

　アリーチェが口を押さえて驚おどろく。

「こうやって、水の量を調節しながら斬るの。何ccで斬れなくなったかで、攻撃力が分かるんじゃないかな？」

「なるほど！」

　スライム人形が斬れなくなるまでの水量が、そのまま攻撃力になるのか。

「エランティ、お前すごいな！」

　口を開けば変な事しか言わない子だと思っていたが、こんな才能があったのか。

『うん、すごい。エランティ天才』

　アリーチェまで褒ほめている。職人として最高級の名めい誉よじゃないのかこれは。

「もともとあたしはこっちが本業なんだよ。魔物の素材は不思議な力を持った珍めずらしいものが多いからね。それを利用して、便利なものを作って売るのが将来の夢なんだ」

　珍しいものが好きだから、アリーチェにも興味が湧わいたのか。

　俺もアリーチェ以上に珍しい存在は他にないと思っているが、それは彼女がただ優すぐれた武器職人であるという理由だけではない気がする。

　アリーチェには、なんというか人を惹ひき付ける変な魅み力りよくがあるのだ。

　俺もエランティもそこに惹かれたのだろう。







　その日の閉店後、俺は夕食の用意をすると、店の外の庭を片付けてスライム人形を設置した。充じゆう分ぶんなスペースを確保して、紙とペンも用意。

「ふっ！」

　両手で剣けんを構え、水を少しだけ含ふくませたスライム人形を斬る。

　あっさり斬れたので、もっと水を足す。それでも斬れたので大量に水を入れたら、今度は斬れなくなった。人形から水を全て搾しぼり取り、また一から斬る。

　斬れる水量と斬れない水量の境目を発見したら、その数値をメモする。

　──これ、キッツイわ。

　武器一振りの数値を確かめるために、最低でも二〇回はスライム人形を斬らないとダメだ。しかも戦いを想定しているから、常に全力で同じ位置を斬る必要がある。

　一振り目で、もう汗あせだくだ。

　実家で叩たたき込まれた修しゆ業ぎようの日々を思い出す。

　俺は次の剣を手に取り、水分を抜ぬいたスライム人形に斬りかかる。

　水を足せば足すほどスライムは固くなり、俺の腕うでにかかる衝しよう撃げきも強くなる。だが常に一定の強さで斬らないと、正確な数値が計れない。

　だがサボる気はない。

　アリーチェはもとより、顧こ客きやく情報を全て覚えているガーさん、発明家で商売上手のエランティ。

　みんなすごい技わざを持ってる。

　だから俺も負けていられない。

　身体からだを動かすのは、俺の仕事だ。

　冒ぼう険けん者しやとして培つちかった知識と身体は、こういう時に役立ってくれる。魔物を倒たおすだけじゃない、将来のお客さんのために何かができると思うと、とても楽しいんだ。

　考えてみれば、アリーチェの武器をこうして全力で振り続けるのは久しぶりだ。今までは簡単な試ためし切りくらいしかしなかったけど、固いスライムのような相手に全力を出すと、彼女の武器の素す晴ばらしさがより伝わってくる。

　さらにその強さを数値化すると、今まで見えなかったアリーチェの成長も分かる。ちゃんとお客さんのフィードバックを吸収して、勉強しているんだ。

「ふうっ……！」

　楽しい事は楽しいが、それでも少し休もう。

　五ご振ふり目の剣の測定を終えたところで、俺は用意していた椅い子すに座る。ついでに使わなくなったテーブルも引っ張り出して、軽食を摂とる。

「ん、うまい」

　男子たる者、飢うえた仲間を助ける術すべを持つべし──祖父じいさんによく言われたものだ。

　肉を挟はさんだパンを囓かじる。甘みと塩気が混じって、とてもうまい。固いパンの間に、筋張った魔物の肉を煮に込こんだものを入れてみたのだ。

　家か畜ちくの肉よりスジがあるので味にクセがあるのが難点だ。そこで俺は煮込んで軟やわらかくすると共に、砂糖や鶏とりのダシなどで味を調ととのえてみた。改良点はあるが、まぁ食べられる。

　それから果実のジュース。レモンやカリンなどの柑かん橘きつ系の果か汁じゆうに、氷結キューブと呼ばれる不定形の魔物の欠片かけらを入れたもの。この氷結キューブの欠片は水に入れるとシュワシュワと泡あわ立だち、飲むとスカッとするのだ。

　魔物の肉のサンドイッチに、果実のジュース。この二つとアリーチェの笑え顔がおがあれば俺はどこまでもがんばれる気がする。

　さて、サンドイッチも最後の一個。これを食べたら──

　そう思ってパンに手を伸のばした俺の手が空を切った。

「…………！」

　テーブルの下でアリーチェが俺のサンドイッチを食べている。

「何やってんだアリーチェ……」

「!?」

　彼女は俺のサンドイッチを頰ほお張ばったまま、無言で走り去る──かと思えば、まるであらかじめそこに設置していたかのように待っていたガーさんの後ろに隠かくれた。

「アリーチェは汝なんじが心配だったのだ。夜遅おそくまで作業をしていたのでな」

　ガーさんの言葉に反応して、さらに顔を引っ込めるアリーチェ。

「遅くまでって……そんなの、君はいつもやってるだろ」

『でも、コテツの方が大変そうだったから』

　サンドイッチを口に頰張ったままスケッチブックに書くアリーチェ。こういう時は便利な道具だな。

「そんな事ないって。けっこう楽しいんだよコレ？」

『そうなの？』

「アリーチェの武器は振ってて気持ちいいんだ。使う人の事を考えられている。人も傷つけられる武器なのに、すごく頼たのもしい。他ほかの武器ではこんな事思わないのに」

　俺が褒めると、アリーチェは黙だまって頷うなずいた。

「エランティもがんばってくれてるし、俺も負けたくないんだ」

　また少しだけ俯うつむくアリーチェ。

「エランティの事、嫌きらいか？」

　そう尋たずねると、アリーチェは首をぶんぶん横に振る。

『エランティはうるさいと思われてるけど、本当は優やさしい子だよ！』

「うん。あいつはアリーチェと店の事を考えてくれてる」

「…………」
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「ん、どしたアリーチェ？」

『コテツは、エランティが好き？』

「好きかって？　うーん、嫌いじゃないよ。いい奴やつだし。やかましいけどな！」

　俺がそう答えると、アリーチェは安あん堵どしたように息を吐はく。

　はて、何か安心させるような事を言っただろうか、と首をかしげていると、

『コテツも嫌いじゃないよ！』

「うん、それも分かってる」

　そしてアリーチェはペンを持つ手を見ながら、悩なやんだ末に別の事を書く。

『あと、このサンドイッチ美味おいしかった、です』

「じゃあ、また作るよ！　もっと美味うまいやつ！」

　彼女は頷いてサンドイッチを最後まで食べ終えると、手を振って作業場に戻もどっていった。俺に無理するなと言っておいて、自分も遅くまで篭こもっているのだ。

「しっかし人間と喋しやべっちゃいけないのは大変だよな。声に魔ま力りよくがあるんだっけ？」

「正確には発する言葉だ。一応、人間ではない我われとの会話は大だい丈じよう夫ぶなのだがな。事情を知ってなお協力してくれる汝には感謝している」

「へへっ、いいってことよ。アリーチェの作る武器が好きなんだ」

　たとえ彼女にどんな枷かせがつこうが、俺は弟子でしなのだから全力でサポートするだけだ。

　ひいては、それが俺とアリーチェのためになる。

「よーし、アリーチェに『好き』と言ってもらえた喜びをパワーに変えて、もうひとふんばりするかーっ！」

「誰だれも『好き』などとは言っておらぬのだが、どんな都合の良い解かい釈しやくをしたのだ」

　ガーさんが何か言っているが、俺の耳には入らない。

　俺は六振り目の剣を手に取り、スライム人形に向かって歩き出す。







　そして翌日、おもいっきり後こう悔かいした。

　アリーチェの言葉を胸に働いたら、いくらでも手が動いてしまって、結局朝まで全すべての武器の攻こう撃げき力りよくを調べ上げてしまった。

　ぐったりしながら、ぐったりしているアリーチェのために朝食を作る。昨日の残りのパンとジャムだけの簡単なものだ。

「おはよ～す……」

　もう今日は休業にしてしまおうかとアリーチェと相談していると、ぐったりした顔つきのエランティが店にやってきた。

「や～……昨日、徹てつ夜やしちゃってさ～」

「お前もか。なんで徹夜したんだ？」

「昨日も色々作っていたんだよ～……」

　結局、開店を待ってくれている冒険者には悪いが、今日は休業する事に。

　その旨むねを伝える張り紙を出して、俺とアリーチェとエランティは休んだ。よし寝ねるぞと決めてから、五分も経たたずに全員が眠ねむりについた。

　まばたきしたと思ったら、もう昼だった。

　そこからもそもそと昼食を食べ、ようやく落ち着きを取り戻した俺たちは、改めて互たがいの製作の成果を見せ合う事になった。

「まずは俺から」

　昨日のうちに作っておいた用紙をテーブルに置く。

　一枚目は、昨日俺が測定した武器の攻撃力。正確かどうかは分からないが、少なくとも武器ごとの差異が一目で分かるくらいには測れた。

「武器ごとに攻撃力を書いて、棚たなに貼はろうと思うんだけど」

　そこでもう一枚の紙。

「ただ武器名と数字を書くだけじゃつまんないと思ってさ。もっと詳くわしい武器の特とく徴ちようとかを、文章やイラストで表現したらどうかと思って」

「ふむ、それは悪くない提案だ」

　俺の背後からガーさんが用紙を見つめていた。

「値札だけでなく、商品説明を兼かねた札を置く事で客の目を惹ひくわけだな。これはコテツだけでなく、全員で手分けしてやった方がいいだろう」

「そうだね。あたしも書くよ」

『がんばるよ！』

　よかった。全員やる気になってくれた。

　ただし問題がひとつある。

「でさ、今のままだと半分しか作れないんだよ」

「しかし汝は全ての武器を計測したのではないのか？」

「うん、武器は全部やったけど、防具がまだなんだ」

　攻撃力は測れたけど、今度は防ぼう御ぎよ力りよくが分からない。

　さてどうしたものかと思っていると、

「そこであたしの発明が役に立つわけだね」

　エランティが席を立つと、窓の外を見た。俺も彼女の隣となりに立って外を見ると、昨日スライム人形を置いた庭に、別の装置が置いてあった。

「今度は防御力測定装置を作ってきたよ」

　杭くいのような仕し掛かけだった。

　前面に足で踏ふむペダルがあり、それを踏むと押さえつけられていた杭が踏んだ者の胴どうめがけて起き上がってくる仕組みになっている。

　で、杭の部分がスライムで作られている。

「これで衝しよう撃げきや痛みを感じるレベルまで調節していけば、防御力が分かるんだ！」

　嬉うれしそうに語るエランティ。

「てことは、俺は鎧よろいを着てスライムの杭を受ける必要があるのか？」

「そうしないと防御力は分かんないじゃん。ただ硬かたいだけの鎧でも、中の人までダメージ通る事があるし」

　もちろんアリーチェの防具は、硬いだけではない。衝撃を吸収する仕組みが内部に施ほどこされており、魔物の突とつ進しんにも耐たえられる。

　が、これは魔物の突進以上の衝撃を受けろと言われているのだが──

「これ、ミスったら俺死ぬよな？」

「ミスらなきゃ死なないよ」

　まぁ、徐じよ々じよに調節していけば大丈夫だとは思うが、何かの手て違ちがいで防具を着けていない部分に当たる可能性もあるだろう。

　武器の時と違って、非常に嫌いやなのだが、かといってアリーチェやエランティにさせるわけにはいかない。もっとマシな装置は作れなかったのだろうか。

『こんなこともあろうかと、作ったよ！』

　アリーチェが机の下から何かを取り出す。

『新製品だよ』

　綺き麗れいに折りたたまれたそれは、作業服だ。厚手の服に触ふれてみる。手て触ざわりは硬いが、風通しは良さそうだ。

「アリーチェ、これは？」

『これ、お店の制服だよ』

　なぜか顔を真っ赤にしているアリーチェ。

「昨夜アリーチェはこれを作っていたのだ。鎧だけではない、もっと軽くて動きやすい防具を考えていたのだが、これはその試作品だ」

　一見、ただの作業着に見えるが、触れてみると分かる。

　防ぼう刃じん性能や防火性能はもとより防魔性能や防ぼう呪じゆ性能も抜ばつ群ぐんだ。この服を形作っている繊せん維いから魔力のような力を感じるのだ。

「これ、材料はなんだろう」

『グリフォンのたてがみと、海かい獣じゆうのヒゲを合わせたんだけど……』

「すごいぞアリーチェ！　鉄を打つだけじゃなくて、服まで作れるなんて！」

『初めてだったから、自信はないよ！』

「着てみていいかな？　制服なんだよな？」

　俺が尋たずねると、彼女は小さく頷うなずいた。

　さっそく袖そでを通してみると、これがサイズピッタリ。俺だけじゃなく、アリーチェやエランティ、さらにはガーさんまで専用の制服が用意されていたが、これが全員バッチリのサイズだった。

　俺は身体からだのサイズなんて測られた事ないのに、どうやったんだろうと思ったら、ガーさんは一目見ただけでその人のデータが分かるらしい。あの石の目で、俺たちは全て覗のぞかれていたのだ。

　でも、嬉しい。師し匠しようが俺のために作ってくれた服だ。

「よーし、俺、防具の強さ測ってくる！」

『ありがとう。がんばって！』

　アリーチェの技術と気持ちがこもったこの制服があれば怖こわいものはない。

　そうして俺は意い気き揚よう々ようと庭に出かけ、防具の測定をして──

　その日も徹夜してしまったのだった。







　さて、それから店がどうなったのかと言うと。

「あらぁ～、これすっごくいいですよ～」

　棚に並んだ防具の前に飾かざられたポップのひとつを手に取るケイティさん。

「え～と、『これさえあれば火山でも大丈夫！　火ひ鼠ねずみの毛皮で作った安心のファイアファーコート、防御力四〇〇』ですって。わかりやすいです～」

「ハハハ……それは良かったです……」

　ぼやけた目でもケイティさんの笑え顔がおは分かる。

　二徹のせいで心身ともにボロボロだけど、こうして喜んでもらえて本当に嬉しい。

　手書きのポップは他ほかのお客さんにも好評で、武器の違いがよく分かると言ってもらえた。しかしいくら数値で示されていても、実際に使ってみないと分からない点もある。

　そこでもうひとつのサービスを始めた。

「おい兄ちゃん、これ水抜ぬきってどうやるんだ!?」

　庭へ通じるドアから入ってきた冒ぼう険けん者しやのおじさん。彼が親指で後ろを示すのは、そこにスライム人形が置いてあるからだ。

「あ、それは横にあるレバーを回すと、万力がスライムを絞しぼってくれます」

「そっか。ありがとな！　あと果か汁じゆうのシュワッとするやつ、もう一杯ぱいくれよ！」

「はい、ありがとうございます！」

　俺は立ち上がり、キッチンへと走って果汁の飲み物を用意する。

　試ためし切ぎりコーナーで疲つかれたお客さんへ軽食を提供する事で、売り上げはさらに伸のびた。アリーチェにも人気だった魔物のスジ肉サンドは安価で簡単に作れるので、店の人気商品になっている。

「なんだか、一気に人気が出ちゃいましたね～」

　忙いそがしく走り回る俺を見て笑うケイティさん。

「それもこれも、最初に借りてくれたあなたのおかげですよ！」

「うふふ、品物がいいからね～。ところで、ちょっと気になったんですけど～」

「何か問題がありましたか？」

「いいえ、そうじゃないの～。ただ、このポップなんですけど～、ひとりで書いたんじゃないですよね～？」

「はい、みんなで分担して書きました。俺も書いたんですよ」

「じゃあ、これはコテツくん？」

　ケイティさんが見せてくれたのは、とある武器のポップ。

　氷属性の槍やりの魅み力りよくを文章だけでなく、イラスト付きで説明している。可愛かわいらしい女め神がみのようなマスコットが寒さに震ふるえている絵が笑いと和なごみを感じさせてくれる。絵だけでなく、ポップの縁ふち取どりも違う色で装そう飾しよくされており、武器というよりお菓か子しの宣伝のようだ。

「可愛いですねこれ。誰だれが書いたんだろう」

　少なくとも俺ではない。

　となるとアリーチェかエランティか──

「書いたのは我われだ」

「ガーさんかよ！」

　俺の隣に座っていたガーさんは、鼻息をぷしゅーと吹いて得意げな声。

　なんだよこのセンス。石像とは思えない。

　こういうセンスはウチにはなかったもので、誰かが持っていたら非常に助かるものなんだけれど……よりによってガーさんが得意だとは。

「しかし謎なぞがひとつある」

「なんだいガーさん」

「アリーチェはこういう類たぐいの感覚に疎うとくてな。全すべて我が手直ししたのだが……なぜアリーチェによって作り出された我はこういう事が得意なのだろうな？」

「そりゃー、アリーチェにとって必要だったからじゃないの？」

　素す直なおに感じたままを口に出したら、

「なるほど、そういうものか」

　ガーさんもアリーチェが作った武器のひとつだ。だったら彼女が望む力を与あたえるのが当然ってもんだ。

　俺もいつかは彼女の役に立つ武器になるんだ。

　そんな事を考えつつ、ケイティさんが借りる武器の登録作業に移るのだった。
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「良いですかアリーチェ。今回の件は貴女あなたに非はありません。全ては武器の管理を怠おこたった私のせいです。そして、おそらく今回の事件には悪あしき者が関かかわっています。それでも人間界に降りて探すと言うのですか？」

「…………」

「私の弟子でし──いいえ、もはや娘むすめ同然に愛いとしい貴女に試練を課すのはとても心苦しい。ですが、試練を乗のり越こえた暁あかつきには、貴女を一人前の女神として認め、私の工こう房ぼうを好きに使う事を許しましょう。さすれば鍛か冶じの女神として魔まを打うち払はらう武器を自在に作れるはず」

「…………」

「しかしこの任務は危険です。我が武器を奪うばった者と、奪われた武器を探すのは至難の業わざ。その上、貴女の〝声〟は人に力を与えてしまう。人間界に混乱を招いてしまいますから、いたずらに〝声〟を使ってはなりませんよ」

「…………」

「それから知らない男の人に声をかけられても、ついていってはいけません。あとは馬車に撥はねられないよう、道の端はしを歩きなさい。それから最近、私を装よそおった念話でお金を要求する詐さ欺ぎ事件が流行はやっているので、こちらから連れん絡らくする時の合い言葉を決めましょう。それと夏場は食べ物が──」




　　　　＊




　人間、何事も向き不向きがある。

　女神にだって才能があるんだから、人間なら言わずもがな。

　誰だって得意なものがあれば、不得意なものがあるのだ。それは運命だ。努力である程度は補えるが、生まれ持った才能は覆くつがえせない。

「こんにちはコテツさん、これは何ですか？」

　大陸共用語の教科書の一ページ目に書いてあるような口調でエランティが尋たずねる。

「そうだな……名付けて『名刀コテツ壱いち号』ってところか」

　炉ろの火を落とした作業場で、俺は武器を持って答えた。

「いやそーゆー事を訊きいてるんじゃなくてさ、この鉄の塊かたまりは何かって話」

「……ショートソード」

「鉄棍メイスじゃなかったんだこれ……」

　俺は名刀になるはずだった鉄てつ塊かいを手に持つと、軽く振ふってみる。

　くっそ重いなこれ。

　アリーチェが打った剣けんなら、ずっしりとした重みを感じつつも振ると小枝のように軽く感じるんだ。触ふれただけで葉くらいなら切断できるし、本気で振れば鉄も切れる。

　しかし俺が打った剣は葉どころか試ためし斬ぎり用のトマトすら切れなかった。むしろ殴なぐった方が効率的に使えそうな重さと切れ味だ。

　かといって鉄棍を作ろうとすると、今度は重さのバランスがおかしくなってしまう。

　どうしてこうなったんだろう。

「ねーアリーチェ。あんたちゃんとコテツに教えたの？」

　エランティに問われて、アリーチェはちょっとだけむっとした顔をする。

『教えたもん』

「じゃあなんでコレが出来上がるわけ」

『才能……かな？』

　ハッキリと答えたアリーチェ。

「うう……教わった通りに打ったつもりなんだが」

　本当に俺はアリーチェの命令通りに打った。彼女の言葉を一言一句聞き漏もらさず、教えられた事を忠実に再現したつもりなのだ。

　なのに包丁より切れない鉄塊が生まれた。

　おかしい。肉はともかく、野菜なんて下手すりゃ定じよう規ぎでも切れるぞ。

「ねぇコテツ。あんたなんで鍛冶士目指そうと思ったわけ？」

「なんだよ、目指しちゃ悪いかよ！」

「鉄塊屋なら分かるけど、普ふ通つうここまで才能がないとあきらめるよ？」

「そりゃお前、アリーチェの武器に少しでも近づきたいからだよ。だってこんなにすごい武器なんだぜ？　憧あこがれない冒険者はいないって」

「冒険者の方がいくらか向いてると思うけどなぁ」

　実際、俺は昔、冒険者だった。

　パーニッツ王国の田舎いなか町まちの冒険者ギルドに登録して、魔物を狩かったり建物を直したり届け物をしたり、まぁ冒険者がやるような仕事は一通りこなしてきた。

　冒険者という職業は、大きく二つに分かれる。

　その日の食べ物にも困っており、とりあえず賃金を得るために簡単な仕事をこなす貧びん乏ぼう冒ぼう険けん者しやと、強力な魔物を討とう伐ばつして名声や高報ほう酬しゆうを得るスター的な存在だ。

　俺はというと、もちろん前者だ。

　冒険者ギルドで貸たい与よされる最低限の装備で、そこそこの魔物を倒たおして生活をしていた。

「そもそも、なんでアリーチェに弟子入りしたわけ？」

「それは──」

　当時の事を思い出すと、胃が痛んだ。

　今でも親おや父じの説教と、自責の念で夢を見る。

「簡単に説明するとだな。俺、これでも貴族の生まれなんだよ。没ぼつ落らく寸前だけど」

「自分で没落寸前って言っちゃうんだ」

「本当なんだよ。すげー昔のご先祖様が当時の国王を助けたとかで、その恩でなんとか首の皮一枚残ってる状態でさ。今はもう金がなくて最悪な状態だったわけよ」

　貧乏貴族は多々あれど、ウチはその中でも最底辺だった。領民の暮らしを優先し、華はなやかさよりも誰だれかを守るための強さを求めた。その理念には共感できるけど。

「俺だって貧乏は嫌いやだから、それで冒険者になったんだ」

「うん、そういう事情は分かった。で、アリーチェとどこで出会ったの？」

「まぁ待て。ちゃんと最後まで聞けって」

　俺は当時の事を思い出す。

「冒険者になったはいいけど、俺ん家ちはたいした武器がなかったんだ。仕方ないから、そのへんにあった剣とか盾たてとか指輪とか持って魔物討伐に行ったんだけど──それらの武具を全部魔物に奪われちまってな」

　今でこそ魔物と普通に戦えるほどには強くなったが、駆かけ出しの冒険者なんてそんなものだ。普通の人間では勝てないくらい強いから、魔物と呼ばれるのだから。

「しかもそれが当時の国王からもらったっつー、由ゆい緒しよあるマジックアイテムでな……」

「うわ……そりゃ没落寸前になるわ……」

「自分のせいで家が取り潰つぶされるのは困るから、取り戻もどす旅に出たんだ」

　本当はこういう場合こそ冒険者を雇やとって取り戻すべき案件なのだが、先ほども言った通り、ウチは貧乏だから雇う金がなかった。

　それに何より、俺は俺の失敗が許せなかった。だから自分で取り戻すのだ。

「しっかし、アホな理由だねー！」

　さっきからエランティは口さがない。

「魔物に宝を奪われる冒険者は多いけど、まさかあんたもそうだったなんてね」

「いや、それが……」

　俺はチラリと横を見る。

『実は私も奪われました』

　恥はずかしそうにスケッチブックを抱かかえているアリーチェがいた。

「えっ……！　アリーチェも？」

『私も師し匠しようの武器を奪われちゃって』

「うん、まぁ、そういう事だ。同じ魔物を追っているうちに出会ったんだ」

「同じ魔物って……もしかしてそいつ、レアモンスター？」

「ああ」

　たまに通常の魔物とは明らかに違ちがう強さを持った個体がいる。

　そういう稀き少しような魔物を総じて「レアモンスター」と呼ぶ。

「なるほどね。同じ目的で同じ魔物を追って、討伐した事がきっかけなんだ。縁えんってのは面おも白しろいねぇ」

「いや……実は、その」

　俺もアリーチェも当時を振り返って、恥ずかしそうに照れる。

『討伐できなかったの。武器を折られちゃって』

「ええええっ!?」

　エランティが声をあげて驚おどろくのも分かる。

　だってあのアリーチェの武器なんだぞ。

　俺の鉄塊とは比べものにならない切れ味を持ちながら、俺の鉄塊よりも頑がん丈じように作られているアリーチェの武器を折られたのだ。

「なにそれ……どんな魔物と戦ったの」

　ヤツの姿は、いまだに鮮せん明めいに覚えている。

　あの魔物から家宝を取り戻すまでは、俺の戦いは終わらない。

　でも、それとこれとは別だ。今は俺はレンタル武器屋の店員でもある。

「ま、そういうわけでな。当面の目標は、そいつを斬きれるほどの武器を作って、マジックアイテムを奪い返す事なんだ。だからアリーチェは強い武器を作りたいと思っているし、俺もそれを助けたい」

「なるほど……しっかしアリーチェ、よくコテツの弟子入りをオーケーしたね。いくら目的が同じって言っても、コテツだよ？」

「どういう意味だよ」

　アリーチェは一いつ瞬しゆん戸と惑まどったが、スケッチブックにこう書いてみせた。

『コテツ、一いつ生しよう懸けん命めいだから』

「ま、それは認めるよ。コテツもヘタレじゃないって事、知ってるし」

　熱心さを認められたのは嬉うれしいが、ならばこそ結果を出さなくては。

　あの魔ま物ものを倒せるだけの武器と、それを使いこなせる腕うでを身につけるんだ。







　軽食コーナーの新しいメニューを考える。

　スジ肉サンドは美味おいしいのだが、魔物の肉料理は食べるものがなくなった冒険者が考案したもので、もっと美味しい肉はいっぱいある。市場で魔物肉より安いやつをいくつか買って、煮に込こむ時の調味料を変えて試ためしてみた。

　鍋なべをかまどにかけたらヒマになったので、ガーさんを手伝って店のカウンターで作業。伝票の整理と、鎧よろいのデザインの考案。

　アリーチェは鎧を作る事はできるが、見た目が気に入らないと嘆なげいていた。そこで俺に白羽の矢が立った。機能的で美しく、お客さんが借りたくなるようなデザインの鎧を考えて欲しいと頼まれたのだ。

　アリーチェに何かを頼まれたのが嬉しくて、これも昨日から頑がん張ばっている。

　あとはエランティが改良してくれた防ぼう御ぎよ力りよく測定装置で、新型の防具の測定もしなくてはならない。

「うーん、俺って何もできないのかな……」

「なぜそう思った？」

　カウンターの隣となりでお客さんを待っているガーさんが尋ねてきた。

「いや、みんな鍛か冶じとか発明とか手書きポップとか、すごい才能を持ってるのに、俺だけ何もできないからさ」

「そこまで働いていて、今さらそれを言うのか貴様は」

「こんなの、誰だれにだってできるよ」

「我われはそうは思わぬが……ところでコテツよ。何もできないと言う汝なんじのそれを少し見せてみろ」

　ガーさんが要求しているのは、描かきかけのデザイン画。アリーチェに頼まれた新作鎧のデザインなのだが、まだ完成していない。

「ガーさんのは？」

「我のは、これだ」

　カウンターの上を滑すべってきたデザイン用紙。

　そこに描かれているのは、ヒラヒラの服のような鎧。竜りゆうの鱗うろこのような装そう甲こうがフリルのようになっており、肩かた口ぐちの装甲や手甲もふわっと広がっている。淡あわい色使いがファンシーさを際きわ立だたせており、非常に可愛かわいらしい。でも、鎧として成立している。

「すごいなガーさん！　なんでこんな可愛い絵ばっかり描けるの!?」

「我としては汝の方が冒険者に喜ばれると思うぞ。この胸部装甲の厚みが強そうな印象を与あたえてくれるから、貸し出すのならこちらだな」

「うーん、でもまだしっくりこないんだよ。普通の鎧っつーか、こんなの誰でも作れるじゃん。もっとアリーチェでしか作れないような、突とつ飛ぴなデザインが欲しいんだよなー」

「汝は絵の才能があるな」

「ガーさんの方がうまいだろ」

「いや、我とは違う方向性を感じる。汝の絵は写実的で、実用的だ。これはアリーチェの助けになるだろう。これも家訓なのか？」

「なんだよガーさん、急に。そうだよ、敵を見る目は勝利を見る目になる、ってね」

　珍めずらしく俺を褒ほめるもんだから、ちょっと驚いた。

「汝の鍛冶の腕は見られたものではないが、こちらは素す直なおに褒めてやろう」

　褒められて悪い気はしないのだが──まだそれには及およばない。だってこのデザイン画はまだ途と中ちゆうなのだ。もし褒められるのであれば、全部完成してからがいいな。

「おっ、なんか今日は珍しく仲いいね」

　今日もエランティがやってきた。朝食時か昼食時か夕食時になるとだいたいやってきては俺の作業の邪じや魔まをしていく。

「へー、鎧のデザインか」

　カウンターから勝手に絵を奪うばうと、偉えらそうに眺ながめるエランティ。

「何か面白いデザインないかな？　お客さんが喜びそうなヤツ」

「なら、いい案があるんだけど。絶対に儲もうかるアイデアだよ」

「おっ、さすがエランティ」

　発想力でいったら彼女が一番だ。ここぞという時にアイデアをくれる。

　エランティはペンを持つと、俺のデザイン画の裏に絵を描き始める。

「あのね、まずこうするじゃん──で、こうなって、そう、こんな感じで──もう少しここの面積をだね──こんなのはどうよ。ふふふ、こりゃ絶対に目玉商品になるよ」

　エランティが描いたのは、鎧──なのかコレ？

　鎧らしいのは金属製という点のみ。胸部と腰よう部ぶの一部を覆おおうのみの装甲。

　他はなし。

　もはや下着、いや水着レベルじゃないか。

　こんなものを女性が着たらハレンチどころの騒さわぎじゃないぞ。

「エランティ、お前何考えてんだよ。こんな鎧あるわけないだろ」

「それがあったんだって！　こないだ本読んでたら、どっかの女め神がみ像がこんな鎧着てたんだよ！　神話にもあるんだよ！」

「エランティの言う事は真実だ。古ビキニ王朝に伝わる神話にこのような鎧を着た女神が登場している。水浴びをしていた所に竜が襲おそってきたため、水着を鎧に変えて戦った伝承があるのだ」

　ガーさんの説明を聞くと、本当にそんな気がしてくる。

「なるほど……神話の女神の鎧か。ただエロいだけじゃないのか」

「いやぶっちゃけエロくて面白そうだと思ったんだけどさ」

「お前なぁ！」

　正直に答えるエランティに頭を抱える。

「ったく、こんなエロい鎧なんて誰も借りるわけないだろうが……」

「ふふん、果たしてそうかな？」

「そうか？」

　エランティには勝算があるようだ。

「きっと七〇万ガッツでも借りられるね。だって男ってこういうの好きじゃん？」

「好きかもしれないけど、わざわざ防具として借りるかぁ？　誰に着せるんだよ？」

「そりゃあんた、彼女とか奥さんとか、着せたがるヤツはいっぱいいるよ。女の冒ぼう険けん者しやだっているんだからさぁ」

「うーん」

「あんただってアリーチェに着せたいんでしょ？」

「着せたいわけないだろ！」

　いや、気持ちは分かるんだ。

　男なんだから女の子がこういう鎧を着ている姿を想像する事くらいある。

　アリーチェがこういうのを着たら……うん、普ふ通つうに可愛いと思う。小さい体型で着るならいいんじゃないだろうか。……と思いつつ、やっぱりダメだと否定する。

「いいかエランティ。男には必ず邪よこしまな気持ちがあるものだ。だがそれは秘ひめるものであって、他者に見られた瞬しゆん間かん、男の威い厳げんが崩くずれるという──」

「だったら男専用コーナーとか作ろうよ。カーテンとかで仕切って」

「なんでお前はそんなにエロコーナー作る事に積極的なわけ？」

「逆にコテツが淡たん泊ぱくすぎるのではないか」

　ガーさんにまでツッコミを入れられるとは。

「商売とは人間の欲望につけ込むものだ。より客が欲ほつするものを作り、売るのは基本であろう」

「まぁ、そうなんだけどさ」

　エランティやガーさんに反論しつつ、俺の手はなぜかペンを動かしていた。最初の鎧に少し手を加えてみる。単一の装甲じゃなくて、もう少し羽は根ね飾かざりとかつけてもいいんじゃないだろうか。

「お、コテツもノッてきたね」

「デザインするだけなら自由だよ」

　エロさは重要だが、それだけじゃダメだ。

　もっと女性が着ても楽しいデザインにするべきだ。例えば羽根飾りだけでなく、もっとカラーバリエーションも増やして、留め具に宝石などもあしらえばアクセントになる。

　それから胸と腰こしだけでなく、肩や太ふと股ももにも装甲があってもいいな。周囲を鎧で覆う事で、より胸と腹回りの肌はだが強調されるはずだ。

「筆が乗っているな」

「あくまでデザインだよ、デザイン」

「鎧だけでもいいのに、モデルまで描いて……しかもこれアリーチェに似てない？」

「き、気のせいだ！」

　ああ、アリーチェに鎧のデザインを頼まれていたのに、こんなものを描いていていいのだろうか。

　もしこれを彼女に見られたら──

「…………」

　そう考えている俺の横で、アリーチェがデザイン画を凝ぎよう視ししていた。

「ノォォォォォォォッ!!」

　描きかけのデザイン画を横からアリーチェにかっさらわれてしまった。

　取り返そうにも、もう遅おそい。様々な角度で見られてしまっている。

『コテツ』

「はい」

『こういうのが好きなの？』

「ち、違ちがう、これは、その、神話のデザインと言うか、美と強さの調和と言うか、とにかく強いだけじゃなくてデザイン的に優すぐれたものも取り入れるべきというか──これは言い訳ではなく、正当な──」

『好きなの？』

「はい、好きです」

　太字で書かれた上にジト目で睨にらまれて、つい頷うなずいてしまった。

　しかもいつの間にかエランティ逃にげてるし！　隣のガーさんも石像の如ごとく何も言わないし！　なんか俺だけが損してないかこれ！

「……うう」

　無言の店内で、時間だけが過ぎていく。

　アリーチェはじっとデザイン画を見たまま動かず、俺はガーさんと同じように固まっているだけ。こういう時に限ってお客さんは来ない。

「…………」

　しばらく俺が描いたデザイン画を見ていたアリーチェは、やがて何かを決意したように頷くと、作業場へ戻もどっていった。

　残された俺はカウンターに突つっ伏ぷして激しく後こう悔かいする。

「ああああああやっちまったぁぁぁぁぁ！」

「落ち着け。汝なんじのせいではない」

「アリーチェに変態だと思われたぁぁぁぁぁ！」

「それは前からだが、気にするほどではない」

「それもこれもエランティのせいだ！　あいつ、次に会ったらあのデザインの鎧よろいを着せて店番させてやる！　宣伝になるんだから喜んで着るだろ！」

「その鎧は誰だれが用意するのだ」

　俺に鍛か冶じの才能はないから、無理だ。だがアリーチェに作らせるわけにはいかない。

　仕方がない、今度水着を買って代用しよう。

　要はエランティに恥はじをかかせられればいいのだ。







　ところが翌日。

『コテツ。できたよー』

　アリーチェが渡わたしてくれたのは、小さな鎧。

　広げてみると、ブラジャーのような胸部装甲。もう片方はショーツのような腰部装甲。それから肩と太股をカバーする装甲。

「作ったのコレ!?」

『だって、好きなんでしょ？』

「いや、確かに好きって言ったけど、ええっと……」

　見れば見るほどハレンチな鎧だ。

　俺はこれをどう扱あつかえばいいのだ。アリーチェに泣きながら感謝すればいいのか。かといって、こんなもの必要なかったと突っぱねるわけにもいかない。

「あの、アリーチェ、さん。これをどう思います……？」

　って、なんで話を振ふってるんだ俺は！

　ますます変態だと思われるじゃないか！

『面おも白しろかったよ』

　ところがアリーチェは嬉うれしそうに笑っていた。

『前に制服作った時にも思ったんだけど、金属の硬かたさに頼らない防具を作りたいなって』

「ああ、そうだな……この制服もかなりの防ぼう御ぎよ力りよくだし」

　俺たちが着ているこの服、実はレンタルしているＢランク相当の鎧より少し硬い。酔よっぱらいが適当に振った剣けんならば傷ひとつつかないほど。剣けん豪ごうに本気で斬きられたら死ぬけどね。

『それで、魔ま力りよくをいっぱい込めたの。だから見た目以上に硬いよ』

「なるほど……これもアリーチェの試作品なのか」

　そう言われると納なつ得とくできる。

　こんな少ない装そう甲こうで、どれほどの硬さを維い持じできるものやら。だがアリーチェが作ったものなのだから、かなり硬いはずだ。

『大きさも魔力で変えられるんだよ。だから誰でも着られるの』

「そういえばアリーチェの防具はみんなそうだな。それも人気の秘ひ訣けつだよ」

　本来ならサイズに合わせて防具を作るものだが、留め具に何らかの魔力が込められているらしく、使用者にフィットするまで締しまるのだ。

『だからこれ、コテツでも着られるよ？』

「いやいや、俺が着てどうするんだよ。これはお客さんのためで」

『えっ？』

「えっ？」

　しばらく見つめ合う俺たち。

『これ、コテツが着たいんじゃないの？』

「待ってくれアリーチェ、俺を変態だと思ってないか？」

『でも人間って、いろんな性的趣しゆ味みがあるから、あらゆるニーズに応こたえる必要があるって言われたの』

「言ったのエランティだな……！」

　商売的には正しいのかもしれないけど、今は間ま違ちがってるよ！　なんでアリーチェもこういう時だけ変に勘かんぐったりするんだ！

『そっか……違うの』

「違うよ。俺が着たいんじゃないよ」

『じゃあ誰に着せたいの？』

　まさかアリーチェに着せたいとは言えず、俺はパッと思いついて顔を上げた。

「そうだなー、とりあえずエランティに着せてやろうか。アリーチェに変な誤解をさせたのはあいつだから、罰ばつとして恥はずかしがる姿を見てやりたいな」

「…………！」

　なぜかふくれっ面つらのアリーチェ。何か怒おこらせるような事を言っただろうか。

　それを尋たずねようとした時、店の外で声がする。

「力が欲しいか──」

　ガーさんが誰かお客さんを迎むかえているようだ。俺がカウンターにいる時は、ガーさんはよく外で呼び込み営業をやっている。

　程ほどなくして店のドアが開いた。

「おはようございます～」

　ケイティさんだった。

「おはようございますケイティさん。今日もクエストですか？」

「そうなの～。だから剣と防具をお借りしようと思って～……あら？　それは？」

　ケイティさんは俺が手にしている鎧を見ている。

「ええっと、これは」

「まぁ、新作の鎧ですか～。すごいですね～」

「そ、そうなんです！　アリーチェが開発した新型鎧でして！」

「でも装甲が小さいですね～。これで守れるんですか～？」

「そこがミソでして！　魔力によって少ない装甲でも防御力があって、かつ動きを阻そ害がいしない作りになってるんです！　もしよければ使ってみてはいかがですか？」

　って、なんで俺はケイティさんに宣伝してるんだよ！

　ケイティさんもドン引きじゃないか！

　……と思ったのだけど。

「まぁ～、着ちゃっていいんですか～？」

　なんだか喜んでいるぞ。

　着せて良いものかアリーチェを見る。彼女も俺を見て、信じられないような目をしていたが、やがて小さく頷いた。

『名付けて「ビキニアーマー」。今ならお試ためしで無料』

　ガーさんが手伝ったような派手なフォントでスケッチブックを埋うめつつ、親指を立てるアリーチェ。

　古ビキニ王朝の神話だからビキニアーマーなのか。地名から武具の名を付けるのはよくある事だ。

「本当ですか～!?　ありがとうございます～！　じゃ、さっそく着てみます～」

　鎧を持って嬉しそうに試着室へ走るケイティさん。

　本気で着るんだろうかと、アリーチェと無言で待つ。

　そして五分後、本当にケイティさんは鎧を着た。

「どうですか～？」

　試着室から出てきたケイティさんは、そのはちきれんばかりの胸と太股を晒さらして店内に現れた。歩くと肩かたの装甲とたわわな胸が揺ゆれ、灯あかりに照らされた白い肌はだがよりいっそう目立っている。
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　さらに胸と腰こしから尻しり、太ふと股ももまでのラインは完かん璧ぺき。白くて丸みを帯びた肉が鎧の留め具を弾はじき飛ばす勢いで膨ふくらんでいる。

『着き心ごこ地ちはいかが？』

　まずアリーチェが尋ねる。

「さすが魔法の留め具ですね～、ピッタリなのに動きやすいです～」

　俺も鎧の出来を確かく認にんしたいのだが、いかんせんケイティさんが腕うでや脚あしを動かして動作を確認するたびに巨きよ大だいな胸がゆさゆさと揺れるので視線が固定されてしまう。

　いや、そうじゃない。俺は鎧を見るんだ。

　鍛冶士見習いとして、アリーチェに少しでも近づくために鎧の観察をしなければ。

　けっしてあの肉付きのいい身体からだを見たいわけじゃなくて──

「それに、着ているだけで強くなるのが分かります～。なんというか、胸の奥から熱いパワーが湧わいてくるのを感じるんです～」

「胸……感じる……」

　また視線が一ヶ所に集まる。

　いや、だから違うんだ！

「それじゃあ、今日はこれを着てクエストに行ってきますね～」

「…………ん」

　アリーチェが親指を立てる。

　ケイティさんはその格好のまま、鼻歌交じりに店を出ていってしまった。

「うわあっ！　なに、痴ち女じよっ!?」

「どうしたのだケイティ殿どの、その格好は！」

　外でエランティとガーさんが騒さわぐ声が聞こえてくるが、果たしてケイティさんを止めるべきだったのか悩なやむところだ。

　でも、うん、俺のデザイン通りの形になって良かった。

　少なくとも鎧よろいの造形は美しい。

　それにしてもケイティさん、デカかったなぁ……。







　そしてさらに翌日。

「こんにちは～」

　普ふ段だん着ぎのケイティさんが鎧を返へん却きやくしに来た。

　貸し出し時に一いつ緒しよに渡わたした返却用の袋ふくろに入った鎧は、他ほかのより軽かった。取り出して破損がないかチェックする。

「匂においとか嗅かぐの？」

「嗅がねぇよ！」

　隣となりのエランティにツッコミつつ、改めてビキニアーマーを見ると、さすがアリーチェの作品、小さな傷すらついていない。

「ありがとう～！　この鎧、本当に硬かたかったですよ～！」

「そんなに良かったですか、ケイティさん」

「はい～！　昨日行ったクエストは洞どう窟くつの探たん索さくだったんですけど、全然寒くなかったんですよ～！　それに魔物の攻こう撃げきも、火も氷も雷かみなりもへっちゃらでしたし、肌が出てる部分もバッチリ守ってくれるんです～！」

　いつも商品を褒ほめてくれるケイティさんだが、ここまで手放しに喜んでくれるのは初めてだった。

「あと、パーティの仲間もいつもより元気が出てるみたいでした～。そういう魔力もあるのかしら～？」

　うーん、それはきっと別の理由じゃないだろうか。

　おそらくパーティメンバーはケイティさん以外全員男だろう。もしも俺がその場にいたら、いつもの二倍はがんばれると思う。

『どうだった？』

　作業場の扉とびらが開き、アリーチェが顔を見せる。常連のケイティさんくらいなら隠かくれずに話ができるようになったようだ。

「バッチリです～！　ありがとうアリーチェちゃん～！」

『よかった』

　アリーチェも微笑ほほえんだ。

　しかしケイティさんは今、アリーチェに対しては詳くわしい感想を言っていなかった。アリーチェが欲しいのは詳しよう細さいなデータであって、武具の感想ではないのに。

　だけどケイティさんの笑顔を見て、彼女は笑った。

　その笑顔を見ていると、俺も嬉うれしくなる。

「よーし、じゃあさっそく似たような装備を作ろっか。またコテツが巨乳のケイティさんに似合うエロいデザインを考えてくれるからさー」

　またエランティが無責任な事を言う。

「なんでいつも俺なんだよ……」

「あの鎧だってあんたのデザインじゃん。その方が人気出るって」

「じゃあ描かいてもいいけど、試着はお前がやれよ」

「はぁ!?　なんであたしが着るわけ!?」

「だってお前、胸デカいだろ。ケイティさんよりあるんじゃないか？」

「む、胸と鎧は関係ないだろ！」

　顔を真っ赤にして怒ど鳴なるエランティ。

　さっきと言ってる事が違ちがうじゃないか。巨乳に似合う鎧を作れって言ったのはエランティなのに。

　しかしエランティの弱点をひとつ見つけたぞ。

「…………むー」

　そしてまたアリーチェが不ふ機き嫌げんだ。

　もしかして胸のサイズの話をしたのがいけなかったのだろうか。それとも俺はまた何か失敗したのか。

「あ、そうそう。ひとつだけ～」

　奇き妙みような空気の中、ひとりマイペースのケイティさんがこんな事を言う。

「この鎧、と～ってもすごい性能なんだけど～、具体的にはいかほどなのかしら～？」

「はい？　具体的に……ですか？」

「ほら、他の鎧には防ぼう御ぎよ力りよくが書いてあるじゃないですか～」

「あ、そうか、まだ試作品だから防御力を測ってなかったんだ。商品としてお店に並べるまでには正確な防御力を出しておきますよ」

　そこまで話して、俺はある事に気がついた。

　こないだエランティが発明してくれた防御力測定装置。

　あれは実際に防具を着て、スライムの杭くいの攻撃を受け止める。衝しよう撃げきを感じるまで強さを調節して、数値を出す。

　そしてこの店の武具の攻撃力や防御力は全すべて俺が算出している。同じ動作、同じ体格で測定するからデータに意味があるので、他の人にはできない。

　つまり、このビキニアーマーの防御力を算出するには──

「…………」

　俺の肩を叩たたくのは、アリーチェ。

『コテツ。これは他の人にはできない仕事だよ』

「そーだなー。あたしやアリーチェじゃできない仕事だなぁー。これはどう考えてもコテツにしか頼たのめない仕事だわー」

　事情を理解したアリーチェとエランティがニヤニヤしながら俺を見る。

　いや、待ってくれ。エランティはともかく、なんでアリーチェまで楽しそうなんだ。

　たじろぐ俺に、二人がビキニアーマーを持って迫せまる。

「ま、待って、もっと別の方法が……」

「コテツ。お客さんのためだから」

『応おう援えんしてるから、コテツ』

「がんばってください、コテツくん～」

　なぜかケイティさんまで加わり、俺は壁かべ際ぎわまで追い詰つめられる。







　翌日。

「ええと……防御力七二〇……と」

　ガーさんが描いた可愛かわいらしいポップに、昨日測った防御力を書き込む俺。

　……店で最高値の防御力だったよ。

　着心地もすごくよかったよ。

　今日も朝からケイティさんが借りていったよ。

　昨日の測定は誰だれにも見られなかったはずなのに、朝からアリーチェとエランティがニヤニヤしてたよ。

　男は一度始めたら、やり遂とげるまで諦あきらめてはならない──親おや父じに何度も言われたよ。

　チクショウ……。

　とはいえ、目玉商品のひとつである事には変わりない。

　カーテンで遮さえぎって、新しく十八禁コーナーを作るスペースを空ける。これからエランティがいろいろと考えてくれると言っていたが、あいつどんな武器防具を考案してくるんだ。商業ギルドに怒おこられるような真似まねは勘かん弁べんしてくれよ。

　などと考えていると、店の扉が開いた。

「いらっしゃいませ！」

「こんにちは～」

「って、あれ、ケイティさん!?」

　朝にビキニアーマーを借りていったはずのケイティさんが、もう帰ってきた。

「忘れ物ですか？　冒ぼう険けんに出たんじゃ……」

「それなんですけど～」

　よく見ればケイティさん、布の服を着ている。

　喜び勇んで着ていったビキニアーマーはどこへ──

「ごめんなさいコテツくん。鎧、壊こわしちゃいました～……」

「えっ……？」

　申し訳なさそうに差し出したのは、胸部装そう甲こうが真っ二つに破は壊かいされたビキニアーマーではないか。

　どうして壊れたんだ？

　だってこれ、防御力七二〇のＳランク防具だぞ。

　現在、店で一番硬いはずなのに、どうやって？

「こういう場合、弁べん償しようするんでしたっけ～？」

「いいえ、故意でなければ大だい丈じよう夫ぶです。むしろ壊れるほどの防具を貸した、こちらの不手際ですので。ケガはありませんか？」

「それは大丈夫だったんですけど～」

　しかし、この状じよう況きようでは不手際と言えるのか。

　なにしろ最高級の防具だぞ。

『何があったの？　詳くわしく聞かせて』

　作業場から走ってきたアリーチェが、ケイティさんに問う。

　そうだ、こういう時のフィードバックが一番重要なのだ。

　最高級の防具は、何に壊されたのか。

「今日、出会ったレアモンスターに壊されちゃって～……他の魔ま物ものなら全然平気だったんですけど、あの魔物は桁けた違ちがいでした～」

「ケイティさんにそこまで言わせるレアモンスター……」

　最高級の防具と、最上級の冒険者でも歯が立たないレアモンスターなんて、世界にもそうそういるものではない。

「これなんですけど～」

　ケイティさんがカウンターに置いたのは、手配書。

　レアモンスターの姿と名前と報ほう奨しよう金が書かれている。

　お尋たずね者の犯罪者と同じシステムだ。殺すか生け捕どりにすればお金がもらえる。冒険者ギルドに行くと配られているので、誰でも見られるのだが──

「この魔物は……！」

　手配書に描かれたそれは、俺の心を震ふるわせてくれた。

　簡略化されたイラストだが、特とく徴ちようをよく捉とらえている。四本足で走る獣けもののようだが、全身に竜りゆうのような鱗うろこが生えた魔物だ。




　名は、「赤毛のガラティーン」──




　とうとう、現れたのか……！

　忘れたくても忘れられない、その姿。

　ずっと待っていたんだ。

「アリーチェ！」

『コテツ！』

　俺とアリーチェは顔を見合わせて、次に揃そろってガッツポーズをとった。

「いやったぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　とうとうこの日が来たんだ。

　俺たちがずっと追っていた魔物が現れたんだ。

「……どうしてそんなに嬉しそうなんでしょうか～？」

　手を取り合って喜ぶ俺たちを、ケイティさんが戸と惑まどいながら見ていた。
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　嬉うれしいのかって？

　嬉しいに決まってる。

　俺の実家を潰つぶしかけた元げん凶きようのレアモンスターが生きていてくれたのだ。

　他ほかの冒険者に倒たおされたら、アイツが持っている家宝のマジックアイテムも取られてしまうところだった。まだ俺たちが倒すチャンスが残っているのだ。

　これが喜ばずにいられるか。

　ただ問題があるとするなら、今の俺とアリーチェでは勝てないという事だ。

　アリーチェの最高傑けつ作さくを使ったケイティさんでも敗退するのであれば、これはどうしようもないのではないか。

　この状況を打開するには、ただひとつ。

　アリーチェが今よりも優すぐれた武器を作り、俺が今より強くなるしかない。

　他人ひと任まかせではダメなのだ。

　ガラティーンに奪うばわれたマジックアイテムを手に入れるには、自分で倒さないと。優やさしいケイティさんなら頼たのみ込めば手伝ってくれるかもしれないが、他の冒険者はマジックアイテムを見つけたら絶対にかっさらっていくだろう。

　だからアリーチェは今よりも鍛か冶じの腕うでを上げるために勉強する。

　そして俺は──久しぶりに剣けんを取り、朝から修しゆ行ぎように行った。

　冒険者ギルドに仮登録すれば訓練場を使わせてもらえるので、朝からそこで汗あせを流すようになった。

　もっと疲つかれるかと思ったが、全然そんな事はなかった。

　ガラティーンが生きてさえいれば、チャンスはあるのだ。

　アリーチェの武器で倒せないのであれば、パーニッツの誰でも倒せないはず。

　幸い、ケイティさんの報告以来、ガラティーンの出しゆつ没ぼつ情報はない。

　このまま永遠に出なくなるのが人々にとっては一番いいのだろうけど、俺たちにとっては困るのだ。

　どうか、また出てきますように──







　ビキニアーマーの効果ではないが、徐じよ々じよにお客さんの数も増えてきた。

　日に数十人のお客さんが訪おとずれて、日に数人は武具を借りていく。狭せまい店内でお客さんがすれ違うのに苦労する光景を見た事すらあった。

　試ためし切りコーナーや軽食コーナーも繁はん盛じようしており、気がつけば俺がそこの担当になっていた。軽食を目当てにやってくるお客さんすらいる始末。嬉しい反面、もっと武器を借りて欲しいとも思う。

　そんな中、アリーチェにも心境の変化が訪れていた。

『コテツ、これ見て。新作』

「今日は何を作ったんだ？」

　スケッチブックと一いつ緒しよにアリーチェが持ってきたのは、薄うすい箱のような武器。一見、ただの箱にしか見えないが、そこから展開すると折りたたまれた刃はが出てくる。箱自体も折りたたんで柄つかになるというもの。なんだか楽しい武器だ。

『携けい帯たい用の剣だよ』

「へー、面おも白しろいなこれ。でもこれ魔物討とう伐ばつって言うより、犯罪向けじゃないかな……」

『んー、そっか』

　ただ強いだけの武器ではなく、様々なシチュエーションに合わせたものを作るようになった。

　もともと俺たちの目標は、赤毛のガラティーンを殺せる武器を作る事だった。

　そのためにレンタルショップを開き、お客さんの反応を見ていた。そして反応を見て、より強い武器を作るヒントにするつもりだった。

　結果、今のような寄り道をしている。

　お客さんが求めているのは、ただ強いだけでなく、冒ぼう険けん者しやとして便利な武器なのだ。

　アリーチェも自分に足りないものはそれだと思ったらしい。つまり「強い武器」ではなく、「ガラティーンを倒せる手段」をあらゆる観点から模も索さくしようとしているのだ。

　そんな彼女の冒険心に火を付けたのは、別の棚たなに並んでいる珍ちん妙みようなグッズ。

「また増えてるな」

　エランティもアリーチェの作品を見て、探求心に火が付いたらしい。冒険に役立つ道具を発明しては、店に置いている。

　例えばどこでも米が炊たける機械や、どこでもパンが焼ける機械などの食事を助ける道具や、自動的に汚よごれた服を洗せん濯たくする機械など。

　洗濯する機械は俺も使ってみたが、本当に便利だった。箱の中にウズマキナマズという魔物の触しよつ角かくがたくさん詰つめ込まれており、刺し激げきを与あたえると箱の中に渦うずを作るのだ。その渦が汚れを落としてくれる。

　そんな奇き抜ばつなアイデアに触発されて、アリーチェも奇抜な武器を作り始めた。

　今になって思えば、ビキニアーマーもきっかけのひとつだったんだろう。

『あとね、こんなのも作ってみたよ』

　アリーチェが俺に渡わたしたのは、薄い布。しかも幅二〇センチ、長さ五〇センチほど。ハンカチか何かだろうか。

「これは……何だ？　新しい防具の素材か？」

『ううん、防具だよ。股また下したにペタリって貼はるの』

「股こ間かんしか隠かくれないだろ！」

『できる限り薄い装そう甲こうで、どこまで守れるかなって……』

「アリーチェの事だから防ぼう御ぎよ力りよくは保証できるけどさぁ、代わりに何か大事なものが守れなくなるだろ！」

　俺のツッコミに、彼女はクスクスと笑う。

　こういうイタズラ心もアリーチェの変化のひとつだ。前はおどおどして、俺の事も怖こわがっていたのだけれど、今はこうして話してくれるようになった。

　心に余よ裕ゆうができたようで、鍛冶についてもいろいろな事を教えてくれる。

　時折、彼女が天界に住んでいた女め神がみである事を忘れてしまいそうになる。

　俺が惚ほれ込んだのはアリーチェの鍛冶の才能で、それを生かすためにはなんでもするつもりだった。だけど今は、それにちょっぴり別の目的が加わっている。

　彼女とこの店の行く末が楽しみになってきた頃ころ、

「ヒャッハー！　店だぁ！」

　いきなり珍妙な客が来店してきた。

　そいつらは二人とも鋲びよう付きの革かわジャケットを素す肌はだに着用している。ズボンも革製で、靴くつだけが妙に大きい。

　片方のモヒカン頭は、サングラスの奥の鋭するどい目で店内を舐なめ回すように見ており、もう片方は短めの金きん髪ぱつだが、やはりモヒカン。なぜかナイフを舐めている。

　一目で危険と分かる客に対し、俺はまずアリーチェを避ひ難なんさせた。無言で作業場へ戻もどるアリーチェを背中に隠すように立ちながら、俺は二人組に応対する。

「い、いらっしゃいませ……」

「あぁん!?　オメーが店主か!?」

「い、いえ、俺はただの店員で……」

「ヒャッハー！　イイ刃物が置いてあるじゃねぇか！」

　大きい目のモヒカンが店内にあるショートソードを手に取ると、うっとりとした目で眺ながめだした。この人、これでいきなり斬きりかかってこないよな。

「へへへ……」

　対して片方の男はずっとナイフを舐めている。何がしたいんだこの人は。

　だがお客さんはお客さんだ。ここで退ひいては男以前に店員として失格だ。

「あ、あの、どういったご用件で……」

「ご用件だぁ!?」

　顔を近づけてくるモヒカン男。

「この店は武器屋だろぉが!?　武器を見に来たに決まってんだろぉ!?」

「そ、そうですね。ありがとうございます」

「しっかし安いなこの武器屋は！　レンタルにしてもこの値段は安いぜ！」

　あ、ちゃんとシステムを理解しているのか。

　かと思いきや、

「オイコラァ！　どうなってやがんだ、この剣はぁ!?」

　棚を見た途端、いきなり俺の胸むなぐらを摑つかむモヒカン男。

「な、何か問題でも!?」

「問題どころじゃねぇ！　このショートソードなんて、ただの鉄じゃねぇ……魔ま力りよくを帯びた鉄だ。そんなのガシュバレン地方の稀き少しよう鉄か、天界か魔界の鉄じゃねーと無理だ。どっちも一グラム五万ガッツ以上の高級品だ。さらに剣を鍛きたえるための魔力砂、これも必要になる。サンドウォームの腹から出てくる砂でも足りねぇ、どうやって打ってんだ……!?」

　真剣な目で剣を見つめるモヒカン男。その目と言葉で、なんとなく分かった。

「もしかして、あなたも鍛冶士……？」

「あぁん!?　決まってんだろぉが！」

「決まってない！　そんなの知らないよ！」

「俺たちぁ、レディナイト城下町の工こう匠しようギルドのモンだ！　てめぇが知らないのは、当然だろうが！」

「工匠ギルド……あっ」

　前に追いかけられたのを思い出した。

　そうだ、この城下町にも工匠ギルドがあって当然なのだ。

「オメーも鍛冶士の端はしくれの分際で、よくも舐めた真似まねしてくれたなぁ!?」

「な、舐めた真似って何だよ!?」

「この町の職人は、全員工匠ギルドに入る決まりになってんだよ！　それをお前ら全員シカトしやがって！　その上で商売たぁ、いい度胸してんじゃねーか！」

「し、商売に関してはちゃんとギルドを通したよ！」

「そりゃ商業ギルドだろうが！　こっちは工匠ギルド！　でっかい枠わく組ぐみは同じだけど、中身は別モンなんだよ！」

「はぁ……」

「で、ギルドにも入らねぇ半はん端ぱモンが、どんななまくらを騙だまして売ってるか見に来てやったんだ。ヘヘッ」

「なんだと……!?」

　その言い方には、さすがの俺もカチンと来た。

　俺の足が自然に前に出る。

「おい。俺の師匠の悪口を言うつもりか!?」

「つもり……だったんだけどよぉ……」

　モヒカン男は店の剣を見て、黙だまってしまった。

　フフン、そうだろうそうだろう。彼らも職人だ。アリーチェの剣の凄すごさは分かる。口ではどう悪く言おうが、彼の職人としてのプライドが彼女の剣を貶けなすことを許してくれないはずだ。

「力が欲しいか──」

「うおおおおっ！」

　奥の部屋で手書きポップの作業をしていたガーさんがモヒカンたちの背後に出現した。その姿を見たモヒカン男はひっくり返るくらい驚おどろくが、すぐに体てい裁さいを繕つくろう。

「な、なんだただのガーゴイルじゃねぇか！　こ、こんなん俺たちにだって作れるぜ！」

「俺たちじゃ動かせないけどな……へへへ」

　ナイフを舐めていた男が冷静にツッコミを入れる。

「あの、さっきから訊ききたかったんだけど、なんでナイフ舐めてるの……？」

「これか？」

　ナイフ男は手にした得物を俺によく見せる。

「これはキャンディだ」

「どこに売ってるんだよこんなの！」

「俺が作った。要いらなくなった柄に差し込むんだ。夏はアイスキャンディが作れるぜ……へへへ」

　ただの甘党だった。

　工匠ギルドってヒマなのだろうか。

「けっ！　今日のところは帰るぜ！」

　何も借りずに目の大きいモヒカン男が店を出る。それを追うようにナイフ男がまたキャンディを舐めながらゆっくりと出ていった。

　嵐あらしのような来店だったが、本当に何しに来たんだろうか。

　彼らが去ってしばらくすると、作業場からアリーチェが顔を見せた。

『あの人たち、帰った？』

「ああ、もう大だい丈じよう夫ぶだ」

　俺とガーさんが保証すると、ようやくアリーチェは店内にやってきた。棚やガーさんの陰かげに隠れて周囲を確かく認にんする。よほど怖かったらしい。

　せっかく明るくなったと思ったのに。

『なに、今の怖い人』

　力を持った女神が人間を恐おそれるというのも変な話だ。

「工匠ギルドの人だって。ギルドに入ってないウチが嫌きらいなんだってさ」

『ギルドってよく聞くけど、何？』

　これまた根本的な質問である。

「ギルドとは同じ職業の者が集まる互ご助じよ会だ。技術の安定化、材料の仕入れ、情報の共有などを目的としている。国によっては商業ギルドと工匠ギルドは同一化されるか、または仲なか違たがいする事が多いのだが、この町ではうまくやっているようだ」

　俺よりも説明好きなガーさんが答えてくれた。

「要は助け合い仲間ってところだな。ウチも商業ギルドにはお世話になってるよ。この店だってギルド長の知り合いの大家さんに貸してもらったんだ」

　商業ギルドにはきちんと上納金も支し払はらっている。ただの金ではなく、店が破損した時の修理代だったり、冒ぼう険けん者しやを雇やとったりする時の報ほう酬しゆうになる。より良い町作りのための商業ギルドなのだ。

『助け合い……』

　アリーチェは少し考え、

『私は、いらないよ』

　そう答えた。

　うん、互助を目的とした集まりだったら、アリーチェが恩おん恵けいを受ける事はない。なにしろ彼女はひとりで全部できてしまうから。

　作業だけではなく、材料の調達まで全部できる。女神の力で天界の鉄を呼び出し、天界の炎ほのおで鉄を溶とかす。だから後は売るための場所さえあればいいのだ。

　商業ギルドはともかく、工匠ギルドは必要ないんだよなぁ。

「ちわー」

　などと話していたら、その工匠ギルドに所属しているエランティがやってきた。

「ん、どうしたの？」

「……エランティはモヒカン頭でヒャッハーとか言わないんだな」

「コテツがあたしをどう思ってるか良く分かった。ちょっと庭で話そうか」

「いやっ、だってお前、工匠ギルドだろ？」

「あのねぇ、工匠ギルドの人たちが全員そうだと思ったら──いや、あたし以外は全員そうだったわ」

「どんなギルドだよ」

「で、なんでそんな話になったわけ？」

　俺は今あった事をかいつまんでエランティに話す。

「ああ、その人たち、多分ローゼとリーリエの兄弟だね。前からウチの店の事を気にしてたんだよ。彼らの家も鍛か冶じ士しと武器屋を兼けん業ぎようしてるから、ウチんとこのせいで稼かせぎが少なくなったってボヤいてた」

「あぁ……商売敵がたきが増えたようなもんだからなぁ」

　そりゃやっかむのも分かる。

　アリーチェの武器は最高級品だ。良い商品を求めて冒険者が店に来るのは当然。弱い武器を作る武器屋は売れない。自然の摂せつ理りというやつだ。

「ギルドってのはさ、商売敵をなくす目的もあるでしょ。同じ商品を同じ値段で売れば、客を取り合う事もないじゃん？」

「そっか……」

　あと、エランティの奴やつ、普ふ通つうに「ウチの店」って言ったな。

　いや、嬉うれしいんだけどさ、自分の店あるだろ。そっちはいいのかよ。

『なんか、悪い事したかな』

　眉まゆを寄せるアリーチェ。

『私、あの人たち怒おこらせちゃったのかな』

　アリーチェには商売というものが分からない。女め神がみなのだから。

　人間よりも金にうるさくないのは、天界の生活のせいだ。人よりも食事を必要とせず、衣服がなくても大たい抵ていの環かん境きように耐たえられ、住む場所がなくても生きていける。

　本当はこの店だって、お金をとらなくても良かった。

　しかし商品に値段という価値をつける事によって、強さのランク分けができるのだ。強さに合わせた値段をつければ、冒険者も借りやすい。あと、値段をつけないと俺が生きていけないしね。

「そりゃアリーチェが気にする事じゃないって」

　工匠ギルドのエランティはそう答える。

「この値段で商売する事は商業ギルドが了りよう承しようしているわけだし、それが嫌いやならギルドの方が追いつくべきなんだよ。アリーチェが下手へたな方に合わせる必要は一いつ切さいないよ」

『でも、あの人たち、生活があるし』

「だったらなおさら売れる商品を開発すべきだって。今までぬるま湯に浸つかってたバチが当たったんだよ。それに売れなくなっても、当分はギルドが賄まかなってくれるから大丈夫。ギルド全体がウチ一いつ軒けんの売り上げに負けるようになったら、本当にヤバイけどねー」

　力説するエランティを見て、少し分かった事がある。

　彼女も今のギルドの状態を良く思っていないのだ。ギルドによってある程度の技術と売り上げが保証されているが、上を目指したい職人は多い。それも既き存そんの技術の延長ではなく、まったく新しい技術。

　俺はあの時が初対面だったから知らなかったけど、アリーチェの武器に出会った瞬しゆん間かん、エランティも変わっていたのだ。

「そんなわけだから、気にしない気にしない！」

『ありがと、エランティ』

　アリーチェもエランティに刺し激げきを受けている。

　こういう関係が一番だよな、うん。







　翌日、また工こう匠しようギルドの男たちがやってきた。

「ヒャッハー！　店だぁ！」

　ドアを蹴けり破らんばかりの勢いで入店してくるのは、昨日のモヒカン男。えーと、ローゼだったか。

「い、いらっしゃい……」

「おう、今日も来てやったぜ」

「へへへ……」

　ローゼの後ろには、リーリエとかいうナイフ男が。今日もナイフ形のキャンディを舐なめている。

「おう、昨日はお前んとこの剣けんにビビッちまったぜ。なかなかの職人がいるようだ」

「はぁ」

「だがよぉ！　武器屋ってのは剣だけじゃねぇんだ！　あらゆる武器を作ってこそ一流の職人ってモンじゃねぇのか！」

「あ、剣以外のコーナーだったら、あっちの棚たなにあるけど」

「あぁ!?」

　ローゼは剣の棚の隣となりにある槍やりや棍のコーナーを見る。予想以上に商品が充じゆう実じつしている事に驚きながらも、一本の槍を手にとる。

「へ、へへっ、どうせ槍っつっても、適当な刃は物ものを棒の先につけただけだろ？　槍ってのはなぁ、柄えと刃のアートなのよ。俺に言わせれば、こんな槍が──うっわ、なんだこの槍、刃と重さのバランス完かん璧ぺきじゃねぇか！」

「こっちの斧おのもすげぇな……魔物用だけじゃなく、伐ばつ採さい用にも作られてやがるぜ。炎属性の斧がないのは、山火事を警けい戒かいしているからか。いい気配りだ」

「おいテメェ！」

　ひとしきり感動した後、ローゼはいきなり俺に詰つめ寄る。

「ここの店はアレか!?　遺い跡せきや洞どう窟くつで拾ったマジックアイテムをレンタルする店ってわけか!?　だから職人がいねぇのか!?　それで工匠ギルドに入らねぇのか!?」

「ち、違ちがう！　ウチの店は全部師し匠しようが作った武器をレンタルしてる！」

「師匠だぁ……？」

「ああ。師匠の武器は美しいだろう。俺なら店の武器を見ながらご飯三杯ばいはいけるぜ」

「いやさすがの俺もそれは引くぞオイ」

　初めてたじろぐローゼ。

「おう、その師匠っての連れてこいよ」

「なんでだよ！　連れてくる必要はないだろ！」

「必要はある。これでも工匠ギルドの面めん目ぼくってモンがあってよぉ。入る入らねぇはともかく、町の職人として互たがいを知っておかなきゃ、何か起きた時にマズいだろぉが」

「……本当は昨日もそのつもりで来たんだけどな……へへへ」

　彼らの言う事は一理ある。

　仮にアリーチェの作った武器で問題が起きた場合に、工匠ギルドに苦情が行くかもしれない。その逆もある。どちらも悪くないのに、無用の問題を招いてしまう可能性がある。

「…………！」

　作業場の扉とびらが開き、ひょっこりと姿を見せるアリーチェ。

「あぁ!?」

「ひっ……！」

　睨まれたアリーチェが涙なみだを浮うかべて後じさりする。

「おいお前。アリーチェを泣かせたな。ちょっと外に出ろ。ちょうど新しいノコギリ型短剣の試ためし切りがしたかったんだ」

　ギザギザ状の刃物を手に、俺はそっとモヒカン野や郎ろうの肩かたに手を置く。

　家訓とか関係なく、女の子を泣かせる男は許さん。

「オィィ!?　俺はただ見ただけだろうが！　何も悪い事はしてねぇよ！」

「強しいて言うならお前の顔が罪だ」

「ふざけんな！　俺はただ──」

「……っ！」

　ローゼがアリーチェをまた見ると、それだけ彼女は下がっていく。作業場の中に入って扉を閉めようとする。

　このモヒカン野郎をいかに苦しめて殺すか考えていると、リーリエの方が作業場に入った。俺が止める間もなく、アリーチェの前に立つ。

「ひっ……！」

　怯おびえるアリーチェの前にしゃがみ込み、リーリエはナイフを差し出した。

「食べな」

　新しいナイフ型キャンディを見たアリーチェは、最初は戸と惑まどっていたものの、やがてリーリエの手からそれを取って一口舐めた。

『おいしい』

「そうだろう……へへへ」

　笑ってアリーチェの頭を撫なでるリーリエ。

　そして立ち上がると、

「ローゼの顔面は凶きよう器きになるからな。鍛冶士の仕事は魔物を討とう伐ばつするための武器を作る事であって、女の子を泣かせる事じゃないぜ……へへへ」

　もの凄すごくカッコイイ事を言っているのだが、いかんせんナイフを舐めながらの発言なので、激しく気色悪いのが難点だ。

「なぁ、アンタ。アンタがこの店の鍛冶士か？」

　リーリエが問うと、アリーチェは頷うなずく。

「そうか。俺たちはこの町の工匠ギルドだ。この店の鍛冶士に挨あい拶さつに来た。それから店の品物を見せてもらいにな。どうやらアンタは──」

「おいリーリエ！　そんなまだるっこしい言葉はいらねぇんだよ！」

　ローゼが前に出て、怯えるアリーチェにも構わずに近づく。

　俺が止める前に、ローゼは懐ふところからナイフを取り出す。こちらはキャンディではない、本物のナイフだ。

　まさかアリーチェを斬りつけるつもりか──そう思ったが、ローゼは彼女の目線まで腰こしを下げると、刃を回してナイフを差し出した。

「見ろ」

「……？」

「このナイフを見ろっつってんだよ！　どう思うんだコラァ!?」

『ハンティングナイフ？』

「おうよ！　ウチの自じ慢まんの品だ！　魔物用じゃねぇ、肉や枝を切るためのナイフだ！」

『でもこれ、材質あんまりよくないよ』

「そりゃ仕方ねぇ。質の悪い鋼を使ってるからな。そっちはイイ素材バンバン使えるけど、ウチはそうはいかねぇ」

『鋼の割には、いい出来だと思う』

『けど、もう少しだけ炭が欲しい』
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『アイアンポットの破は片へんを砕くだいた奴とかを鉄に加えると、もっと硬かたくて丈じよう夫ぶな刃ができると思う。これだと、すぐ折れちゃう』

　矢や継つぎ早ばやにスケッチブックをめくるアリーチェ。いつも思っているのだが、どれだけの速さで書いてるんだろう。

「やっぱりそうか……オメー、見るとこはちゃんと見てやがんな」

『鍛か冶じ士しだから』

　なんだか話が合っている。

　そうか、アリーチェも鍛冶の話題になると話せるんだ。俺と仕事の話をする時もそうだけど、自分のテリトリーなら物もの怖おじしないわけか。

　しかし俺よりもローゼと話している方がノリノリな気がして、なんだかハラが立つ。やはりナイフの実験台にするべきか。

　それにしてもこの男たちは、何をしに来たのだろうか。







　さらに翌日、また彼らがやってきた。

「ヒャッハー！　アリーチェはいるか!?」

「なんなんだよ、あんたら!?」

『いらっしゃい』

　ローゼたちが来ると、アリーチェは作業場から出て挨拶する。その笑え顔がおには怯えは一いつ切さいなく、嬉うれしそうに歓かん迎げいしていた。

　──俺ですら半月くらいかかったのに、なんでこの男たちは二日で慣れるんだよ。

「おうアリーチェ！　今日はこの剣けんを見てくれ！」

『今日はロングソード？　鋼製だね』

「これでも、測定装置じゃ攻こう撃げき力りよく五八は出せたぜ！」

「あっ、お前らあれ勝手に使ったのかよ！」

　あれはウチの店の備品なのに。

「同じ奴やつをエランティに作ってもらったんだ！　あれは便利だな！」

「あ、そうか、あいつも工こう匠しようギルドだったっけ」

　つい忘れそうになるが、このモヒカン野郎たちと同じギルドなのだ。

『すごい。鋼でそこまで強く作れるなんて。それに無む駄だがない』

　アリーチェが驚おどろいているのは、この素材でそこまでの攻撃力が出せた事だ。工匠ギルドには悪いが、鋼の剣ではせいぜい攻撃力三〇程度の威い力りよくしかなかったのだ。

「驚くのはまだ早いぜ！　なんとこの剣、四〇万ガッツで販はん売ばいする予定だ！」

「四〇万ガッツ!?」

　これには俺も驚いた。普ふ通つうの剣は買えば一〇〇万ガッツは下らない。だからこそ高級な剣をレンタルするというウチの店のやり方が目立ったのだ。

　攻撃力五八の剣を四〇万──他ほかの町なら二〇〇万はするだろう。

「お前らが高級な武器を高い値段でレンタルするって言うなら、ウチは安さで勝負だ。できる限りコストを抑おさえつつ、大量に作る。冒ぼう険けん者しやが狩かるような魔ま物ものじゃ限界があるが、城の騎き士し団だんに卸おろすには充じゆう分ぶんだ」

　工匠ギルドの商売相手は冒険者だけではない。

　ローゼが言っているように、騎士や貴族などに支給するための武器がある。それらは国がまとめて買い取ってくれるので、大量生産する必要がある。工匠ギルドの連れん携けい技術ならば、それが可能になるのだ。

「なるほどな。ウチとは違ったやり方か」

「どうだレンタル屋！　俺ら工匠ギルドの凄さが分かったかよ！」

「……確かにすごい」

　俺も彼らのやろうとしている事は分かった。

「でも、それでいいのか？」

「あん？」

「もっと強い武器を作ろうと思わないのか？　鍛冶士なんだから、この世で最高の武器を作る夢はないのか？」

「ねーよ」

　ローゼはあっさりと答えた。

「俺らはなぁ、客のために武器を作ってんだよ。魔物に襲おそわれたり、山さん賊ぞくに襲われた時に身を守るための武器があればいい」

「犯罪や戦争に使われたりもするが、そういう奴から命を守れたら俺らは満足だ」

　リーリエもナイフを舐なめながら同意する。

『お客さんのため…………』

　彼らの言葉を反はん芻すうするように書き込むアリーチェ。

　アリーチェは彼らを見て、何を思ったのだろうか。

　ただ強い武器を作るだけが職人ではない。彼らは彼らで目標を持って行動しているというわけか。エランティが危き惧ぐするまでもなく、ギルドには独自のやり方があるのだ。それはウチの店では真似まねできない事だ。

「ってわけだ！　じゃあ俺たちは戻もどるわ！　またなアリーチェ！」

『うん、またね』

　店を出ていくローゼとリーリエに手を振ふるアリーチェ。

　あいつら結局、自作の剣を見せびらかしに来ただけかよ。

　しかも職人同士、変な連帯感でアリーチェと結ばれやがって。

『コテツ。私、もっとがんばる。使いやすくてお客さんを守れる武器を作るよ』

「ああ、俺も微び力りよくながら手伝うよ」

　本当に微力だけどね。

　彼らからパワーをもらったのか、やる気に満ちたアリーチェが作業場へ戻ろうとする。

　すると、店の扉とびらがまた開いた。

　ローゼたちが忘れ物でもしたのかと思ったが、違ちがう。お客さんだ。

「いらっしゃいませ！」

　俺は微笑ほほえんでお客さんを迎むかえる。

　初めての人だった。

「やぁ、どうも。こんにちは」

　若い男性。武装はしていない。

　仮に武装していたとしても、冒険者には見えない。

　薄うす手での上着にズボン。どう見ても遠出をしたり肉体労働をする人間ではない。となると、労働者や職人という線も消える。

　いつもと違うタイプのお客さんだが、対応は変わらない。

「当店のシステムはご存じですか？」

「いやぁ、それがまったく。武器を借りられるという点しか」

　そうとなれば、初めての人向けの説明が必要だ。

「力が欲しいか──」

　ガーさんがどこからともなく現れ、お客さんに説明をする。石像の出現にも驚かず、お客さんはガーさんの言う事を真ま面じ目めに聞いていた。

「なるほど、つまり会員証を作ってお金を払はらえばいいんだね？」

「そうです」

「冒険者ギルドに所属していないから、別の身分証明書でもいいかな？　商業ギルドの紋もん章しようしかないけど」

「商業ギルドの方だったんですか」

「ああ。パレスヴィレは僕の親しん戚せきでね。何かとお世話になっているんだ」

　パレスヴィレさんとは、この町の商業ギルドの長おさだ。俺もこの店も面めん倒どうを見てもらっている。本人は恰かつ幅ぷくのいいおじさんで、いつもは市場を取り仕切っている。

「ではこちらに名前を」

「はいはい──っと」

　簡単なサインを用紙に書き終えると、お客さんは店内を軽く見て、すぐにひとつの棚たなに注目する。

「君。これはＳランクと書いてあるけど、この店で一番いい武器なのかな？」

「はい、そうです。その分、値段も張りますが。旧作ですと一いつ泊ぱく二日で三〇万ガッツ、今の新作ですと一泊二日で七〇万ガッツになりますよ」

「うん、じゃあ借りよう」

「はい、どれでしょうか？」

「全部だよ。この棚にある武器と防具、全部」

　──俺もガーさんも、しばらく何も言えなくなってしまった。
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　ある日を境に、ぱったりと客足が途と絶だえた。

　それまで数十人のお客さんが来て、数人は借りていく日々だったのに、ケイティさんをはじめとする常連さんしか店に来なくなってしまった。

「ヒマだ……」

　アリーチェやエランティはそれでも製作意欲があるので、毎日いろいろな武器や発明品を作ってはいるのだが、俺は掃そう除じくらいしかやる事がない。

　カウンターで帳ちよう簿ぼをつけながら、ガーさんと二人きり。そんな生活にも慣れた。

「売り上げは下がったけど、今月はまだ大だい丈じよう夫ぶ。こないだの金持ちのおかげだね」

「あの高価な武器を全て借りていった男か」

「おかげで赤字にならずに済んでるよ。あの人、何者だったんだろう」

「契けい約やく書しよの名前はコルクスノウとある。冒険者でないなら、貴族であろうか」

「ま、犯罪に使わなければ誰だれでもいいけどね」

　ちなみにウチの商品が犯罪に使われた事はない。

　理由はひとつで、犯罪に使うにはコストパフォーマンスが悪すぎるのだ。人を殺したければナイフでもできるし、建物を破は壊かいしたければファイアバルーンなどの爆ばく発はつする魔物を連れてくればいい。

　ウチの武器は、徹てつ底ていして魔物討とう伐ばつのための代しろ物ものなのだ。

「ふぁ……」

　静かな店内に、俺もあくびが出る。

　こういう時は、新しい軽食のメニューでも考えるか。

　でも最近、軽食コーナー目当てに来ていたお客さんも来なくなっちゃったんだよな。やっぱりマンネリだったのかな。それとも魔物肉以外の安い食材の方がいいのかな。

「やっほー」

　いつものようにエランティが来た。

　昨日は粘ねん着ちやく性せいの高いスライムを利用して、なんでもくっつく糊のりを作ろうとして大変な目に遭あった。エランティの発明は毎日のように俺を困らせてくれる。

「ようエランティ。今日は発明品は持ってこなかったのか？」

「今日はそれどころじゃないんだよ」

　エランティが俺の帳簿の上に置くのは、一枚のチラシ。

「どこのチラシだこれ？　えーと、レオンモール本店ＯＰＥＮセール実じつ施し中、レディナイト城下町外、七番街道沿い……新しい店か」

「いったい、何の店なのだこれは？」

　レオンモールというのが店の名前だろう。しかしこれだけでは分からない。城じよう壁へきの外に店なんか建てて大丈夫なのだろうか。城の外は、弱いとはいえ魔物もいるのに。

「あたしも分からないからさ、行ってみようよ」

「って、店はどうするんだよ」

「どうせ客なんて来ないじゃん」

　エランティの言う通りだったので、アリーチェに了りよう承しようをとってから今日は店じまい。







　チラシにあった住所に行ってみると、すぐに店の位置が分かった。

　なにしろ城壁の外だ。魔物に襲われるかもしれない場所に店を建てる者などいない。そのたった一軒けんの店は、城壁を出た瞬しゆん間かんに分かった。

　なんと砦とりでを改装した店だった。

　物知りのガーさんが言うには、数百年ほど前にレディナイト城下町がまだ小さかった頃ころ、他国の侵しん攻こうを食い止めるために作られた城じよう塞さいらしい。城下町が広がったせいで、砦との距きよ離りも近くなったのだそうな。

　まだ隣りん国ごくと戦争していた時代の遺物に手を加えていいものかと思ったが、ああして店になっているのだから許可は得たのだろう。

　それにしても派手な店だ。

　砦そのものを白く塗ぬり、建物の上には風船が飛んでいる。俺たち以外にもお客さんが大挙して押し寄せており、馬留には多くの馬や荷馬車が停とまっているようだ。

　これだけ人が多ければ、魔ま物ものは近づかないだろう。城下町周辺の魔物は臆おく病びようなものが多く、生きるのに必死だから。

「おっ、レンタル屋さんじゃないか」

　入口付近に立っている衛兵に呼び止められた。

「あれっ、あなたは……」

　ウチの店の常連さんのひとりだ。ケイティさんとは違って普ふ通つうの冒ぼう険けん者しやだけど、よく武器を借りに来てくれたのだが。

「どうしたんですか、こんな所で？」

「これも冒険者としてのクエストだよ。一日中、魔物から店を守るのが仕事さ。ヒマな上にかなり給料がいいんで、俺の他ほかにも大勢やってるよ。武器防具も支給されるから、そっちの店に行けなかったんだ」

「はぁー、なるほど」

　それで客足が減っていたのか……？

　いやいや、冒険者は彼ら以外にもいる。原因はそれだけじゃないはずだ。

「まぁ、君たちも楽しんでくれよ。この店スッゴイからさ」

　衛兵の常連さんの言う通りに、まず店内に入ってみた。

　どんな店なのか入るまで分からなかったが、中に入ってようやく理解した。

「うわぁ……」

　この巨きよ大だいな砦の中に、様々な店が存在するのだ。

　服屋、アクセサリー屋、飲食店、食材屋、楽器屋──それにもちろん武器屋に防具屋、祈き禱とう屋なんてものもある。

　小さな店がいくつもひしめき合っているそこは、室内市場といったところか。こういうタイプの施し設せつなら雨の日でも安心して買い物ができる。

『すごい』

　隣となりでアリーチェも目を輝かがやかせている。店を出るまでは難色を示していたヒキコモリの彼女だったが、連れてきて正解だったようだ。

「いらっしゃいませ～！　どうぞどうぞ！」

　内装に驚おどろいている我われ々われに、大量の風船を持ったピエロが近づいてくる。アリーチェは俺の背後に隠かくれるが、ピエロは物もの怖おじせずに近づき、そっと風船を手て渡わたそうとする。

「今日は楽しんでいってくださいね！」

『ありがとう』

　風船を受け取ると、アリーチェはピエロに会え釈しやくする。ちょっと嬉うれしかったようで、風船をたぐりよせて抱だきしめながら店内を見回していた。

「おーい、こっち来てみてー！」

　すでに店内を歩き回っていたエランティが、他の客の目も気にせずに手を振ふっている。

「すごいよこれ！　ここの服屋、全品一九八〇ガッツだって！」

「本当か!?」

「見てこのワンピース！　アリーチェに似合うよきっと！」

　エランティが手に取ったのは、白い薄うす手でのワンピース。確かにアリーチェに似合うかもしれない。

「アリーチェ、着てみなよ！」

『えっ!?』

　特に深い理由はなく、きっと着たら可愛かわいいだろうという気持ちしかなかった。それに今の我々は店の制服だ。普段からそういう服しか着ないアリーチェも、たまにはおしゃれしてもいいじゃないか。

　迷っているヒマも与あたえず、俺とエランティはアリーチェを試着室に放り込む。どうせ一九八〇ガッツなのだから、俺の給料でも買える。

『似合う……かな？』

　ワンピースを着たアリーチェは、とても美しかった。

「バッチリだよアリーチェ！」

　しかし年ねん齢れい相応（？）というか、あどけない少女らしさが出ている。ワンピースというおとなしい雰ふん囲い気きの衣装がそうさせるのか、これでは鍛か冶じ士しではなく、花屋の方が似合いそうだ。それはそれで残念だ。少なくとも俺にとっては。

「いいじゃんアリーチェ！　可愛いよ！」

　エランティも親指を立てて喜んでいる。

『本当に？　嬉しいな』

　顔を赤くしているアリーチェ。

『じゃあ、エランティも同じ奴着て』

「え？」

『私、エランティと一いつ緒しよがいいな』

「えっ、あたしがワンピース……？」

『ダメ？』

「うっ……！」

　俺は知っている。怖こわいモノなど存在しないエランティでも、スケッチブックで口元を隠しながら上うわ目め遣づかいでお願いするアリーチェには逆らえない事を。

　まぁ俺だったら上目遣いじゃなくてもお願いされたらなんでも言う事聞くけどな。なんたって一番弟子でしだから。







　結局、アリーチェと同じワンピースを買ったエランティ。

　正確には俺が買わされた。

　その後も鉢はち植うえやらアクセサリやらを見て回って、その後に腹が減ったので食事をする事になった。フードコートと呼ばれるフロアにも、他の店と同じようにたくさんの飲食店が建ち並び、そこで買った軽食をベンチで食べる仕組み。

　新しい店の形態にも驚いたが、その品数にも驚かされた。

　見た事もない異国の食べ物が五〇〇ガッツ程度で食べられるし、本来なら船で数日かかるような島でしか取れない果物なども新しん鮮せんな状態で手に入る。書物や薬なども置いてあるし、ここに住みたい気分だ。

「いやー、すごいところだなぁ、モールっていうのは」

「確かにすごいけどさぁ」

　着慣れないワンピースを着せられて不ふ機き嫌げんなエランティ。俺は似合うと思うのだが、彼女はもっとラフな服が好きだと言う。

　そんなエランティの気も知らず、アリーチェはアイスクリームが垂れないように必死で舐なめている。すっかり楽しんでいるようだ。

「これ商業ギルドに許可とってんの？　ウチの店に工こう匠しようギルドが色々言ってきたみたいにさぁ、商業ギルドも黙だまっちゃいないんじゃないの？」

「だよなぁ、こんな店があったら城下町の店てん舗ぽはやっていけないよな」

　商業ギルドの長おさはのんびりとした外見だが、怒おこらせると怖いと聞いた。どこもそんなものだろうが、町の商業を牛ぎゆう耳じっている者に逆らえばどうなるか、素人しろうとの俺でもわかる。

「あれアリーチェ、変なのついてるよ」

　ワンピースの襟えりの部分に、値段のタグがついていた。

「アハハ、ドジだなぁアリーチェ」

　笑いながらタグを切るエランティだが、

『エランティもサイズ表記の紙がついてる』

　胸の部分に貼はられた紙を取るアリーチェ。

　どちらもそそっかしくて、顔を見合わせて笑う。

　端はたから見ていると、仲良しでいい雰囲気だ。

「さて」

　食事も終えて、残すはひとつ。

　今日ここに来た目的は、このためにある。

　モールの二階にある、武具屋だ。

　レンタルショップを経営する身として、新しいライバル店はチェックしておかねば。
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　三人で階段を上ると、すぐに武具屋の場所は分かった。

　なぜかというと、店の前で綺き麗れいなお姉さんたちが呼び込みをしているのだ。

「いらっしゃいませ～！　今なら開店価格、ロングソードが一九万八〇〇〇ガッツで買えちゃいますよー！」

「防具もお得な三点セットを取りそろえております～！　これを機に冒ぼう険けん者しや生活してみませんか～！」

　黄色い声でお客さんを呼ぶお姉さんたちは、ビキニアーマーを着ていた。

　しかもあの鎧よろいは、アリーチェが作ったものとまったく同じデザインじゃないか。俺が絵を描かいたのだから、絶対に間ま違ちがえたりはしない。

　疑念は店内に入って確信に変わった。

「なんだよ……これ」

　一九万八〇〇〇ガッツの剣けん。

　剣にしては安すぎるのに、それでもお客さんがカウンターに並ぶほどの大だい盛せい況きようっぷり。それはまだいい。

　問題は棚たなに並んでいる剣だ。

　柄つか、刃は、装そう飾しよく、どれを見ても既き視し感かんしかない。

　仮に目を瞑つぶって持たされても判別できるくらい、俺にとっては慣れ親しんだもの。

「これは……アリーチェの武器だ！」

　一番近くにあるロングソードを手に取る。

　これはアリーチェが一ヶ月前に作った剣で、装飾の部分に悪あく魔まの模様が彫ほられている。刀身は黒く染まっており、漆しつ黒こくの剣と名付けられて一部のお客さんから人気があった。攻こう撃げき力りよくは六〇〇を超こえる優すぐれた剣だ。

　ランクはＳ。ウチの店で借りたら、一いつ泊ぱくで三〇万ガッツ。

　それを半額程度の値段で販はん売ばいするなんて。

　しかもこれだけではない。ウチの店のＳランク商品が軒のき並なみ棚に並んでいる。しかも在庫は大量にある様子。

「ちょっとこれどういう事!?」

　エランティが怒ど鳴なる。

「責任者はどこ！」

「そうだ！　責任者はどこだ!?」

　俺もエランティに負けじと声を張り上げる。

　アリーチェの作品をパクッて売ろうだなんて、こんな馬ば鹿かげた話があるか。

「俺の師匠を侮ぶ辱じよくした奴はどこだ！　出てこいっ！」

「お、お客様、お静かに……」

　ビキニアーマー（贋がん作さく）のお姉さんが駆かけ寄ってくるが、俺は叫さけぶのをやめない。

　アリーチェは俯うつむいて震ふるえている。怒っているのか悲しんでいるのか、俺には分からないが、良い感情でない事は分かる。

　すると俺たちの怒いかりが通じたのか、責任者とおぼしき男がこちらにやってきた。

「いかがなさいましたか、お客様？」

　それは身なりの良い男性。

　──あの時、ウチでＳランクの武具を根こそぎ借りていった男だ。

　予想はしていたが、まさか張本人とは。

「あんたが責任者か？」

「はい。レオンモールの支配人のコルクスノウと申します──まぁ、堅かた苦くるしい挨あい拶さつはこのくらいにしようか。君たちも気楽にしてくれて構わないよ」

　くだけた口調になったコルクスノウは、俺たちが来る事も予期していたようだ。つまり自覚があってこのような真似まねをしているわけだ。

「それで、どうかな？　ウチの商品は」

「どうもこうもあるかよ！」

　俺はニセモノの剣を突つき出してコルクスノウに迫せまる。

「この剣はアリーチェが作ったものだろう!?　それをパクッて売り物にするなんて、許せるわけがない！」

「なぜ、許されないのかな？」

　笑え顔がおのままコルクスノウは答える。

「なっ……!?」

「ここにある商品は、僕が実際に借りて、見て、感かん銘めいを受けて、それを参考にして作らせた武具だ。君の店は素す晴ばらしい剣を作るね。それは認めよう。だが、それを真似してはいけないという決まりはあるのかい？」

「あるよ」

　答えたのはエランティ。

　さすがこういう事は詳くわしい。

「レディナイト城下町では、商品アイデアの剽ひよう窃せつは認められて──」

　言いかけて、エランティは口ごもる。

「あぁ……そっか、パクリが許されないのは、工匠ギルドに登録されてる商品なんだ。職人の権利を守るのは工匠ギルドで、商業ギルドは商人しか守ってくれない……！」

「その通り。だから僕の品物は訴うつたえられる事はない」

　ギルドに加入していない弊へい害がいは、こういうところにも影えい響きようするのか。

　同じ技術を共有する工匠ギルドではありえない事件である。

「だが君たちの権利をないがしろにするつもりはないよ。ほら、この棚を見てくれたまえ」

　武器が並んでいる棚には「あの人気レンタルショップの武器がこのお値段で！」とでかでかと書かれている。

　それはアリーチェを尊重しているように見せかけて、本当は彼女の鍛か冶じ士しとしての名前でお客さんを釣つっているだけじゃないか。

「汚きたないぞ！」

「汚い？　どこがだい？　お客さんはこんなに喜んでるじゃないか」

　コルクスノウが見ているのは、カウンターに行列を作ってくれるお客さん。どれも安い剣を嬉うれしそうに持っている。

　しかしこの剣は──

　なんというか、美しくない。思わず頰ほお摺ずりしたくなるような魅み力りよくがない。

　品質も良くない。あくまでアリーチェの武器の形に似せただけのフェイクだ。それなりに斬きれるかもしれないけどウチの商品とは比べものにならない。

　それをアリーチェの作品だと言って売るのは、アリーチェの名を汚けがす行こう為いだ。

「俺は認めないぞ！　こんなのがアリーチェの作品だなんて！」

「なんと言われようと結構。それに君が認めようが認めまいが関係ないよ。君は弟子でしなのだろう？　師し匠しようは違う事を思っているかもしれないよ」

「そんなはずはない！　そうだろアリーチェ!?」

　俺はアリーチェを見る。

　この際、ビシッと言ってやれとは言わない。

　せめて嫌けん悪おしている旨むねを告げてくれれば、俺とエランティがなんとかする。

『……えっと』

　アリーチェがスケッチブックを手に立っている。

「もしかして、君があの剣を？」

『うん』

　コルクスノウも知らなかったようだ。

　しかしあまり驚おどろいた様子はない。

「どこの世界にも天才がいるものだ。君がレンタル武器屋アリーチェの店主だったんだね。では君の意見を聞かせてもらおうか」

『ええと、なんていうか』

　アリーチェは俺やエランティを何度も見ながら、小さくこう答えた。

『すごいなって、思って』

「アリーチェ!?」

『この剣、誰だれがどうやって作ったの？』

「……どうやって？」

　言われてみれば、アリーチェの言う通りだ。

「あ……そうだよ。コルクスノウさんが店から武器を借りてから、半月も経たってないぞ。それなのにこんなに……五〇、いや一〇〇はあるよな、武器……それに防具も」

　全すべてのお客さんに行き渡わたっても、まだ余るくらいの武器と防具。

　剣だって簡単に作れるわけがない。

　溶とかした鉄を鋳い型がたに入れれば完成というわけではない。そもそも材料の金属をいつどれだけ混ぜるかでも違うし、金属を叩たたいて鍛きたえ、灰を混ぜ、研といで剣の形にするためには長い期間とその時々でタイミングを計る高度な技術が必要になる。

　熟練の職人でも半月はかかるし、仮におもいっきり適当にやったとしても一週間はかかるだろう。

　そして女め神がみのアリーチェは三日。

　彼女の場合、材料を天界から持ってきているのが一番の理由だが、それ以外にも金属の冷れい却きやく方法など独自の技わざを持っている。これは俺も真似できない女神の力だ。

　コルクスノウはいったいどんな技術を使ったのか。

「いいところに気がついたね。さすが職人だ」

　彼は笑って俺たちに背を向ける。

「ついてきたまえ。ウチのやり方を見せてあげるよ」







　コルクスノウに連れてこられたのは、レオンモールの従業員口から出たところにある専用の作業場だった。

　おそらく砦とりでの武器庫を改造したものだろう。懐なつかしい鉄と土の匂においに中を覗のぞいてみると、そこでは大勢の人間が働いていた。

　やっている事は、溶かした鉄を鋳型に流し込み、固まった武器を冷やし、それを研ぐという鍛冶の作業。しかしそれぞれの工程に何人もの人間が携たずさわり、流れ作業で進んでいるようだ。

　しかも働いているのは、女性ばかり。

「どうして女性が鍛冶を……？」

　女性の鍛冶士というのは、あまりいない。危険な作業なので、普ふ通つうは男がやるものと相場が決まっており、アリーチェのような女神でもない限り鉄を扱あつかう女性は珍めずらしい。

　しかしこの作業場では何人もの女性がハンマーを握にぎり、かまどの火を調節し、それでいて楽しそうに剣けんを打っている。

「パートのおばちゃんだよ」

　コルクスノウが紹しよう介かいしてくれた。

「時間を持て余しつつ、家計が苦しい婦人を雇やとっているんだ。彼女たちは頑がん固こな職人より物覚えがいいんだ」

　そう語りつつ、コルクスノウは手を挙げた。

「あら社長さん！　どうも！」

　作業服のおばちゃんたちは、コルクスノウを見て会え釈しやくする。

「やぁやぁがんばってるね。ケガだけはしないでくださいよ」

「はーい！」

　年とし甲が斐いもなく黄色い声を出すおばちゃんたち。若いイケメンの支配人を見て嬉しそうだ。

「さ、こっちに来てくれ。見せたいのは、もっと奥だ」

　この作業場だけでも驚きなのに、さらに何かあると言うのか。

　そしてコルクスノウに連れてこられたのは、工場の最さい奥おう部ぶ。

　小さな部屋だ。

　アリーチェの武器を模も倣ほうするというのだから、さぞや名のある職人がいるのかと思ったが、部屋に入って拍ひよう子し抜ぬけした。

　かまどに金かな床とこなどの道具は揃そろっているのだが、肝かん心じんの職人がいない。

「あの、誰もいないんだけど、職人さんは？」

「おかしいな。いつもここで作業をしているんだが……」

　コルクスノウは作業場を眺ながめるが、やはり誰もいない。

　壁かべには今までパクッたアリーチェの武器が並べられている。よく見た剣や槍やりが立てかけられているが、中にはオリジナルであろう剣もある。それらはアリーチェの武器と比べても遜そん色しよくない出来だ。

　武器だけじゃない。鎧よろいも並んでいる。

　全身一式の鎧が何体も立っている。これもアリーチェの鎧を参考にしたものだろう。

　この鎧も凄すごくクオリティが高い。上から下まで守れる美しい形をしている。

　そしてこちらもオリジナルだろう、薄うすい桃もも色いろの全身鎧。

　胸の部分に花のような装そう飾しよくが彫ほられており、腕うでや脚あしは羽根をイメージした形になっている。儀ぎ礼れい用の鎧だろうか。

　俺がその鎧に触ふれて硬かたさを確かめていると、

「よく来たな」

　鎧が喋しやべった。

「うわあああああああっ!!」

　思わず後ろに飛び退のいてしまう俺に、全身鎧が歩き出す。

「あ、そこにいたのか。他ほかの鎧と紛まぎれてるから分からなかったよ」

「ああ。客人が来ると言うので、どの鎧にしようか迷っていた」

　何事もなかったように話すコルクスノウと鎧の人物。

　てことは、この人いつも鎧着てるのかよ！

『この人が作ったの？』

　アリーチェが鎧に触れる。

「いかにも」

　鎧の人物が答えた。

　この声、女性のものだ。

「私がこの作業場を取り仕切っている者だ。鍛冶士にして武器屋のリルと言う」

「リル……!?」

　俺はその名前に聞き覚えがある。

「前に冒ぼう険けん者しやギルドで噂うわさされてたぞ。世界中を旅している流れの鍛冶士──鍛冶の里の次期村長候補で、その技術は世界一とも」

「あ、鍛冶の里はあたしも聞いた事ある！」

『有名なの？』

「有名なんてもんじゃない。今の武器の製造技術は、全て鍛冶の里から伝わったと言われてるくらいなんだ。その村長候補ともなれば……」

　アリーチェの武器をコピーするのも容た易やすい。

　そのくらい優すぐれた鍛冶士だ──という噂。

「……なんでだ？」

　俺は率そつ直ちよくに尋たずねる。

「なんでそんなにすごい鍛冶士のあんたが、アリーチェの武器をパクるような真似まねをするんだよ？」

「模倣は参考になるからだ」

　リルは端たん的てきに答えた。

「アリーチェ殿どのの打つ武器は優れている。故ゆえに私も同じものを作りたくなった。そうして技術を吸収する事で、さらに優れた武器を作る事ができるのだ」

「でも、それを店で売るのはどうなんだよ！」

「私はアリーチェ殿の武器を作りたいのではない。武器の作り方を手に入れたいのだ。製法さえ学んでしまえば、パートのご婦人でも作れる。店で売るのはコルクスノウ殿の方針だ。私は関係ない」

「関係ないって……」

　リルにとっては、全ての武器は踏ふみ台だと言わんばかりの態度。

　あのアリーチェの武器でさえも、彼女の前では教科書代わりなのだ。

　そんなリルに対してアリーチェは──

『すごい。こんなに早く吸収しちゃうなんて』

「アリーチェ殿……」

『でもお店で売ってるのは、素材が違ちがうよね？』

「形は同じでも、安い鉄を使っているからな。少しでも強い武器を安く売るための苦肉の策だ。それに高価な素材だと、パートのご婦人では扱いきれない」

『じゃあ、同じ素材を使ったら？』

　その問いに、リルは鎧の胸の部分に手を当ててこう答えた。

「私の方が良いものを作れるだろう」

「なっ……！」

　大した自信だ。

「私は職人だ。至高の逸いつ品ぴんを打つためにあらゆる手段で技術を磨みがく。だが、同時に私は武器屋でもある。少しでも多くの人に武器を提供するために、安い素材で強い武器を作る方法を探している」

　リルの言葉は正しい。どちらも理にかなっている。

　だが武器屋としてはともかく、鍛か冶じ士しとしてアリーチェを凌しのげるわけがない。

『私も、負けないよ』

　アリーチェはリルの鎧に触れたまま、強気に微笑ほほえむ。

『職人としても、武器屋としても、負けないから』

「その意気や良し。私もあなたに敬意を払はらっているが、負けるつもりはない」

　誰だれかに対たい抗こう心を燃やすアリーチェ。

　また彼女の新しい顔が見られた気がする。

「あのさ」

　そんな中、エランティがこう呟つぶやく。

「今の話をまとめると、リルは技術の向上のためにアリーチェの武器をパクッたって事でいいんだよね？　廉れん価か版みたいな武器にしたのも製法を学ぶため、と」

「いかにも」

「で、それを売ったのはコルクスノウさんでしょ。つまり悪いのって……」

　俺たちは作業場を見回す。

「あっ、コルクスノウがいない！」

　あの男、逃にげたのか！

　エランティといいコルクスノウといい、逃げ足の速い奴やつばかりだな！







　リルという鍛冶士がやった事は、正せい攻こう法ほうだ。

　アリーチェは優れた技術に喜んでいたが、裏を返せばあれはリルの挑ちよう発はつじゃないか。

　とどのつまり「お前の武器なんて簡単にコピーできる」という意思表示だ。

　それを売りさばこうと考えたコルクスノウは、こう言ってはアレだがいいところに目を付けたと思う。あの劣れつ化かコピーの武器は、いわばリルの修しゆ行ぎようの過程で生まれた実験台なのだから。

　そんな劣化コピーでも構わないという冒険者は、どんどんモールの武具屋に流れていく。そしてウチの店の売り上げもどんどん下がっている現状。

　このまま手をこまねいて見ているわけにもいかない。

「ふむ……」

　そこで俺は休日、再びレオンモールに足を運んだ。

　最初は怒いかり狂くるってまともに見ていなかった武器たちを、今度はじっくり眺めてやろうじゃないかという算段だ。

「いらっしゃいませ！　何かお探しのものはありますか!?」

「い、いえ、大だい丈じよう夫ぶです……」

　やたらと話しかけてくる店員をあしらいつつ、俺は棚たなに並んだ武器を見る。

　いいや武器だけではない。この棚そのものや、武器の置き方、それに店の内装も参考になる。お客さんが手に取りやすいように計算されている。

　棚ごとに大きな看板をつける事で、武器の種類も見やすい。ひとつひとつの要素が、お客さんのためを思って作られている。

　悔くやしいが、こういう細かい部分は負けを認めざるを得ない。

　それに武器の質も低いわけではない。アリーチェの武器に比べて素材は悪いが、それでもしっかり斬きれる。これならレベルの低いクエストでも充じゆう分ぶんだ。

　それに、この武器はパートのおばちゃんが作っている。

　つまり製法さえ分かれば、俺にも作れるのではないか──

　そんな事を考えながら、ひとつひとつの武器を見ていく。

「ダメだ……やっぱり俺には作れない」

　劣化しているとはいえ、やはりもとはアリーチェの武器だ。

　計算されて作られた切れ味は、今の俺の技術では真似できない。たとえマニュアルがあったとしても、同じようには作れないだろう。

　今の俺はパートのおばちゃん以下だ。

「こんなものも作れないのか？」

　俺の呟きが聞こえたのか、背後に人ひと影かげが。

　振ふり向むくと鎧よろいの女が立っていた。

「うおおおっ！」

「なんだ貴様、失礼な奴だな。女性を見てその態度は何事か」

「いや誰だって驚おどろくわ！　なんでそんな鎧着てるんだよ!?」

　勢いで尋ねてみると、リルは自信満々にこう答える。

「この鎧は私が打ったものだ。自身で着る事により、使用感が確かめられる」

「……二四時間着てるのか？」

「もちろんだ。脱ぬぐ事ができない戦場などでは、いかに使用者に不快感を与あたえないようにするかも大切だからな」

　自ら使って確かめるというわけか。アリーチェと違って、全部自分でやるんだな。

「貴様もアリーチェ殿の弟子でしを名乗るのであれば、そのくらいやってみせろ。この程度の武器も作れないのであれば、せめてアリーチェ殿の足を引っ張るな」

「むっ……！」

　言い返したいが、できない。

　俺の鍛冶技術では、ここで売られている安い剣けんすら作れないのだから。

「そもそも貴様はなぜアリーチェ殿の弟子をやっているのだ？　武器も作れないのに？」

「それは……俺がアリーチェの役に立ちたいと考えているからだ！」

　理由、いや、言い訳を探す俺。

「俺はアリーチェの代わりに武器を使う。それに武器を売ってお客さんの反応を見ている。俺だってアリーチェの役に──」

　立っているのだろうか。

　本当に俺はアリーチェの側そばにいていいのだろうか。

「貴様がアリーチェ殿の代わりに武器を振るうと言うのであれば、せめてその武器に見合った強さは持っているのだろうな？」

「あ、当たり前だっ。修業はちゃんとしてる」

「どうだかな。わざわざ人の店まで来てため息をついているような男に何が斬れるものやら。せめて私の鎧くらい斬れるようになってから出直すんだな」

「……その鎧、そんなに自じ慢まんなのか」

「これは店で売られている廉価版とは違う。聖貴石をふんだんに使った鎧だ。レアモンスターの攻こう撃げきでは傷ひとつつかぬぞ。斬れるものなら斬ってみろ」

　そう言ってリルは今この場で斬れと言わんばかりに両手を広げる。

「参ったな」

「ふん、斬れぬだろうよ」

「いや、実家の決まり事でな。戦士以外の女子供は斬れないんだ」

　俺は手近にあった「試ためし斬りＯＫ」と書かれた剣を手にする。

「だけど誇ほこりを賭かけた勝負事は断っちゃいけない、とも言われててな」

「何……まさか貴様、本当に」

「だから絶対に動くなよ！」

　俺は腰こしを落として、剣をまっすぐに振った。

　続けざまに、二度、三度。

　軽い感かん触しよくが鎧と金具、そして小手を叩たたき割る手て応ごたえを感じさせる。

　うん、さすがアリーチェの武器。劣化コピーといえども振りやすい。これは素材じゃなくてデザインの問題だな。これは冒ぼう険けん者しやがこぞって買いに来てもおかしくない。

　俺の修行の成果も出ている。やっと冒険者時代の感覚を取り戻もどしてきた。

　頷うなずきながら、剣からリルに視線を移すと──

「わ、わわっ……わぁっ！」

　胴どう鎧よろいと小手を割られたリルの身体からだがさらけ出される。

　あらわになった美乳と細い腰。

　汗あせだくになっている白い肌はだを残して、鎧が床ゆかに転がる音がした。

「なんで裸はだかなんだよ!?」

「やぁああああっ！」

　兜かぶとと足そつ甲こうだけ残して裸になったリルはその場にうずくまってしまう。

　いや、まぁ、鎧ってムレるけどさ、でも裸はないだろ。

「き、貴様……貴様ぁっ！」

　騒さわぎを聞きつけたのか、すぐに他ほかの警備兵が駆かけ寄よってくる。

「どうしました、何があったんですか!?」

　兜以外はほぼ全ぜん裸らの女性。

　そして剣を持った俺。

　斬れと言ったのはリルだと説明しても、信じてもらえるわけがなかった。

　警備兵に連行された俺は、事情を聞いたコルクスノウが駆けつけるまで散々な目に遭あった。一番俺の事を理解してくれたのがコルクスノウというのもおかしな話ではある。

　そんな彼の口くち添ぞえもあって、なんとかこの場は収めてもらった。

　と、思っていたのだが──

　後日、あんな事になるとは思ってもみなかった。
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「決けつ闘とう？」

　モールでの一件から一晩経たった次の日。

　……なぜかそうなってしまった。

　ウチの店のカウンターで頭を抱かかえる俺に、周りが心配そうに声をかける。

「なんで決闘なんか？」

「それは俺が聞きたいよ……リルの奴やつ、俺たちを『ブッ潰つぶしてやる！』なんて息巻いててさぁ、勝負を受けなきゃ俺のこと裁判所に突つき出だすって言うんだ」

『コテツ、リルに何したの？』

「そ、それは……」

　言えるわけがない。リルを裸に剝むいたなどとは。

　だけどあれはリルが斬れと言ったから斬ったのだ。

　男として、勝負を受けただけなのに。

「ちょっとした挑ちよう発はつのやりとりだよ。リルに言われてムキになった俺が、逆にリルを怒おこらせるような真似まねをしたんだ」

　なるべく隠かくして事実を伝える。

「ふーん。コテツもやるねぇ」

「何も言ってないぞエランティ」

　しかしエランティは何かを察したようにニヤニヤしている。

「コテツも狙ねらってたんでしょ？　わざとリルを怒らせて挑発して、向こうからケンカふっかけてきたところをケチョンケチョンに叩きのめすつもりだったんでしょ」

「いや俺もそこまでは考えてないぞ」

「けど、遅おそかれ早かれそうなったと思うよ」

　これは俺も同感だ。

　あれだけあからさまにライバル宣言してきたのだから、きっと争う事になっただろう。

「……ん」

　アリーチェは頷き、スケッチブックに書き込む。

『やろう、決闘』

「いいのかアリーチェ」

『弟子でしの不始末は師し匠しようが取り戻す。それに私もリルの実力を知りたい』

「アリーチェ……」

「しかしコテツよ。汝なんじはリルに何をされたのだ？」

　ガーさんが俺に尋たずねる。

「え？」

「リルに言われてムキになったと言っていただろう。それが原因なのだろう？」

「ああ、それは……ちょっとした口論だよ。気にする事じゃない」

　言えるわけないじゃないか。

　武器も作れない奴がなんでアリーチェの弟子をやっているのか、なんて。

「なんでもいいけど、決めたのならリルにそう伝えるからね」

　話し合う俺たちの横に立っているのは、コルクスノウ。

「すみません、よろしくお願いします」

「まったく……こんな時期に決闘だなんて、リルくんも何を考えているのか」

　実のところ、コルクスノウは俺よりもゲッソリしていた。今もこうして使いっ走りをしているあたり、力関係は彼の方が下なのか？　支配人なのに？

「そりゃ決闘に勝てば、あのアリーチェを超こえる職人の店ってことで宣伝になるけどさ、今のリルくんは作業場に篭こもってちっとも新作を作ってくれなくなっちゃって……はぁ、まったく商売にならないよ」

　肩かたをすくめるコルクスノウ。

「このままリルを放置したら、ショッピングモール潰れちゃうんじゃない？」

「やめてくれ本当に……」

　エランティの冗じよう談だんも受け流せないようだ。

　これは早々に決着をつける必要があるな。







　リルが提案した決闘の内容は、こうだ。

　勝負の期限は一ヶ月間。

　──それぞれの店で売られた武器を使って討とう伐ばつした魔ま物ものの報ほう奨しよう金の合計で勝敗を決する。

　つまり鍛か冶じ士しとしてではなく、武器屋として勝負をつけると言いたいわけだ。

　うん、これ完全に俺狙いだよね。

　アリーチェしか見ていないなら、鍛冶士として決着つければいいわけだし。

　あくまで武器屋として戦って俺の役立たずっぷりを露ろ呈ていさせたいんだな。

　しかもリルが提示した、勝者への報酬が腹立たしい。

　なんと、何もなし。

　つまり勝者には武器屋としての栄えい誉よだけが与あたえられるわけだ。

　逆に言えば、負けた方は武器屋として格が落ちる、まさに看板に泥どろを塗ぬられるのだ。

　そうなった場合、責任は俺にある。

　職人としてのアリーチェじゃない、彼女を手伝うと言った俺が悪い事になる。

　そうやって俺のプライドをズタズタにしようという魂こん胆たんだ。

「気にする事はない。要はリルとの勝負に勝てばよいのだ」

　俺を慰なぐさめてくれたのは、カウンターにいるガーさん。

「そうだね、ガーさん」

「我われとしてもこの形式での戦いは嬉うれしくある。我らも店の一員だからな。アリーチェだけに重責を背負わせたくない」

　ガーさんの背後には、複数ののぼりが置かれてある。

　いつものファンシーな絵え柄がらで「今だけレンタル料二〇％オフ」と書かれてある。これをガーさんはレディナイト城下町に置いてきてくれたのだ。

　二〇％オフはショッピングモールの武具屋もやっている。必然的にこちらも同じくらい値下げしないと、同じ土俵にすら立てない。

　もちろんこれだけじゃない。ガーさんの得意技であるポップなアートは店の外観も変えてくれた。壁かべには花と剣けんをモチーフにした壁へき画がが描えがかれ、看板も季節の花をアレンジしたものを飾かざる。それに目を留めてくれた冒ぼう険けん者しやも多くいる。

「よし、俺も料理の続きをするぞ！」

　前に好評だった、魔物のスジ肉サンドをさらに改良したものを作った。魔物の中でも特にうまいと評判のレイジングバッファローという種族のヒレ肉を使ったサンドイッチだ。

　瑞みず々みずしいレタスとトマトと一いつ緒しよに挟はさんだこれを、大量の箱に詰つめる。

　これは武器を借りてくれたお客さんへのサービスとして出す弁当だ。

　武器と一緒に弁当を出す事で、楽しいクエストにして欲しいという心こころ遣づかいである。

　安い、美味おいしい、可愛かわいい。

　実はこれ、全部レオンモールの受け売りなんだよね。

　でも冒険者にとって大切な事だと思うから、俺たちも参考にさせてもらった。

　少しでも多くのお客さんに来てもらうためなら、なんでもする。

　そう思っているのは俺だけじゃなくて──

「ヒャッハー！」

　店のドアが蹴けり破るように開かれる。

　入ってきたのはモヒカン頭。工匠ギルドのローゼだ。

「おいコラァ！　コテツ！　テメェ何考えてやがる！」

「な、なんだよ!?」

「外のアレはどういうこった!?」

「……？」

　店の外に出てみると、そこでは多くの人が足を止めていた。

　大量の風船を持ってお客さんを呼び込んでいる少女がふたり。

「いらっしゃいませー！　レンタル武器屋アリーチェ、現在二〇％オフキャンペーン中でーす！　試ためし切りもできますよー！」

『借りてくれた人には、お弁当付き』

　エランティとアリーチェが着ているのはビキニアーマーだった。

　これが二人とも似合っている。

　エランティの超ちよう巨きよ乳にゆうと、ほどよく肉のついた腰こしと足は、男性客に口笛を吹ふかれるほどの評判だ。あれはレオンモールにいたコンパニオンたちにも負けていない。俺も目を見張るほどの攻こう撃げき力りよくである。

　しかしアリーチェが悪いわけではない。彼女も彼女で、細身の体型にビキニアーマーが似合っている。てっきり俺は巨乳にしか似合わないと思っていたが、そんな事はない。まさに神話に出てくる女め神がみのように、スレンダーな身体からだにもマッチするのだ。

　どちらも甲こう乙おつ付けがたい。

　二人ともビキニアーマーを着こなしているではないか。

「なんだアレはコラァ！」

　そんな二人を見ている俺の胸むなぐらを摑つかむローゼ。

「テメェ、店の人間にあんな格好させていいと思ってんのかコラァ！　エランティは工匠ギルドでも人気あんだぞテメェ！」

「まぁまぁ待ってよローゼの兄さん」

　エランティが激げき昂こうするローゼをなだめる。

「これも宣伝のためだよ。あたしたち、ショッピングモールに勝たなきゃいけないから」

『私たちも、できる事をするだけ』

　実はビキニアーマーを着て呼び込みをしたいと言い出したのは、彼女たちだ。

　特にアリーチェがやる気を見せてくれた。

『鍛冶士じゃなくて、武器屋としても勝つんだよ』

　そう語る彼女は、とても嬉しそうだ。

「ショッピングモールと戦ってんのかおめぇら！」

　ローゼは大げさに驚おどろいてみせる。

「ありゃ工匠ギルドでも勝てねぇって言われてたんだがなぁ……チクショウ、オメーらに先を越こされたか。男気があるじゃねぇか！」

「うっ！　ちょっ、痛っ……！」

　褒ほめつつも俺の腹に何度もパンチを入れてくるローゼ。エランティにビキニアーマーを着せたのがそんなに恨うらめしいか。

「おい、そんなに腹パンしたければ、エランティにやれよ！」

「あぁ!?　何言ってんだオメーは!?」

「あ、そうだね」

　エランティも手を叩たたいて同意する。

「何言ってんだオメーら!?」

『腹パンと言わず、どうぞこれで』

　アリーチェが持ってきたのは、レオンモールで買ってきた剣。ローゼに渡わたす前に、トマトに刃はを通して本物である事を見せる。

「え？　え？」

　剣を渡されたローゼを押して、衆しゆう人じん環かん視しの中に引き出す。

　ビキニアーマーのエランティが、その前に立った。

「はい、注目！　これからこのお兄さんがあたしを斬きりまーす！」

「はぁぁぁぁ!?」

　エランティの宣言に、周りの人たちがざわめく。そりゃそうだ。胸と腰しか守っていない鎧よろいを着た女の子を斬ると言うんだ。下手へたをすると兵隊を呼ばれる事件だ。

「お、おい、できるわけねーだろ！　こんなん……！」

「いいからズバッとやっちゃってよ。あんたも職人なら、アリーチェの腕うでは分かるだろ」

「け、けどよぉ……」

　躊ちゆう躇ちよしていたローゼだが、やがて理解したように頷うなずいた。

「そうだな……これも宣伝なんだよな。よっしゃ、乗ってやるぜ！　俺もお前らのために本気でやってやんよ！　うおおおおおっ！」

　ローゼは剣を振ふりかざす。思い切りの良さは職人だからか。

　俺だって、本当は飛び出してやめさせたい。女性に刃を向けるなんて。

　だけど俺はアリーチェの鎧を信じている。絶対に傷つく事はないと。

　そしてローゼは全力でエランティを斬った。

　次の瞬しゆん間かん、硬かたい音と共に剣が折れた。

　斬られたエランティは少しだけ怯おびえていたが、その白い肌はだや巨乳には毛ほどの傷もついていなかった。

「おおおおおおおっ！」

　観客から拍はく手しゆが上がった。

「す……すげぇ！　なんて硬さだ……！　ただ硬いだけじゃねぇ、まるで見えない壁に弾はじかれるように刃物が通らねぇぞ。こいつは只ただ者ものじゃねぇ！」

　斬ったローゼも驚いている。

　その噓うそがない反応に、観客たちも本物だと確信する。

「君！　この鎧は何で作られてるんだ？」

「武器屋って言ってたな！　武器も置いてるのかい!?」

　そうして次々にお客さんがビキニアーマーや店の商品について尋たずねてくる。もはやビキニアーマーなど着なくても充じゆう分ぶんに伝わっているはずだ。

「ありがとう、ローゼの兄さん」

　俺はローゼの肩を叩いて礼を言う。

「やめろバカ！　オメーに兄さんなんて言われると、ムズ痒がゆくならぁ！」

　また俺の腹をパンチしつつ、ローゼは嬉しそうな顔をしていた。







　キャンペーンや宣伝のおかげで売り上げは伸のびた。

　しかしリルとの勝負はあくまで魔ま物もの討とう伐ばつの報ほう奨しよう金の額だ。どれだけ売れても、強い魔物を多く倒たおしてくれないと負けてしまう。

　単純な売り上げだけでは勝てないというあたり、よく考えられている。

　強い武器によって魔物を倒さないと本当の勝利は得られないのだ。

　朝の修しゆ行ぎようで冒険者ギルドに通っている俺は、いつもギルドの人に魔物の報ほう酬しゆう額を聞く。報酬を得た冒険者の情報は開示されているので、その中からウチのお客さんを探して合計金額を調べているのだ。

　そしてコルクスノウのレオンモールにも行き、互たがいに報酬額を見比べる。

　結果、本日までそれほど額は変わらなかった。

　ただ、少しだけウチが負けている。

「ただいまー……」

　今日もリルのドヤ顔（見えないけど）を拝んでから帰宅。

　まだ店は開いていない。

「また負けているのか、コテツよ」

「うん、そうなんだ……」

　薄はく利り多た売ばいのレオンモールに比べて、ウチは高級志向だ。報酬額の低い魔物を大量に倒すお客さんと、高額のレアモンスターを狙ねらうお客さんとで客層が分かれているようだ。

　しかしレアモンスターは、レアと呼ばれるだけあってなかなか姿を見せないのだ。

「案ずるなコテツ。勝負に負けても追い出したりはせぬ」

「そりゃありがたいけど、やっぱり勝ちたいよ」

「前より売り上げは伸びたのだ。あとは冒険者の実力の問題もあるだろう」

「これは俺たちでもどうしようもないよなー」

　もしかしたら強い武器をレンタルしても、レアモンスターに負けてしまうかもしれない。逆にモールの安物の武器でもレアモンスターを偶ぐう然ぜん狩かってしまうかもしれない。

　俺たちにできる事は、冒険者の無事を祈いのる事だけ。

　これも武器屋としての仕事だと思う。

『今日もがんばるよ！』

　やる気に満ちたアリーチェが作業場から出てきた。

　今日もビキニアーマーを着ている。

「アリーチェ、元気があるのはいいけど、ビキニアーマーはもう着なくても」

『ううん、がんばりたいの』

　アリーチェは胸の前で拳こぶしを作ってアピールする。

『なんだか私、今、武器屋としてがんばってる気がするの』

「武器屋として？」

　俺が尋ねると、アリーチェは微笑ほほえんで頷いた。

『お客さんとこんなに接したの、初めて。分からない事がいっぱいあって楽しい』

「そうだね。アリーチェはがんばったよ」

『いろいろ分かったよ。武器屋って、ひとりじゃできないんだね。武器を作る人、売る人、それを使うお客さん、手伝ってくれる人──みんなの力が必要なんだよ』

　スケッチブックに何かを書き込んだアリーチェは、それを見せようとして、止まる。

　やがて少しだけ恥はずかしそうにしながら、彼女はおずおずと書き込んだ内容を見せてくれた。

『私も、みんなのひとりになれたかな』

　ああ、そうか。

　ひとりだと思っていたのは、俺だけじゃなかったのか。

　俺はずっと武器が作れなくて、アリーチェの助けになれないと思っていた。だから武器屋として店をがんばってきた。

　アリーチェも似たような事を思っていたのか。声に力がある彼女はあまり人前に出られないから、ひとりでハンマーを振るっていたのだ。

「アリーチェ──」

　自然に手が伸びて、アリーチェの頭を撫なでていた。

　時々彼女が女神だと思えなくなるのは、このあどけなくて一いつ生しよう懸けん命めいな笑顔のせいだ。

　神様の世界でも努力は報むくわれるはずだ。だから彼女はこんなに頑がん張ばっている。

「よしっ、もっとお客さんにレンタルしてもらおう！　ウチの店をもっと多くの人に知ってもらうんだ！」

「いや、これ以上の宣伝は無理だよ」

　そんな俺の心意気に水を差すエランティ。彼女も冒ぼう険けん者しやギルドに寄ってきたらしく、報酬額の書かれた紙を見比べていた。

「なんだよ、せっかくやる気になってるところに」

「やる気なのはいいけど、もう店の知名度は上がらないと思うよ。城下町のほとんどの冒険者が知ってるだろうから」

「じゃあどうするんだよ。あとは冒険者が魔物を狩るのを見てるだけかよ？」

「誰だれもそんな事は言ってないじゃん。要は店の武器を使って、魔物討伐の報奨金をたくさんゲットした方が勝ちなんだよね？」

　俺が頷くと、エランティは店の棚たなにある剣けんを手に取った。

「ほい」

　剣を俺に投げてよこす。

「……？」

「武器はまだいっぱい残ってるよ！」

　なるほど。そういう事か。







　レアモンスターの情報は姿形だけでなく、出しゆつ没ぼつ地域も手配書に載のる。狩る側にとっては目標だが、狩られる側にとっては危険信号だからだ。

　俺は手配書を頼たよりに、城下町を出た。

　レアモンスターの出没地域が被かぶる場所を狙って、馬を走らせる。

　城下町の近くでもレアモンスターは出る。

　縄なわ張ばりを争う魔物もいれば、一いつ匹ぴき狼おおかみの魔物もいる。それらは戦う事で強くなり、レアモンスターがいる群れはどんどん勢力を増していく。単独でその地域を制せい覇はする魔物もいる。そういう場所を探して魔物を討伐するのだ。

「ふう……」

　俺が今いるのは、城下町から北にある山さん岳がく。

　前に実演販はん売ばいをした山に連なる場所で、あそこよりも強力な魔物が出るので強い冒険者しか近づかない。

　そんな場所に俺ひとりでいるのは、当然レアモンスター狙いだ。

　最近、ここらへんを荒あらしている魔物のせいで、麓ふもとの村に被ひ害がいが出ているらしい。

　その魔物を倒して欲しいというクエストも、ついでに受けてきた。

　仮登録だが冒険者ギルドに名前を置いておいてよかった。訓練場を使うために登録したのだが、仮でもクエストの報酬はもらえるらしい。

「んー、出ないな……」

　しかし狙ってレアモンスターに出会える事ができれば苦労はしない。地図とにらめっこしながら出没地域をウロウロしているのだが、レアではない魔物としか出くわさない。

「しょうがない、メシにするか」

　そのウォーキングリーフという魔物は緑色をした植プラン物トイド系で、なんと食べられる。山岳では栄養が少ないせいか、自ら手足を生やして歩き出した魔物だ。見た目としては歩くレタスといった感じだ。

　俺は瑞みず々みずしい緑の葉をカバンから出し、かまどに火をおこしてダシと一いつ緒しよに煮にる。

　焦あせる事はない。まだ時間はある。ゆっくり探せばいい。

　やがて葉がいい感じに茹ゆで上がった頃ころ、背後から金属製の足音が聞こえた。

「もし、そこの御ご仁じん……食べ物があれば譲ゆずっていただけまいか……」

　弱々しい声に振ふり返る。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?　……って」

　美しい桜色と花模様の装そう飾しよくが施ほどこされた全身鎧よろい──

　リルだった。

「くっ……こんな所で貴様に出くわすとは」

　何をしているのか考えてみたが、こんな場所に用事がある人間など限られている。

「なんだリル。お前もレアモンスター狩りにきたのか」

「悪いか？　自らの不始末は自らでつける」

　はて、不始末とはどういう事だろう。俺と同じようにレアモンスターの報ほう奨しよう金を自分で稼かせぎに来たのではないのか。

　疑問に思っていると、リルの腹が鳴った。

「……まぁ座れよ。腹減ってるんだろ？」

「誰が貴様の施しなど……！」

　強がってはいるが、鎧を着ていても分かるくらい衰すい弱じやくしている。ずっとレアモンスターを探し回っていたのだろう。

「これでも貴族の息子でな。誰かを飢うえさせるのは恥だと教わってきたんだ」

「くっ……！」

　腹を押さえるリルに、俺はウォーキングリーフのスープを椀わんによそって渡わたす。それだけだと足りないだろうから、とっておきの干し肉も切り分けてやろう。

　椀を渡されたリルは最初こそ躊ちゆう躇ちよしていたが、空腹には耐たえられなかったのだろう。

「……いただきます」

　小さく頭を下げて、スープを飲み干した。
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　俺も両手を合わせ、スープを手につける。

　食事の時でも兜かぶとは脱ぬがず、そのせいでフェイスガードのスリットに葉っぱがくっついているのだが、俺はあえてツッコむのを止やめた。

　たっぷり四杯はいのスープを飲み干し、リルは大きく息を吐はく。

「食事の所作を見て気づいたが、貴様は東方の移民か？」

「ご先祖様がそうだったってだけだ。受うけ継つがれてるのは理念と作法だけだよ」

「……そうか。馳ち走そうになった」

「はいはい、どーも」

　って、俺が喰くう分がなくなってるよ！　ウォーキングリーフの芯しんしか残ってない！

　仕方なく茹でた芯をボリボリと囓かじっていると、リルは悔くやしそうに俺を見る。

「礼は言わぬぞ」

「いいよ、冒険者は助け合うもんだ」

「私は鍛か冶じ士しであり武器屋だ。料理人ではないのだ」

「にしても、携けい帯たい用の食料くらい持ってけよ……ウチだって弁当出してるぜ？」

「私も一人前の弁当は持ってきたのだが、足りなくて」

「体力使うだろうからなぁ……」

　鎧の防ぼう御ぎよ力りよくと引き替かえに、腹が減るのでは大変だ。

　そうだ、アリーチェの魔ま力りよくで「腹持ちが良くなる鎧」とか作れないかな？　冒険者にとっては死活問題だろうし。いや、そんなものが作れたら世界に飢き饉きんがなくなってしまう。神の力がそこまで及およぶとは考えにくい。

「……ん？」

　リルの境きよう遇ぐうに同情しつつ、俺は視界の隅すみに何かが動くのを察知した。

　特に何か考えていたわけではない。

　食料になる魔物を狩かる気分で、素す早ばやく腰こしの斧おのを抜ぬいて投げつけた。

　──ギィエエエエエエエッ！

　投げたトマホークは正面に座るリルの頰ほおを掠かすめ、まさに彼女の背後に影かげのように潜ひそんでいた魔物に刺ささる。

　よく見ればそれは影ではなく、平べったいスライムだった。俺の斧が刺さると、氷属性が発動し、スライムは一いつ瞬しゆんで凝ぎよう固こして絶命する。

「あっ、もしかしてこれがタールスライムか！　レアモンスターだ！」

　珍めずらしい黒いスライムだ。岩いわ陰かげに潜まれると本物の影と見分けがつかない。だから今まで探せなかったのだ。

「あああっ、貴様、いつの間に!?」

　振り向いたリルが絶望的な表情になる。いや見えないけど。

　ともあれ、やったぞ。レアモンスターを初めて倒たおせた。

　するとタールスライムの身体からだの泡立ちが大きくなる。平べったい身体がどんどん大きくなり、膨ふくらみが生じる。

　あれ、スライムってこんな死に方したっけ？

　エランティがいつも使ってるスライム製の道具ってどうなっていただろう。

　泡立つタールスライムはやがて光を帯び、一瞬だけ輝かがやく。

　その輝きが収まると、その姿を消していた。

　残されたのは俺の斧と、小さな輝き。

　指輪だ。

「マジックアイテムの欠片かけらだな」

　リルが説明してくれた。

「レアモンスターを倒すと、まれにそういうマジックアイテムが手に入る。原理は不明だが、そのように体から突然出てくるのだ」

　これが噂うわさのマジックアイテムか。遺い跡せきなどの宝箱以外では、こうしたレアモンスターから手に入れるしかない。しかしなぜこういう風になっているんだろうな。

　試ためしに嵌はめてみる。

　すると俺の全身が真っ黒になった。

「うわっ、なんだこれ！　キモッ！」

「ふむ、影属性を付与する指輪か。珍しいマジックアイテムだ」

　冷静に観察するリル。急いで指輪を外すと、全身に色が戻った。何なんだこの指輪は。アリーチェの作る属性武器とは、また違ちがったものだな。

「冒ぼう険けん者しやから奪うばったマジックアイテムなのかな、この指輪」

「かもしれん。不幸なものだ」

　奪われた冒険者には同情せざるを得ない。

　俺も同じ境遇なのだから。

「コテツ。悔しいが今回は貴様に助けられた。だが私には倒すべきレアモンスターが残っている」

　さっきから聞いていると、やはり彼女はレアモンスターを倒す目的があるようだ。

「なあリル。レアモンスターがどうしたんだ？」

　俺が尋たずねると、リルは口ごもる。

「おい。人にケンカを売っておいて、知らん顔はないだろう。失礼だぞ」

「……確かに礼を失していた。すまぬ」

　リルは謝罪すると、俺に何かを見せた。

　それは何かによってねじ曲げられた小手だ。

「ショッピングモールの防具を買った冒険者が、次々とやられている。未熟な防具を売った私の責任だ」

「未熟って……リルの防具も充じゆう分ぶんすごいじゃないか」

　いや、本当にすごいのは、そんな防具を紙くずのようにクシャクシャにしてしまうレアモンスターの方だ。

「一体、どんな奴やつが……」

　俺の疑問に、リルは聞き覚えのある名で答えてくれた。

「最近出しゆつ没ぼつした『赤毛のガラティーン』という魔物だ」







[image: その８　無力な聖剣]




　赤毛のガラティーンの出没情報は本物だった。

　前にケイティさんを退けて以来、一度も発見報告がなかったのだが、先日冒険者ギルドへ報告した者がいたそうだ。

　レディナイト城下町からそう遠くない森に出没するらしく、それを目当てに冒険者たちが色めき立っているそうだ。

　なんと報奨金四〇〇〇万ガッツももらえるそうだ。それだけの額を出さざるを得ないレアモンスターを討とう伐ばつしたとなれば、名が売れる。

　だから腕うでに自信のある冒険者はウチの店に次々に訪おとずれ、最高級の武器を借りていってくれた。こればっかりはレオンモールに負けていない。

　しかし、それでは困る。

　彼らにガラティーンを倒されてはいけないのだ。

　俺たちの宝を奪ったガラティーンを倒して、奪い返さなくてはいけない。

　だから他ほかの冒険者に先んじて戦わないといけない。

　そのための準備を着々と進めているのだが──

「あんた、本当に不器用だねー」

　新しく作ったロングソードを見たエランティが、一言で分かる感想をくれた。

　前から製作していた一品で、俺としては丁てい寧ねいに作り上げたつもりだ。休業中に研けん磨ま作業を終わらせて、これならイケると踏ふんだ最高級品だったんだが。

「いや不器用とは違うか。料理とか洗せん濯たくとかは上手だもんね。家事は得意なのに鍛冶は苦手なんだよね」

「なんで俺は武器だけ作れないんだろう……」

　本気で分からない。

　マニュアル通りにやってもダメだというのは分かる。鍛冶とは日々の鍛たん錬れんがものを言うので、熟練の職人は賞賛される。だから俺も何度も練習したのだが、ナイフ一本作れないのは変だ。

「まぁ、アリーチェがいるからいいじゃん。コテツにはコテツの仕事があるし」

「珍しく優やさしいなエランティ」

「他はともかく、戦うあんたは信用してるよ」

「お、おう。これでも魔ま物もの討伐は得意な方だぞ」

「…………」

　するとエランティが首をかしげて俺を見る。

「なんだよ、本当に得意だぞ」

「いや強いのは知ってるよ。あたしも実際に見た事あるし。そんなに強くても家宝のマジックアイテムを奪われた、ってのが不思議でさ」

「それだけ強い相手なんだよガラティーンは。アリーチェの剣も折るくらいだぞ」

　冒険者を始めて間もない頃ころ、俺はマジックアイテムのおかげでかなり強かった。

　マジックアイテムというくらいだから、魔法の力で守られていた俺だが、その力ごとガラティーンは粉ふん砕さいした。倒れる俺へ、今までの復ふく讐しゆうとばかりに弱い魔物が群がり、俺の身体ではなく家宝を奪って去っていった。

　まるで山さん賊ぞくに身ぐるみ剝はがされたような屈くつ辱じよくは、今でも忘れられない。

　一番ハラが立つのは、ガラティーンに紛まぎれて宝を奪っていった奴らだ。ハイエナのように後から出てきやがって。

　だが、そんな屈辱ともオサラバだ。

「んふふ～♪」

　つい鼻歌が出てしまうほど、嬉うれしい。

　俺が、じゃない。アリーチェだ。

「ふふ～♪」

　窯かまを燃やす炎ほのおが部屋全体を赤く染め、煤すすが空中を舞まっている。

　アリーチェのハンマーが鉄を打つたびに、光が漏もれる。

　彼女の手から魔力が伝わり、鉄を素早く鍛きたえている。この女め神がみの力は人間では真似まねできない業わざ。技術で追いつけるかどうかは、まだ分からない。

　でも、こんなに嬉しそうに武器を作るアリーチェは初めて見る。

「アリーチェも早くガラティーンを倒したいよな？」

『もちろん』

　煤に汚よごれた彼女が笑う。

『そのために今までがんばってきたんだから』

「そうだな」

「それにガラティーンを倒せば、リルとの勝負にも勝てるわけだし。一石二鳥だね！」

　エランティもやる気を出して、新作の発明品を作っている。

　しかし気合いを入れる理由はそれだけではない。

　リルが責任を持って討伐しようとしているガラティーン。

　ウチの店で借りた人なら平気だが、レオンモールで武具を買った人はどうなる。

　あの小手のようにへし折られる冒険者は、まだ増え続けているはずだ。

　それを知ってなお放ほうっておくのは──男として、情けなさ過ぎる。

　たとえライバルだろうが、女性が困っている姿を見過ごすほど腐くさってはいない。







　そして翌日の朝──

「よーし、出発だ！」

　買い込んだ荷物を馬車に積み込み、俺たちは冒険の旅に出た。

　御ぎよ者しや台だいには俺とガーさんが座り、荷台ではアリーチェとエランティが眠ねむっている。昨日の夜も遅おそくまでがんばってくれていたのだ。

　荷台には彼女たちが作った武器などが並んでいる。

　この全すべてを使って、誰だれよりも早くガラティーンを狩かってやるのだ。

　そのためには何ヶ月かかっても──と言いたいところだけど、実はそこまで大変な旅ではない。

　街かい道どうから現地までの道は舗ほ装そうされていたので、馬車さえあれば一日もかからずに行けるのである。

　石で舗装された道の先は、遺い跡せきだ。

　数千年前に作られたと言われるこの史跡は、世界各地で見られる。

　一説によると天界人や悪魔が作ったとも言われているが、誰も正解を知らない。

　我われ々われ人類の文明では説明がつかないほど高度な技術によって作られた遺跡の中には、魔法としか呼べない効果をもたらす武器や防具が眠っている。それを手に入れる冒ぼう険けん者しやより、手に入れる過程で防衛機構に殺される冒険者の数の方が圧あつ倒とう的てきに多い。

　そうやってようやくゲットできるのが、マジックアイテムという代しろ物ものだ。

　使用者に魔法の効果をもたらす伝説の品々。その力は様々で、戦いに役立つものもあれば存在意義が分からない物品もある。

　しかしここは城下町から一番近い遺跡なので、すでに冒険者に根こそぎ荒あらされており、マジックアイテムどころか罠わなの類たぐいもなくなっている。

　遺跡に通じる道も、わざわざ冒険しやすいように先人が作ったという。これだけ念入りに探たん索さくされた遺跡は、もはや歴史的価値しかない。

　そのため周囲に生息する動物や魔物の棲すみ処かになっており、冒険者以外に近づく者もいない。

　道中も安全すぎて、まるでピクニック気分で現地まで辿たどり着けてしまう。実際、薬草採りのおばちゃんと会え釈しやくしながらすれ違うほどの安全さだった。

「はい、到とう着ちやく」

「えっ、もう!?」

　なので目的地にしていたキャンプ場に着いたら、アリーチェもエランティもビックリしていた。

　昼頃に弁当を食べ、そこから二時間ほど進んで馬車から降りて一時間ほど歩いただけで着いてしまったのだから、もはや冒険と呼んでいいものか。

『レアモンスターって言うから、もっと人里離はなれたところだと思ってた』

「逆だよアリーチェ。人里に近い場所に現れたから、冒険者ギルドが討伐依い頼らいを出したんだ。人が来ない場所なら、魔物が住んでてもいいだろ」

『そっか。そうだよね』

　遺跡の周囲に広がる森。

　馬車で一日近くかかる所とはいえ、付近には農村がある。それに遺跡を訪れるのは冒険者だけではなく、王宮の調査隊などもいる。そういう人たちが魔物に襲おそわれないようにするのが冒険者の仕事だ。

「というわけで、今日はここに滞たい在ざいするぞ」

　俺はキャンプ場で野営の準備をする。

　ここは冒険者共通のキャンプ場だ。誰かが作ったかまどがあり、土も平らに整地されている。地面に穴が空いているのは、テントを張った跡あとだろう。

「火を起こしたいんだけど……」

「ならば我われに任せろ」

　ガーさんの目から光線が出て、かまどにくべた枝が一いつ瞬しゆんで炎えん上じようする。

「テントを張ろうかと」

「ならば我に任せろ」

　ガーさんが念力のような不思議な力で杭くいを打ち、テントを張る。

「便利だなガーさん！」

「我はアリーチェの補ほ佐さをするために作られた存在。最強の店番として当然だ」

　考えてみればガーさんも天界の住人と言っていいんだよな。女神のサポートをする係なんだから、便利で当然か。

　ガーさんのおかげで、準備が大おお幅はばにはかどった。

　俺はかまどにスープをかけながら、アリーチェは武具のチェック。エランティは道具や薬品を人数分取り分けて、ガーさんは便利な技わざでみんなのサポート。

　場所が違うだけで、やる事はレンタルショップと変わっていなかった。

　いつもの仕事と、いつもの他愛たわいない会話。

　これからレアモンスターを狩るとは思えないほど和なごやかだった。

「ええっ!?　アリーチェって女神だったの!?」

　準備をしながらダラダラと交かわしていた会話でふとそんな事を話すと、今まで知らなかったエランティがビックリしていた。

『そうだよ』

「考えてみりゃそうだよね……アリーチェの鍛か冶じの技って人間離れしてるし、普ふ通つうじゃ手に入らない鉱石とかいっぱい持ってたし……」

「まず最初にガーさんの存在を疑えよ」

「ガーさんは悪魔的な物体だと思っていたけど、アリーチェとは関係ないと思ってたよ」

　逆に言えば、それだけ人間らしいという事だ。

　それは短所ではないと思う。

「まぁ、でも、別にいっか。女神だからって何が変わるってわけでもないしね」

　エランティも俺と同じような感想を抱いだいたようだ。

　女神だろうが悪魔だろうが、アリーチェはアリーチェだ。ウチの店の鍛冶士であり、人見知りの激しい女の子だ。

　それでいいのだ、と思う。

『ありがと』

　アリーチェもスケッチブックを手に微笑ほほえんだ。

「けど、わかんないなー」

　やがてスープも温まり、全員分を取り分けていると、エランティが疑問を口にする。

「アリーチェの師し匠しようってことは、神様なんだよね？　そんな偉えらい神様が作った武器、なんで人間界なんかに落っことしたの？」

　いわゆるマジックアイテムというやつは、神々が作ったと言われている。アリーチェが探している武器もそのひとつだ。

　それらが人間界にあるのは、よく考えたらおかしいのだ。

　だって神様なんだから、セキュリティだって神様レベルのはずだ。そんなものがホイホイ人間界に落ちてきてたまるか。

『それは私のせい』

　アリーチェは残念そうに顔を伏ふせる。

『師匠の武器を運んでいる時に、誰かに奪われちゃったの。師匠は悪あく魔まのせいだって言ってるけど、正体は分からない』

　神々と悪魔は常に争っていると言われている。

　アリーチェはその戦いに巻き込まれただけなのだ。悪魔のせいで、わざわざ人間界まで武器を探しに来なければならないとは。人間の立場ながら同情せざるを得ない。

　そんな話をしていると、近くの草むらが動く音がした。

「おや？　同業者……か？　いや違ちがうな、なんだ君ら？」

　茂しげみから出てきたのは、数人の人ひと影かげ。

　本職の冒険者だ。三人パーティを組んでおり、それぞれ物々しい武器を持っている。

　その中のひとりに見覚えがあった。

　暗がりでも分かる、あの白い肌はだと巨きよ乳にゆう。それをわずかに隠かくしているビキニアーマー。ほどよく太くて長い脚あしと細い腰こし。そして心が洗われるような柔にゆう和わな笑顔。

「あら～コテツくんじゃないですか～」

「ケイティさん！」

　レンタルウショップチのビキニアーマーを身につけた女性冒険者は常連のケイティさんだった。

「おお、なんだ、レンタルショップの兄ちゃんたちじゃないか！」

　彼女の仲間たちも常連さんばかり。

　もともとケイティさんが彼らを紹しよう介かいしてくれたおかげで、店が有名になったのだ。

「そういえば聞いたぞ。君がケイティのアーマーのデザインをしたんだってな？」

　唐とう突とつに肩かたを組んでくる冒険者二人。

「えっと、あれは、その」

「なんというか……いい──防ぼう御ぎよ力りよくだな」

「そうだな、素す晴ばらしい──防御力だ」

　両側から俺の肩に腕うでを回す冒険者たち。

「おかげでモチベーションが上がりまくりだよ。この場を借りて礼を言わせてもらう」

「ど、どうも……」

　どうやらエランティの目もく論ろ見み通りになったようだ。装着した本人以外のテンションまで上げてくれるとは、やるなビキニアーマー。

　あれ……でも、ケイティさん、今日はウチのビキニアーマーは借りてないぞ？

「コテツくんたちは何しに来たんですか～？　冒険者に転職ですか～？」

「いえ、そういうわけじゃなくて……実は勝負中でして」

　俺は事情を説明する。

　その間に冒険者たちもキャンプ場にテントを張った。この場所は水源が近いせいか、よく冒険者が野営をするために利用するのだという。だから土が均ならされていたのだ。

　俺たちと合わせて、七人。

　これだけいれば、弱い魔物も恐おそれて近寄ってこないだろう。

「なるほど……君たちも赤毛のガラティーン狙ねらいか」

　ケイティさんがいた事からだいたい想像はできたが──

「だが悪いな。君たちとは敵同士という事になる」

「……仕方ないですね。レアモンスターは取り合いになる事もあります」

「いや、そうじゃなくてな──」

　疑問に思っている俺たちのもとへ新たな人物が現れた。

　茂みをかき分けて現れたのは、全身鎧。

「リル……!?」

「彼らは私が雇やとった冒険者だ。クエストという形式でガラティーン討とう伐ばつを依頼したのだ。もちろん私が作った最高級の武器と防具を渡わたしている」

「なっ……！」

　ケイティさんたちを雇っただと？

　自分ひとりじゃガラティーンに勝てるか分からないから、冒ぼう険けん者しやを雇う。それは別に卑ひ怯きような事じゃない。自分ではできない事をさせるために冒険者はいるのだから。

　だけど──

「ケイティさんのビキニアーマーも？」

「そうだ。私が模も倣ほうした。あれをデザインしたのは貴様らしいな。絵の上手うまさは褒ほめてやらんでもないぞ」

　サラッと言っているが、それってすごい事だぞ。

　ビキニアーマーには魔力がかけられており、見た目によらない防御力が自じ慢まんの品だ。

　最高級って言ってたけど、あれをどうやって再現したのだろう……？

「うおおおおっ！」

　それを訊きこうとしたら、いきなりひとりの冒険者が悲鳴を上げた。

　まさか魔物が襲しゆう来らいしたのか──と身構える。

　半分正解だった。草むらから鋭するどい牙きばを持ったサーベルタイガーが飛び出してきた。

　そして、そのまま焚き火を飛び越こえて走っていった。

「……!?」

　サーベルタイガーだけじゃない。キラーバニーやブラックボアなど、この辺りに生息している魔物が次々と現れては、俺たちに見向きもせずに走っていく。

「こいつら、火を恐れないのか……？」

　俺が呟つぶやくと、

「違うわね～」

　ケイティさんが剣けんを抜ぬいた。

「これは火よりも恐ろしいものから逃にげているのよ～」

　その時、冷たい風が吹ふいた。

　だけど俺の服や焚き火は揺ゆれていない。風に似た何かが俺を撫なでるのだ。

　恐きよう怖ふ、戦せん慄りつ、あるいはもっと根源的な何かが俺の身体からだに張り付いている。

　自然と、腰の剣に触ふれていた。

「アリーチェ、エランティ。防具は着てるか？　着てないなら全部着るんだ」

「えっ……」

「それからカンテラに火を。結界を使ってテントから出るな」

　すでにケイティさんや冒険者の一行は準備を整えていた。荷物を置き、武器を構え、ある方向をじっと見ている。

　俺も柄つかに手をかけながら、一歩引いた状態でそちらを見ていた。

　木々の間に、何かがいる。

「来るぞ……！」

　リルが槍やりを構える。

　それはゆっくりと歩きながらこちらに近づいてきた。

　まず前足が見える。

　次に顔──そして全身が炎ほのおの灯あかりで照らされる。

　フォレストドレイクと呼ばれる竜りゆう族の魔物。その中でも異常な程ほどに身体が大きく、数々の人間を殺した特異個体。人間だけでなく、縄なわ張ばりを荒あらす他ほかの魔物すら手にかける。

　全身の皮ひ膚ふは鱗うろこで覆おおわれており、手足には体毛が生えている。竜族だが翼つばさはなく、四本の足で俊しゆん敏びんに森を駆かけ回る。

　その体毛は返り血で真っ赤に染まり、川で洗っても落ちない。

　故ゆえについた二つ名が「赤毛のガラティーン」──

　忘れもしない、ウチの家宝を奪ったレアモンスターだ。

「ふふふふ……！」

　笑いがこみ上げてきた。

　この魔物を倒たおすために俺は剣の腕を磨みがき続け、アリーチェも鍛冶の技術を磨いてきた。その甲か斐いあって、Ｓランクの武器を手に再び挑ちよう戦せんできる日が来たのだ。

　しかもただのＳランクじゃない。

　今日の日のためにアリーチェが打った最新作。

　フォレストドレイクという種族に特化した剣。竜族やリザード族に強い氷属性をふんだんに取り入れた上、硬かたい鱗でも斬きり裂さける鋭い刃は。天界の鉱石を使っているらしく、魔力の刃がどんな硬い物質でも斬ると言われている。

　この武器に加え、マグマの中でも生存できると言われている鎧。これらが揃そろえば、ガラティーンだって倒せるはず。

「行くぞガラティーン！　お前を倒す！」

　俺は赤毛の竜に向かって全速力で走る。

　助走をつけて跳ちよう躍やくし、その鼻先にＳランクの剣を叩たたきつける！




　──次の瞬しゆん間かん、剣が俺の手からすっぽ抜けた。




「ええええええ!?」

　それはもう見事に回転しながら舞まうＳランクの剣。

　俺の手の痺しびれが、ガラティーンの硬さを実感させてくれる。

　──あっ、ダメだこれ！

　初しよ太刀だちで分かってしまった。

　心が折れるとか、そんな次元じゃない。

　何か重大な間違いをやらかしてしまったような、根底から覆くつがえされるような気持ち。

　飛んで行った剣の先せん端たんが森の木に突つき刺ささった。すると回転する刃が木の幹を貫かん通つうし、隣となりの木も貫通し、三本目の巨木の幹でようやく止まった。

　剣が貫通した木がメキメキと音を立てて倒れていく。

　ガラティーンの皮膚にまったく通用しないなんて……!?

「っ！」

　俺の眼前に風が舞った。

　ガラティーンがこちらに何かしようとしたが、それが止まった。

　次の瞬間、ケイティさんが隣に立っていた。

　腰の剣を抜く──と思った時には、すでに斬ざん撃げきは終わっていた。

「あら～」

　ケイティさんは俺に折れた剣を見せる。

　いつ斬ったんだこの人。まったく見えなかった。

　だが、それほど速い剣技でも、ガラティーンには効かないのか。しかもリルの最高級と言われる武器を使っても。

「コテツ！　逃げて！」

　背後からエランティの声。

　言われなくてもそうする。こんなの無理だ。

　俺はダッシュでガラティーンから逃げる。

　すると当然、ガラティーンは俺を追って走り出す。当たり前だ。道を歩いていていきなり顔面に刃物を叩きつけるような奴やつがいたら、俺だって追い回す。

「うおおおおおおおっ！」

　全速力で走りながら、俺は心の中で叫さけぶ。

　──いや、どう考えてもおかしいだろ！

　最初に出会った時は、まだ普ふ通つうのレアモンスターだった。俺のなまくら剣だって少しは効いたし、アリーチェの武器だって折られはしたがかすり傷くらいは負わせられた。

　そもそもあの時アリーチェの武器が折れたのだって、ガラティーンの腕でへし折られたのだ。それは理解できる。とても強い力でねじ曲げられたら折れるかもしれない。

　でも、あんな風に斬りかかった皮膚に、傷を付けるどころか跳はね返されるなんて。

　女め神がみが作ったＳランクの武器なんだぞ！

「コテツ！」

　聞き慣れない悲鳴。

　声のした方を見ると、アリーチェが叫んでいた。

　──おい、大だい丈じよう夫ぶなのか。

　女神の声は魔ま力りよくがあるから、簡単に喋しやべっちゃダメなんじゃないのか。

　いや、逆に考えろ。

　そんなアリーチェですら叫ばなくちゃならないくらい、今の俺がピンチなんだ。

　背後から迫せまる気配を感じる。

　振ふり向むくヒマすらないが、ガラティーンの巨きよ体たいが迫っている。それは分かる。

「くそぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　とにかく逃げる。それが俺の今の役目だ。

　こんな危険なレアモンスター、アリーチェやエランティやリルに近づけてたまるか。殺されるなら俺ひとりでいい。

　武器があんなにあっさり弾はじかれたんだ。きっと防具も紙みたいに破られるだろう。

　だったら少しでも彼女たちのため、逃げる時間を稼かせぐのが賢けん明めいだ。

　幸い、防具はともかく靴くつは頑がん丈じようだ。少しの石や枝など存在しないかのように軽々と走れる。アリーチェの魔力が込められた靴は、こんな時に役に立ってくれた。

　さらに走りながら薬を飲む。ショッピングモールの薬屋で買った、一時的に体力増強の効果があると言われるスタミナ薬だ。もの凄すごくカラい。身体の奥から温まってくる。でも身体がさらに動きやすくなった……気がする。

　このまま限界まで走り続ければ、少なくとも彼女たちは──

　そう考えた俺の前に、大きな影かげが出現した。

「いっ!?」

　ガラティーンじゃない、別の魔物だ！

　竜の鱗を持ったガラティーンとは違ちがい、黒い毛むくじゃらの犬のような獣けもの。ただ普通の獣と違うのは、全身に触手のようなものが生えていることだ。まるで獣に寄生しているかのように見えるが、その触手ひとつひとつが獣の意志で動いている。

　記き憶おくにある。あれも手配書に載のっていたレアモンスター──「黒手のナーゲルリング」だ。その体毛を触手のようにして獲え物ものを搦からめ捕とると言われており、樹木をもへし折る力を持っているのだとか。

　しまった……レアモンスターが二体同時に出るなんて。

　俺の前を塞ふさぐようにして立つナーゲルリングは、俺を見て小さく唸うなった。

　獲物を前に舌なめずりをしている。

　くそっ。どうすればいいんだ。

「コテツ！」

　何者かが俺の身体を押す。

　俺の身体が倒れた瞬間、その上を何かがすり抜けた。

　ナーゲルリングが攻こう撃げきしたようだ。それは腕うででも牙きばでもなく、毛。

　あの黒い毛を触手のように伸のばし、俺を殴なぐろうとしたのだ。

「しっかりしろ！　ここで死ぬ気か!?」

　俺を助けてくれたのは、リルだった。

　ケイティさんたちよりも速く駆けつけてくれたのか。

「だが見ていろ、ここで私が二体とも──」

「バカ！　やめろ！」

　果か敢かんにもナーゲルリングに立ち向かおうとするリル。

　しかし魔物の方が速かった。

　体毛を伸ばし、リルの槍を搦め捕る。

「くっ……！」

　槍に巻き付いた毛を取ろうとするが、別の体毛がリルの鎧よろいを貫つらぬいた。

「うあああああっ！」

　鋭するどい刃のような毛がリルの肩かたに突き刺さった。鎧を貫通した毛から血がしたたる。

「リル！」

　助けないと！

　身体中をまさぐってみると、一振りだけあった。アリーチェが作った短たん剣けん。確か攻撃力六〇〇ほどのＳランク。

「うおおおっ！」

　俺はリルを貫く体毛の槍に走り、短剣を振りかざす。

　斬きれた──と思ったが、短剣は体毛の束の中程ほどで止まった。

「Ｓランクの武器でも……!?」

　ガラティーンだけじゃない。ナーゲルリングもレアモンスターとして強いのだ。まさかアリーチェの武器が効かない魔物が二体もいるなんて。

「くそっ！　斬れろ！　もう少しで斬れそうなのに──！」

　このままじゃリルが──

　その時だった。

　風のように素す早ばやい何かが通り抜ぬけていく。

　大たい砲ほうの弾たまのように飛び出し、ナーゲルリングに向かって体当たりしたのは──

　ガラティーンだった。

　体当たりの後、振り回した爪つめによってナーゲルリングの体毛が切断されて、リルから離れる。あの爪、アリーチェの剣より鋭いじゃないか。

「えっ……？」

　ガラティーンはその鋭い爪をナーゲルリングに振りかざす。

　ナーゲルリングもガラティーンを拘こう束そくしようと、体毛を触手のように伸ばして絡からみつく。

　赤い体毛の竜りゆうと、黒い体毛の獣が吠ほえながら戦っていた。

　周囲の木々が折れ、茂しげみが花のように散っていく。

　それだけではない。ガラティーンとナーゲルリングが互たがいを攻撃するたびに、激しい電撃のようなものが発生している。

　あれはガラティーンの攻撃なのか。フォレストドレイクにあんな技あったか？

　まるで属性を持っているような、激しい雷かみなり──

「何が起こってるんだ……？」

　そもそもガラティーンとナーゲルリングは仲間じゃないのか。なぜ戦うんだ。

　俺を助けてくれたのか？　いや、まさかそんな。

　だが、こちらを見るガラティーンの目。

　──まるで俺に逃にげろと言っているようだ。

　言葉はないが、ガラティーンの意志のようなものが伝わってくるのだ。

「こっちだ！」

　俺はリルの手を引いて逃げる。

「ぐぅっ……！」

「痛いだろうが、我が慢まんしろよ！」

　ナーゲルリングの視界から消え、とにかくまっすぐ走る。

　暗い森の中、コンパスもない状態だから方向が分からなくなる。

　そのまま走っていると、いきなり身体からだが浮ういた。

「へ？」

　暗くて前が見えず、崖がけから落ちたと気づいた時にはもう遅おそかった。

　俺の身体が宙に投げ出される。

「おわああぁぁぁぁぁっ！」

　長い長い落下を経て、俺は意識を失った。







　硬かたい石の感かん触しよくで目を覚ます。

「しまった！」

　起きた瞬間、全すべてを思い出した。

　俺はレアモンスター二体に囲まれて、逃げ出して──

　ここは、どこだ？

　自分の現在位置を確かく認にんしたいのだが、手元すら見えないほどの暗くら闇やみだ。

　足あし下もとは硬い石かレンガで作られた床ゆかだというのは分かる。

　だとすると、ここは遺い跡せきの中か。

　上を見ると、大きな穴から月明かりが漏もれていた。

　それでようやく理解する。崖からあの穴に落ちたのだ。遺跡の高低は不明だが、意識を失うほど高い崖から落ちたのだ。穴を伝って戻もどる事は難しいだろう。

　ていうか、よく生きてたな俺。

　アリーチェの作った鎧と、その下に着ている制服のおかげだ。

　命を守ってくれる防具を着ているのは、とても頼たのもしいものだ。

「生きていたか」

　声のした方を見ると、リルがいた。

　肩の鎧を外し、ナーゲルリングに貫かれた肩を治ち療りようしている。ともすれば激痛に苦しむほどのケガだと思っていたが、意外とピンピンしている。

「すまない。その肩、守れなかった」

「問題ない。傷薬のおかげで痛みは取れた。毒もない」

　傷口に塗と布ふする薬はレオンモールで購こう入にゆうできるものだ。

　コルクスノウは薄はく利り多た売ばいがモットーと言っていたが、薬はいいものを扱あつかっているじゃないか。リルと同じように、錬れん金きん術じゆつ師しも天才を連れてきたのだろうか。

「くっ……認めたくないが、私も貴様も赤毛のガラティーンに勝てなかったな」

　むしろ彼女にとっては、その方がダメージが大きいようだ。

　実際、俺もショックだ。

　あれだけやっても歯が立たない相手は初めてだ。タールスライムを一撃で倒たおした時は、自分の技術が上がっている手て応ごたえがあったのだが。

　それでもガラティーンの足下にも及およばないのか。そりゃ報ほう酬しゆう額も四〇〇〇万も納得だ。

「ナーゲルリングも倒せなかった。私の槍やりはまったく効かなかった」

「そんな事ないだろ。刺さされば倒せたかもしれないぜ？」

「だが……！」

　反論しようとして、リルは諦あきらめた。

　ケガのせいだろう、心が弱くなっているのだ。

「大丈夫だって、なんとかするさ」

　俺はリルを元気づける。

「貴様は、まだ戦うつもりなのか？」

「そうしないと困るからな。俺もアリーチェも」

「なぜ……そこまで」

　問われて、俺も考える。

「んー、最初は家宝を取り戻すためだったんだけど、今はそれだけじゃないな。鍛か冶じ士しとしてのアリーチェは憧あこがれだけど、俺は武器屋のアリーチェも好きだ。みんなで一いつ緒しよにレンタル武器屋を続けたいと思ってる」

　アリーチェはどう思うか知らないが、それが今の気持ちだ。

　ガラティーンを倒して武器を取り戻した後、アリーチェがどうするのか知らない。

　しかし二人で目標に向かって働く日々は楽しかった。

「難しい事は分からないけど、俺は今のアリーチェと一緒に働きたい。こんな俺でも必要としてくれる彼女の力になりたいんだ。家宝を取り戻すのは義務だけど、アリーチェを助けたいと思う気持ちは俺の願望なんだ」

　優先すべきは義務だ。

　だけど心の底から生まれた願望には逆らえない。

「その生活を守るためにも、あのレアモンスターが邪じや魔まだ。魔物が増えれば武器は売れるけど、武器屋の本当の仕事は冒ぼう険けん者しやを安心させる事だからな」

「なるほど……な」

　リルは苦く笑しようする。

「だそうだ、アリーチェ殿どの」

「……へ？」




　振ふり向くと、アリーチェがいた。




　顔を真っ赤にして俯うつむいている。

『ええと、その、コテツ』

「──へ？」

「心配になったから見に来たのだが、何をやっているのだ汝なんじは」

　ガーさんもいる。

　そういや、ガーさんって瞬しゆん間かん移動できたんだっけ。

　初対面の時も、いきなり時空を歪ゆがめて『力が欲しいか──』とか言ってきたもんな。

　ワープくらい簡単にできるんだった。

「あー、えっと、その、アリーチェ……」

　俺まで顔が赤くなっているのが分かる。

　面と向かって言った事なんて、今までなかったからさぁ。

　うう、恥はずかしい。
















[image: その９　最大攻撃力の絆]




　灯あかりをつけてみて分かったが、ここは遺跡の一室のようだ。

　昔は人が住んでいたのだろうか、破損した壺つぼや食器などが転がっている。そして志半ばで倒れた冒険者の人骨も。

　死因の多くは、やっぱり同じ崖から落ちたためだろう。天てん井じようの穴付近に多く骨が転がっている。出口らしきものは見えないので、隠かくし部屋か何かだと推測する。

　さらに魔ま物もの避よけの結界が張られているためか、虫一匹ぴきいない。

　つまりここは非常に安全な場所だ。

「なんだかいい雰ふん囲い気きだね。お城みたい」

　本来なら出口のない密室なのに、エランティは宿屋か何かと勘かん違ちがいしているんじゃないだろうか。

　もしもアリーチェやガーさんがいなければ、この場所は絶対に出られない死の迷めい宮きゆうになっていただろう。しかしこうして自在に出入りできれば、逆にセーフハウスになるのだ。

　持つべき者は女神の師し匠しようと石像の同どう僚りようである。

　ただガーさんは現在、魔力消費が激しいと言って寝ね込こんでいる。店の中と外くらいなら平気なのだが、長距離の瞬間移動は魔法石像といえども疲つかれるらしい。

「ケイティ殿たちには、付近への警告を頼んでおいた。遺跡の近くには他ほかの冒険者や猟りよう師しなどがいるからな」

　転がったままのガーさんの報告に、俺も安心する。

　魔物を倒すのが冒険者の仕事ではない。魔物被ひ害がいを減らす事が一番大事なのだ。情報を共有して、安全に冒険してこそ冒険者である。

『コテツ、ケガはない？』

　アリーチェが俺の服を引く。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ。アリーチェのおかげだよ」

『よかった』

　嬉うれしそうに微笑ほほえむアリーチェ。

　やっぱり生きててよかった。

「コテツ。これ使っときな」

　そう言ってエランティが何かを放り投げる。

　湿しつ布ぷのような貼はり薬だ。

「おっ、ありがとう」

「べ、別に感謝されるほどじゃないよ。ほら、あれだよ、あんたにはまだ働いてもらわなきゃならないし！」

「しかしエランティよ。汝は泣きそうになりながらコテツを探し回っていたではないか」

「ちょっ、ガーさん、それは──！」

　ガーさんの口を押さえて暴れるエランティ。

　なんだか分からないけど、心配させたみたいだ。

「ありがとな、エランティ」

「や、やめてよ！　…………バカ」

　エランティの頭を小さく撫なでると、顔を真っ赤にして俯いてしまった。

「じゃれ合うのも良いが、他にやるべき事があるのではないか？」

　やっと落ち着いたリルが手を叩たたくと、俺たちも火の周りに集まる。

　改めてスープを温め、とっておきの干し肉も出す。俺が持ってきた食材は全すべて出す。まとめて鍋なべに放り込んで夜食の時間だ。

「えっと、さっそくだけど……すまない！　アリーチェの剣けん、なくしちゃって……！」

　俺は床ゆかに手をついて謝罪する。

『全然効かなかったね』

「アイツが硬かたいって言うより、本当に効かないんだ。ガラティーンの皮ひ膚ふに一ミリも食い込まなかった。前はそんな事なかったのに」

「それは私も認めよう。コテツだけなら腕うでの未熟さのせいにできるが、達人であるケイティ殿の剣も簡単に折られてしまった」

　リルも頷うなずく。

　あの手応えのなさ、まるで岩を棒きれで叩いているようだった。

　アリーチェの剣なら岩くらい斬きれるけど、ガラティーンの身体からだは鉄などの金属を遥はるかに凌りよう駕がした何かでできていた。

『多分、ガラティーンも成長したの。皮膚に魔力があるんだと思う』

「皮膚に魔力？　魔物ってそんな事もできんの？」

　エランティも驚おどろく。

　かなり珍めずらしいケースだと思う。魔力を持った魔物は数多くいるが、成長の途と中ちゆうで魔力を身につけたレアモンスターなんているのか。しかもアリーチェの剣が効かないくらいの硬さを持って。

「そんな硬い魔物、どうやって倒たおせばいいんだろ……」

　エランティだけでなく全員が腕を組んで考え込む。

「それなんだけどさ」

　俺は新しい提案をする。

「ガラティーンを倒すの、ちょっと待ってくれないか？」

「えっ、諦あきらめるの？」

「──いや、単純に順番の問題だ」

　俺は先ほどの出来事を思い出す。

　身体から電撃を発して攻撃したガラティーンと、体毛を伸のばして絞しめ殺ころそうとしていたナーゲルリング。

「リル。お前の防具を買った人たちって、こう、潰つぶされてやられたんだよな？」

「ああ。全ての防具が紙くずのように潰されていた」

「もしガラティーンに襲おそわれたんだとしたら、潰されるのって変じゃないか？」

　ガラティーンが持っていた爪つめや牙きばは、まるで剣のように鋭するどい。攻撃されれば潰されるのではなく、引ひき裂さかれるはずだ。

「冒険者を襲っているのはナーゲルリングだと思う。だからまずそちらを倒すべきだ」

「なるほど……」

　もちろんガラティーンはウチの家宝を持っている宿敵だ。いずれ必ず倒す。だが、今まさに困っている人を救える手段があるなら、それをしない奴やつは男ではない。

「それにナーゲルリングの報ほう奨しよう金も相当な額だ。リルとの勝負にも勝てる」

「まだ諦めていなかったのか」

　リルはそう言うが、一度受けた勝負を投げ出すわけにはいかない。

　これは俺の武器屋としての戦いでもある。

　ライバルに勝ち、レアモンスターを倒して安全を確保し、アリーチェの武器の強さを証明する──武器屋として最高の勝利条件じゃないか。

　やがてアリーチェがスケッチブックに何か書き込んだ。

『ナーゲルリングなら、勝てると思う？』

「ああ、いける」

　それについては自信がある。

　ガラティーンと対たい峙じした時のような恐おそろしさが、ナーゲルリングには感じられない。今になって思うと、あれが魔力というやつなのだろう。

　アリーチェの剣を簡単に弾いたガラティーンに対し、ナーゲルリングは半ばほどで遮さえぎられたとはいえ、Ｓランクの短剣がまったく効かなかったわけではない。

　それにナーゲルリングは過去にいくつも撃退報告がある。弱点すらないガラティーンと違い、ナーゲルリングはあくまで「普ふ通つうに強いレアモンスター」の一部だ。

『コテツがそう言うなら、私は手伝うよ』

　アリーチェが微笑む。

『いつも私のわがまま聞いてくれるし、たまには私もコテツの役に立ちたい』

「そんな、アリーチェ……弟子でしが師匠の言う事を聞くのは当然だろ」

　俺は頭を搔かいて照れる。

　そして次に、リルを見た。

　先ほどは弱っていたが……。

「というわけで、俺たちはまずナーゲルリングを倒してガラティーンに挑いどむ。お前はどうする？」

「と、当然、まだ勝負は終わっていない！　やってやるとも！」

　そう言ってリルは鍛か冶じ道具を取り出す。

　そうだ。それでこそアリーチェのライバルだ。

「まったく、汝なんじらはどんな場所でも変わらないのだな」

　ガーさんの指し摘てきに、誰も反論できなかった。







　そこから先は、突とつ貫かん作業だった。

　俺がすっ飛ばしたＳランクの剣をガーさんに拾ってきてもらい、それにアリーチェが改良を施ほどこし、エランティがそれに細工をしていく。リルも自作の武器をさらに強く鍛きたえ、磨みがき上げた。

　純じゆん粋すいな武器だけでなく、攻撃を補助する道具もふんだんに使い、対ナーゲルリングに特化した装備を作り上げていった。

　どんな場所でも、アリーチェはハンマーを振ふるう。

　ガーさんが作り上げた簡易炉ろの火に照らされる、赤い顔。

　したたり落ちる汗あせ。

　細い腕が奏かなでる楽器のようなハンマーの音。

　その神こう々ごうしい作業風景は、見る者の心を奪うばう。

「…………う、美しい……！」

　兜かぶとの奥からでも、はっきりと聞こえたリルの声。

「おいコテツ。アリーチェ殿どのは何者なのだ？」

「俺の師匠だ」

　そうとしか言えない。

　そんなアリーチェに魅み了りようされているリルも、本当はすごい鍛冶士なんだけどね。女め神がみに近づけるほどの武器を作れる人間なんて、世界でも彼女くらいじゃないだろうか。

「なあ、アリーチェ」

　楽しそうにハンマーを握にぎる彼女に、俺は今まで訊きいた事のない質問をする。

「武器を作る時って、何を考えてる？」

『使う人の事だよ。普段はお客さん。今はコテツの事を考えてた』

　尋たずねた後で、自分は何を考えていたのか思い出す。

「俺は……自分の事しか考えていなかったのかな。ただ製法をなぞるのにいっぱいいっぱいになっちゃって、使う人の事なんて考えられない」

　目を瞑つむって剣を振るようなものだ。標的が見えなければ何もできない。

　そんな俺に、アリーチェはこう語った。

『じゃあ、今だけは自分の事考えなよ。この剣はコテツのための剣だから』

　俺の剣──

　アリーチェが俺用にカスタマイズしてくれた、俺のための剣。

「……ああ、ありがとう！　俺にも手伝わせてくれ！」

　俺も自前のハンマーを手にとる。

　まだ未熟な俺だけど──少しだけ、何かが摑つかめそうな気がする。

　最初のお客さんである、自分自身のためにできる事をするのだ。







　全員の努力の甲か斐いあって、夜が明ける前に作業は終わった。

　朝になってはまずいのだ。レアモンスターは夜に出しゆつ没ぼつする事が多い。日の光の下に姿をさらすと、大国の軍隊に討とう伐ばつされてしまうから。レアモンスターとて数には負ける。

　だから朝までに倒す。

「よし、行くぞ！」

　俺はガーさんの力を借りて崖がけの上まで登らせてもらい、そこからガラティーンに襲おそわれた場所まで戻もどる。

　今度は灯あかりがあるから平気だ。俺の胸についているヒカリクラゲを利用した簡易ライトが前を照らしてくれる。

　折れた木々を頼たよりに、戦いの音がする方へ向かう。

　派手に暴れているようで、それはすぐに見つかった。

　激しい電でん撃げきが木々を焦こがし、硬いハンマーのような塊かたまりが岩を砕くだく音がする。

「これが……魔物の戦いなのか？」

　目の前で、二体の魔物が戦っていた。

　ガラティーンが爪つめを振るうと、ナーゲルリングの身体に電撃が走る。しかし相手も負けじと毛を固めてガラティーンを殴なぐりつける。

　あのナーゲルリングの毛も、一種の属性攻撃なのだろう。土属性か氷属性の応用で、体毛を何倍も硬くしているのだ。

　この戦いに、俺は割って入る。

　剣を抜ぬいた。

　アリーチェが──いや、全員が俺のために改造してくれたショートソードだ。

　パーニッツでは珍めずらしい、片かた刃はの剣だ。ウチの実家ではよく使われていた。

　受け流しや防ぼう御ぎよの事は捨て、俺が最も得意とする両手持ちの斬ざん撃げきに特化した柄つかと刃の長さ。それと俺のスピードを乗せてくれる軽さも兼かね備えている。

　俺が剣けんを抜いた音を聞き、ガラティーンが一いつ瞬しゆんだけこちらを見る。

　その一瞬が失敗だった。

　ナーゲルリングが自らの体毛を伸のばし、ガラティーンの足にかけようとする。それをガラティーンが避よけたのだが、突とつ如じよ、その巨体がバランスを崩くずした。

　黒い体毛は足に絡からみつこうとしたのではない。絨じゆう毯たんのように地面に敷しく事で、ガラティーンが足を滑すべらせるのを狙ねらったのだ。

　──オォォォォォォォ！

　ガラティーンがバランスを崩したスキに、黒い体毛がさらに巻き付く。

　ガラティーンが首を振り、雷の牙きばで嚙かみ砕こうとする。

　しかしナーゲルリングの体毛で作った数本の槍やりがガラティーンの背中に刺ささる。

「ああっ！」

　ナーゲルリングの体毛は手にもなるし槍にもなるし、そのまま鎧よろいにもなる。ガラティーンと違ちがってあっちには武器がたくさんあるようなもの。だから黒手のナーゲルリングと呼ばれているのだ。

　拘こう束そくされた上に、背中に槍を刺されたガラティーン。

　俺はどうすれば──

　と、悩なやんだ後、ふと気がつく。

　──あれ、ひょっとして今チャンスじゃねーか？

　ガラティーンは拘束された上に体毛の槍を刺されて動けないし、ナーゲルリングも黒毛を巻き付かせるのに全力で、どちらも一歩も引かない状じよう況きようだ。

　俺は抜いた剣を構え、静かに、だけど全速力で駆かけ寄る。

　──オオオオオオッ！

　気づかれた。

　ナーゲルリングが黒い毛を束ね、槍のように鋭するどく伸ばしてくる。

「ふっ！」

　俺は腰こしに力を入れて剣を振り、体毛の槍を斬きり上げる。

　アリーチェの剣は槍を弾はじき飛ばすが、切断には至らなかった。鋭く束ねられているが、体毛なので力がバラバラに分散されてしまう。

　どうやら硬かたく束ねた状態と、バラバラな状態には自在に移行できるようだ。

「今だ！」

　俺の合図で、草むらから何かが飛び出した。

「よっしゃあっ！」

　待まち伏ぶせしていたエランティだ。彼女が持っていたクロスボウが発射されると、矢の先せん端たんについていた風船がナーゲルリングの頭上で破は裂れつした。

　するとベタベタの液体がナーゲルリングの身体からだに付着する。粘ねん性せいのある液体はナーゲルリングの身体にどんどん染みこんでいった。

　するとどうだろう、フサフサだった体毛が粘液に濡ぬれて固まってきた。しかもスライム混じりなので、毛同士がくっついて動かしにくくなる。

　俺に向けて飛ばしてきた槍の毛も動きが鈍にぶり、重さで地面に落ちて動けなくなる。

　やっぱりこの魔ま物もの、水に弱いんだ。体毛が操れなくなるから。

「へへっ、効いたはずだよ！　スライム製のジュース！」

　水だけではなく、もっと毛をくっつけてやろうと画策したのはエランティだ。こういう悪わる知ぢ恵えはよく働くんだよな、彼女。

　などとエランティのドヤ顔を見ている一瞬だけ気を抜いてしまった。

　攻こう撃げきに反応したナーゲルリングが、エランティに向けて体毛の槍を飛ばす。

「うわあっ！」

「エランティ！」

　槍は彼女の胸に突つき刺さった──かのように見えたが、そのまま身体ごと弾き飛ばし、大木に激突する。

　さらに追撃しようとするナーゲルリングだが、ようやくエランティの粘液が効いたのか、槍すら出せなくなるほどベタベタになっていた。

「大だい丈じよう夫ぶかエランティ！」

　俺はすぐに駆け寄って、ケガの具合を確かめる。

「てて……なにコテツ、心配してくれてるの？」

「当たり前だろ！　仲間が傷ついて平然としている奴がいるか！」

「……！　う、うん……」

　顔を赤らめるエランティ。どこか痛むのだろうか。

　しかし、よく見てみると無傷だ。

　レアモンスターの槍に刺され、木にぶつけられたのにかすり傷ひとつない。

　ただ服はズタズタに破けていた。引ひき裂さかれた制服の下には、店に置いてあったビキニアーマーの試作型が。

「危ない危ない……これ着てなかったら死んでたよ」

　さすがアリーチェだ。リルが作った鎧よろいでは防ぎきれなかった攻撃も防いでくれる。

「やっぱり、綺き麗れいだな──」

「な、なに、こんな時に人の身体見て……や、やめてよ恥はずかしい」

「いや、アリーチェの鎧がな」

　クロスボウのストックで思いっきりブン殴られた。

　とにかく無事で安心した。そういう事なら背後を気にせず、全力で戦える。

　ベトベトで動けなくなったナーゲルリングを倒たおすなら、今しかない。

「はあああああっ！」

　俺はそのままナーゲルリングに向かって走る。

　狙うは、一点。ヤツのもっとも太い体毛の束。

　いままで観察していたが、どうもあの束を軸じくに攻撃しているように見えた。

　あの剣を持っている毛を斬り落とせば。

　しかし相手もそれは想定済みだ。走る俺に向けて、別の体毛を飛ばしてくる。

「はっ！」

　気合いと共に、その体毛が切断された。

　横から飛び出してきたリルの槍だ。刃はのついたハルバードがナーゲルリングの毛を斬り裂いて、道を作ってくれる。

　しかしナーゲルリングの毛の束はどんどん太くなる。ヤツの毛はまだある。弱いと感じると束ねる毛を増やし、それだけ力が増すのだ。

「くっ！」

　やがてリルの槍に巻き付き、もの凄すごい力で柄えをへし折ってしまった。

「リル！」

「構うな！　行け！」

　そうだ。リルを心配するのなら、一刻も早く倒すべきだ。

　彼女の号令の下もと、俺は全速力でナーゲルリングに走る。

　ナーゲルリングは体毛のほとんどを集め、まるで巨木のように太い触しよく手しゆを作る。それらは粘液で鈍どん重じゆうになったが、重量も増している。

　俺は剣を握にぎる。

　手に馴な染じむ。まるで自分の身体の一部のように感じられる。

　あの時、ナーゲルリングの体毛にＳランクの短剣が止められた。

　あれは武器が効かなかったんじゃない。

　俺がもっと武器を信用していれば、斬れるはずだった。

　ただの剣じゃない。これはアリーチェの血と汗あせの結けつ晶しようだ。

　これはアリーチェが俺のために作ってくれた剣だ。

　不特定多数のお客さんが使う商品じゃない。

　ガラティーンとナーゲルリングを倒すため、俺だけが使えるように作った武器。お客さんのフィードバックを聞き入れて、より魔物を斬れるように学んだ成果だ。

　お客さんに手に取ってもらうために、いろいろな方法を考えた。

　ガーさんが手書きのポップを作ってくれたり、エランティが出張販はん売ばいを計画してくれたり、アリーチェが頑がん張ばってお客さんを呼び込んでくれたりしたっけ。

　その結果が、この一撃にある。

　俺たちの今までの思い出と絆きずなが詰つまったこの剣。

　絶対に折られるものか。




　この瞬間のために、俺とアリーチェは店を──




「うおおおおおおおおおおおっ！」

　一番太い体毛の束に向けて剣を振ふり下ろす！

　硬い手て応ごたえ。

　それを斬り裂く！

　猛もう獣じゆうの胴どう体たいより太い体毛の束は、一撃でスッパリと斬れた。

　一番太い束を斬ると、草のように毛が散らばる。

　よし、壊こわれてない！

　鉄よりも固い体毛だったが、なんとか切断できたぞ。

　そんなアリーチェの剣を見つめるのは、俺だけではなかった。

「美しい……！　斬って初めて分かる、なんと美び麗れいな刃……！」

　兜かぶとの奥から聞こえる、リルのため息。

「まだだ！　まだ終わってない！」

　もっとも脅きよう威いだった体毛の束は斬れた。ならば次はどこだ。

　そう考えていたのだが──

　──オオオオオオオオッ！

　その時、ナーゲルリングが苦く悶もんの声をあげた。

　毛を斬られただけでそんなに辛つらいのか。まさか毛に痛覚があるのか？

　これからナーゲルリングはどのような反応をするのか。新たな毛で武器を作って襲おそいかかってくるのか、それとも自らの牙きばで戦うのか、どちらに対して攻撃するのか、ガラティーンは俺を攻撃しないのか──
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　いくつものパターンを予想して身構える俺だったが、結果はまったく違ちがっていた。

　なんと毛を斬きられただけでナーゲルリングが動かなくなってしまった。

　──オォォォ……。

　うずくまって震ふるえるナーゲルリング。

　ガラティーンもその様子をじっと見ている。

　なんだ？　何が起きたんだ？

　ナーゲルリングから黒い煙けむりが立ちのぼると、巨きよ大だいだった身体が徐じよ々じよに小さくなっていった。まるで空気が抜ぬけたようにしぼんでいく。

　やがて黒い煙が完全になくなったと思ったら、ナーゲルリングは小さな黒いビースト族の魔物になった。

　どこにでもいるダークドッグだ。

　未熟な冒ぼう険けん者しやでも狩かれる弱い魔物で、珍めずらしいものではない。そのフサフサの毛並みが可愛かわいらしいと評判で、中には飼う者まで現れる始末。

　小さな魔物は、俺とその背後にいるガラティーンを見るとビックリして走り去っていってしまう。さすがにガラティーンもそれを追うような真似まねはしなかった。

「追わぬのか？」

　息を整えながら、リルが尋たずねる。

「……一匹ぴきなら害にはならないだろ。あんな小さな魔ま物もの」

　ふと、地面に何かが落ちているのに気がついた。マジックアイテムだ。

　一番太かった体毛にくるまれていたのだろうか。何かの器うつわのような物体だ。

　普ふ通つうなら魔力でピカピカに光っていたりするのだが、これは黒いモヤモヤがかかっている。禍まが々まがしい雰ふん囲い気きに吞のまれそうだが。

　──×××！

　頭の中に声が響ひびく。

　これは──ガラティーンの声？

　俺に「触さわるな」と言っているように聞こえたが……。

　驚おどろいている俺の手に、何かが絡からみついた。

　それは器から出る黒いモヤモヤだ。それが俺を取り込もうとしている。

「うわああっ！」

　慌あわてて後ろに飛び退のくと、俺は器から逃にげる。

　なんだあれ。絶対に普通のマジックアイテムじゃないぞ！

　怯おびえる俺をよそに、ガラティーンは臆おくせずに近づき、地面に落ちた器を咥くわえる。

　すると器から黒い煙が発生し、やがてガラティーンの口の中に吸い込まれていった。

　その姿を見て、俺は確信する。

「そういう事か……！」

　あらゆる疑問が解けた。

　どうして俺がガラティーンに勝てないのか、なぜナーゲルリングが小さくなったのか。

「レアモンスターはマジックアイテムを喰くう──いいや、違う。マジックアイテムを喰った魔物がレアモンスターになるのか！」







　レアモンスターは強いから、冒険者からマジックアイテムを奪うばう。そういう説があった。

　しかし真実は逆で、マジックアイテムの魔力によって強化された魔物がレアモンスターと呼ばれているのだ。ナーゲルリングはあの器で体毛を固くする術すべを得たのか。

　強さにムラがあるのも、そういう理由だ。マジックアイテムの強さが、レアモンスターの強さになるというわけだ。

『最初は偶ぐう然ぜんだったんだって』

　草原を歩いていたら、光り輝かがやくものを見つけたそうだ。

　珍しいので咥えてみたら、今のような姿になったのだ。

　そう説明してくれたのは、アリーチェ。

　なんと彼女にはガラティーンの声がはっきりと聞こえるらしい。

　俺が考えていた通り、ガラティーンに敵意はなさそうだ。今はアリーチェの側そばでじっとしている。時折唸うなっているが、その言葉は俺には分からない。

『ガラティーンが食べたのは、私の師し匠しようの武器だと思う』

　よくよく考えれば、強くて当然だ。

　だってアリーチェの師匠の武器を持ってるんだぞ。勝てるわけがない。

　知性のようなものが感じられるのも、そのせいだろうか。

『コテツの事も覚えてるって』

「そっか」

　アリーチェはゆっくりと歩み寄ると、ガラティーンの鼻先に触ふれた。

「──ガラティーン」

　小さく響くアリーチェの声。

「お願い。私の師匠の武器を返してください」

　意味を持ったアリーチェの声を聞くのは初めてだ。

　そうか。アリーチェの声には魔力があり、人間に対しては強制力があるというけど、魔物に対しては効かないのか。だから普通に会話ができる。

　だけどいつものクセなのか、スケッチブックにも同じ事を書いている。

「それとコテツの宝物も。そのせいでコテツは家を追い出されたの」

　ガラティーンに触れたまま、アリーチェは静かに問いかける。

　しばらく何も反応がなかった。

　やがてガラティーンは俺たちに背を向ける。

　なぜだか分からないが、その顔が少しだけ悲しそうに見えた。

　まるでやむにやまれぬ事情があると言いたげな──

「待って！」

　アリーチェが呼び止めるが、ガラティーンは止まらずに歩き去ってしまった。

　木々を避よけて森の奥に消えていく竜りゆう。

　その後ろ姿に光が当たった。

　朝日だ。

　ガラティーンの巨体は光に吞まれて、やがて完全に見えなくなった。

　静まりかえった森に、やがて動物や鳥の声が聞こえてくる。魔物がいなくなって安心した動物が活動を始めたのだろう。

「いいのコテツ？　ガラティーン逃げちゃったけど？」

　まだ追う気があるエランティだが、

「しょうがない。あれだけ強くなっちゃ手の出しようがない」

「諦あきらめるの？」

「諦めたわけじゃない。今の俺とアリーチェじゃ勝てないってだけだ」

『うん』

　アリーチェも頷うなずく。

『私の師匠が言ってたの。武器を取り戻もどせれば、私は一人前の女め神がみになれるって。あれはそういう意味だったんだ』

「師匠を超こえてみろって事か。さすが神様、試練も厳しいなぁ」

　ガラティーンが持っているのは、師匠の武器だけではない。さらに多くのマジックアイテムを喰って強化されている。それを倒たおす事ができれば、誰だれもが認める鍛か冶じの女神になれるだろう。

「師匠……か」

　リルも何か納なつ得とくしたように頷いている。この戦いで得たものがあるのだろうか。

「ガラティーンがこれ以上強くなる前に、なんとしてでも倒さないとな」

　まだまだ課題は山積みだ。

　あと、ナーゲルリングの持っていた器もわからない。普通のマジックアイテムとは違う、奇き妙みような物体。あれも気になるところだが──

「ふぁ～ぁ」

　朝日を浴びたエランティが大あくびをする。

「安心したら眠ねむくなってきちゃった。もう魔物はいないんだよね？」

「……そうだな。明るいうちに帰ろうか」

　もはやこの遺い跡せきの森に用はない。

　また夜が来る前に馬車でレディナイト城下町に帰るべきなのだが。

「あ……俺も眠い」

「一昨日おとといからずっと働いてたからな～……」

『お腹なかも減ったよ』

「……くっ、今度は三人前も食べたのに……！」

　エランティのあくびが移ったのか、全員が目を擦こすっている。ついでにリルは腹も押さえている。

　俺も全力で戦ったせいか、身体からだが言う事を聞かない。

「でも、誰か御ぎよ者しや台だいに座らないと……馬が勝手に運んでくれるわけないし」

「そういう事なら、我われがやろう。我はいくばくかの力を取り戻した」

　宣言したのは、ガーさん。

「……できるの？」

「馬を操縦すれば良いのであろう？　簡単だ。汝なんじのやり方を見たからな」

「いやそれはそうなんだけど……ガーさんが御者……？」

　いったいそれはどういう姿になるのだ。

　想像を巡めぐらせるが、眠くて妄もう想そうもぼやけてきた。

　やがて俺たちはその場にへたり込み、動けなくなった。

　重い瞼まぶたと格かく闘とうしつつ、やがて意識が遠くなっていき──




　次に目を覚ました時には、すでに俺の部屋のベッドに転がされていた。

　しかもアリーチェとエランティとリルも一いつ緒しよに。

　ガラティーンやマジックアイテムについての疑問は山ほどあったが、それが全部吹ふき飛とぶくらい、移動手段が気になってしまった。
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　赤毛のガラティーンの騒さわぎがあってからというもの、冒ぼう険けん者しやギルドはにわかに活気づいた。やる気のある冒険者たちがこぞって山に向かったが、ガラティーンを倒すどころか見かけた者すらいなかった。

　きっとガラティーンも棲すみ処かを変えたのだろう。アイツは狡こう猾かつではないが、頭が良くて生き延びる力が強い。

　あれからレアモンスターはさらに増え続け、それを討とう伐ばつする冒険者も増えた。

　あの謎なぞの黒い器うつわなのだが、似たようなものを見たとケイティさんから報告があった。彼女が別のレアモンスターを倒した時に拾ったそうだ。

　ケイティさんだけでなく、他ほかの冒険者も黒いレアアイテムを見たらしいが、そのほとんどが魔物の死体と一緒に消えてしまったらしい。

　ナーゲルリングの時は本体を殺さずにアイテムだけ奪ったから、そのまま残っていたのだろうか。俺の推測が正しいのか分からないが、殺さずにアイテムだけを奪うというリスキーな行こう為いを再現できる冒険者もいないだろう。

「このままガラティーンを放置すると、あの黒い変なマジックアイテムをバンバン喰われるかもしれないな」

『あの黒いの、多分普ふ通つうのマジックアイテムじゃないね』

　アリーチェがそう評するということは、よほど珍めずらしいものなのだろう。

『原因は分からないけど、それで魔ま物ものが強くなると困る人が増えるよね』

「レアモンスターが増えてるのは、そういう事情なんだな」

　俺たちと同様に、魔物も日々成長しているというわけだ。

　ガラティーンだけじゃない。マジックアイテムを喰って強くなる魔物は他にもたくさんいるだろう。強い魔物が生き残る弱肉強食の世界に、人間が割り込んで行かねば。

『じゃあ、それより強い武器を作ろう。私たちならできるよ』

「ああ、そうだなっ！」

　魔物の成長速度よりも早く、俺たちが成長すればいいわけだ。

　やる気になったアリーチェのために、俺もがんばるぞ！

　新たな目標に向けて歩き出す店。

　その店自体にも変化が起きていた。

「師匠！　作業場の掃そう除じ終わりました！」

　作業場から出てきて煤すすだらけになっているのは、リルだった。

　兜かぶとなのに汗あせを拭ふくような仕草でご満まん悦えつだ。さらになぜか鎧よろいの上にエプロンを着ている。これはメイドを意識しているのだろうか。

「なんだコテツ。貴様はさっさと店の支し度たくをしろ。師匠の素す晴ばらしい武器を一秒でも早くお客さんに届けるのが弟子でしの仕事だろう」

「一応、俺の方が兄弟子なんだけど……」

　あのナーゲルリングの一件以来、アリーチェを師匠と呼んで無む理り矢や理り押しかけてきた。

　もちろん、勝負は俺たちの勝ちだ。

　ナーゲルリングの報ほう奨しよう金を合わせて、きちんとリル側の合計金額を上回った。

　しかしそれ以上に、アリーチェの武器の「美しさ」に負けた、とリルは語る。

　自分にとって足りないものをアリーチェに見つけたのだ──そう言って、強ごう引いんにアリーチェの弟子になってしまった。まぁ俺も強引に押しかけたクチなんだけどさ。

　別にそれはいい。アリーチェの武器の魅み力りよくに惹ひかれるのは仕方ない。

　ちなみにリルが抜けたレオンモールは、現在武具屋の規模を縮小しているらしい。モールに買い物に行くたびにコルクスノウに嫌いやみを言われるが、それはリルに言ってくれ。

　ま、どっちにしろウチの店にとってプラスだからいいんだけど。







　さて、そこで俺はどうしているのかと言うと──

　長い時間をかけて、ようやく望む形になってきた。

　鉄を伸のばし、折りたたみ、叩たたき、鍛きたえていく。

　厚いインゴットだった鉄が、薄うすい刃の形になっていく。

　何度も冷れい却きやくしたその刃を、丁てい寧ねいに研とぐ。

「焦あせるなコテツ。最後の仕上げが肝かん心じんだ」

　俺の背後でリルが鋭するどい視線で観察している。

　言われずとも、ここまできて手を抜ぬくつもりはない。

「エランティ、装そう飾しよくはできたか？」

「できたよ、これでいい？」

　エランティにも協力してもらった。彼女の器用さを見込んで、柄つかの装飾を作ってもらったのだ。

　最後に研いだ刃を、柄に嵌はめる。鋲びようで留めて──

「できたっ」

　剣けんの基本、ロングソードの完成だ。

「ふむ。コテツにしてはなかなか良いものではないか」

　なんとリルが初めて俺の事を褒ほめてくれた。

「けっこうしっかりしてるよ！　いいじゃんコレ！」

　手に持って感かん触しよくや重心を確かめるエランティ。強めに振ふっているはずなのに、壊こわれる気配はない。

「すごいよコテツ。武器作れたじゃん！」

「正直に言うと、売り物にするとか、弟子だからとか、そういう事を考えなかった。俺が俺のために使う武器をイメージして作ったらこうなったんだ」

　今までの俺は未熟なのに、完かん璧ぺきを求めすぎていたのかもしれない。

「でも、みんながいたから作れたんだよ。これは間ま違ちがいない」

　俺ひとりではまだまだ未熟だ。手助けがないと何も作れない。

　それに──

『できた？』

　扉とびらが開き、アリーチェが顔を見せる。

「できたよ！」

　俺は剣を受け取り、アリーチェのもとへ走る。

　作業場から店内に出ると、涼すずしい風が顔を撫なでた。作業場の炉ろの熱で汗だくだ。アリーチェはいつもこんな場所で平気だったのか。

『うん。いい出来。硬くて軽くて持ちやすいよ』

　剣を受け取ったアリーチェは、頰ほおを綻ほころばせる。

　初めて褒めてもらえた気がする。今日はなんていい日なんだ。

『試ためし切りはした？』

「いや、これからだよ」

　とはいえ、俺が打った剣だ。測定装置でも一いち撃げきで折れたなんて事になったら。

　あ、そうだ。ちょうどいい試し切りの材料があった。

　俺は厨ちゆう房ぼうに駆かけ込むと、今日の仕込みに使うレタスとトマトを野菜カゴから取り出す。まな板の上で野菜を押さえ、刃を軽く振り下ろす。

　トマトもレタスも、何の抵てい抗こうも感じさせずに切れた。

「うん、少なくとも野菜は切れるな」

「当たり前じゃん……でもいい切れ味に見えたよ」

　エランティの言う通りだ。ならば次はアイススライムの内臓を使った保冷器から、冷れい凍とうした鶏とり肉にくを取り出す。解凍が不完全な状態だと、めちゃくちゃ硬かたいんだこれが。

「はっ！」

　掛かけ声をかけるまでもなく、冷凍した鶏肉はスッパリと切れた。

「おおっ、これはすごいぞ！　今までの包丁よりずっと切れる！」

『コテツ、すごい』

　アリーチェも褒めてくれる。

　もしかしたら俺、すごい剣を作ったんじゃないだろうか。

　自分のためだけに作ったロングソードだけど、ひょっとしたら店に並べられるくらいの攻こう撃げき力りよくが出せるんじゃないだろうか。

「よし、次だ！　攻撃力測定装置で測ってみよう！」

　もうこれでローゼやリーリエに馬ば鹿かにされる事もなくなるぞ。あいつらアリーチェに会いに来るついでに、俺の事を笑っていくのが日課になりやがって。

　そんな事を考えつつ、俺は庭にあるスライム人形に走った。

　その結果──

「攻撃力……一って」

　水を吸ったら硬くなるというスライムに、一滴てきすら吸わせられなかった。

　ハサミですら攻撃力三はあるというのに、それより弱いロングソードって、何のために存在しているんだ。

「なんでだよ……野菜は切れたじゃないか……」

　店に戻もどり、カウンターに肘ひじをついてうなだれる俺。

「無様だな。所しよ詮せん貴様の武器などその程度だ」

　リルが嘲ちよう笑しようするが、反論する気力もない。

「しかし奇き妙みようだな。冷凍した肉も切れたのであろう？」

『ちょっと確かめてみる』

　ガーさんの疑問に答えるかのように、アリーチェは厨房に走った。

　何をするのかと思えば、食材カゴの中から木材のようなものを持ってくる。あれは俺が料理の時に使っている、東方伝来のカツオブシという食材だ。

　木より堅いと言われているカツオブシをカウンターに置くと、アリーチェはそれに刃を通した。するとどうだろう、チーズのように簡単に両断されてしまった。

「……なんで食材だと切れるんだよ」

　スライムすら切れないのに、どんな食材も切れる剣なんてあり得るのか。

『コテツのイメージの問題じゃないかな』

　アリーチェはそう評する。

『作る時に、何を考えてたの？』

「それは……俺が俺のために、俺が使う剣を作ろうと……」

「つまりコテツが潜せん在ざい的に欲ほつしている剣が生まれたわけか。そりゃコテツは厨房が戦場だもんね」

　そんな事ってあるのか。確かに新しい包丁が欲しいとは思ってたけどさ。

「しかしこれは作ろうとしても作れるものではない。コテツの分際でやるではないか」

　リルが褒めてくれるが、これは喜んでいいのか？

　みんなでギャーギャー騒さわいでいると、店の扉が開いた。

「あの……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　こんな時にお客さんか。なんて間の悪いタイミングで来店したんだ。

「いや、外から見ていたんですけど、その剣の切れ味に見とれちゃって……あんなに硬そうな食材なのに、真っ二つになってて、どういう剣なんですか？」

　もしかしてこの人、俺が作った武器に惹かれたのか。

　今の騒ぎが、図はからずも実演販はん売ばいになっていたのだ。

　せっかくの新しいお客さんだ。元気よく応対しなければ。

　こういう時はガーさんに頼たのむのが通常なのだが、

『私に任せて』

　俺に親指を立てると、アリーチェはお客さんに向かって歩いた。

『コテツは今日、武器を作った。だから私は接客をがんばるよ』

　そういう事か。アリーチェも他人と接するために頑がん張ばろうとしている。

　ならばそれを応おう援えんしたいのだが──

　アリーチェはぎくしゃくしながらお客さんの前に立っている。

「あ……えっと」

　緊きん張ちようしているのは分かるけど、もう少し落ち着いて！

　お客さんの前では笑え顔がお、笑顔！

　俺がお客さんの肩かた越ごしに笑顔を作って見せると、アリーチェも思い出したようで、顔の筋肉を頑張って動かす。

　そう、その笑顔で、お客さんを出で迎むかえる言葉を！

　アリーチェはスケッチブックに挨あい拶さつを書き込むと、笑顔でそれを見せた。

『力が欲しいか──』

　それ違う！　アリーチェ、惜おしいけど違う！

「…………！」

　何かが間違っている事に気づいたアリーチェは、すぐさまスケッチブックを書き直す。

　そして困こん惑わくしているお客さんにもう一度見せると、小さく頭を下げた。

　可愛かわいらしいお辞じ儀ぎに、全員の顔が笑顔になる。

　俺も、みんなも、お客さんも。

『いらっしゃいませ！　お探しの武器はありますか？　なければ何でも作ります！』

　こうして忙いそがしい一日が、また始まるのだ。
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　どうもお久しぶりです、田た口ぐち仙せん年ねん堂どうです。

　このたびは拙せつ作さく「レンタル武器屋シヨツプアリーチェ」を手に取ってくださってありがとうございます。




　もし俺の昔の作品を知っており、かつこの本をすでに読まれていたら「あれ？　なんかどっかで見た事あるキャラがいるぞ？」と思ったかもしれません。加えて今回は商店街を舞ぶ台たいにしたお話になっております。デビュー作と似ている部分が多いですが、これはまったく別のお話。

　別のお話ではあるのですが、実はコイツが何かのきっかけで別の世界（現代）にワープしたところを錬れん金きん術じゆつ師しに目もく撃げきされてプロトタイプが作られた……なんて後付けの設定があってもいいですよね。もちろん本編とは関係ありませんよ。

　商店街の気質もあっちの世界と変わっておりません。舞台となるレディナイト城下町の中心市場では、人情に厚くてケンカっ早く、問題には一いつ致ち団結して取り組む凄すごい奴やつらが毎日商売をしてます。ただここは異世界の商店街なので、武器が容易に手に入ってしまうんですよ。なのでこの町の商業ギルドは騎き士し団や裏社会よりも怖こわい存在と呼ばれています。いつでもどこでも、気のいいオッちゃんオバちゃん連中が最強なんです。

　そんな無骨なアイツがいる店と、国で一番危険な商店街で、さらには無口で超ちよう天才の鍛か冶じ士し、さらに呼ばなくても騒さわぎを呼んでくる女の子、珍ちん妙みような格好が大好きな女の子など、とんでもなく騒がしい奴らに囲まれているのに健気けなげに働く真ま面じ目め主人公と、書いていて楽しいキャラばかりでした。こいつらと一いつ緒しよに、もっともっと楽しい騒ぎを起こしたいですね。次も愉ゆ快かいで賑にぎやかな話にしたいです。




　今作を発売するにあたって、素す敵てきなイラストを描かいてくださった戸と部べ淑すなほさんをはじめ、製作、販はん売ばいに関かかわってくださった全すべての方へ、心よりお礼申し上げます。

　それではまた、お会いしましょう。






田口　仙年堂　






























「レンタル武器屋アリーチェ」特別付録

　ほかほかのアイスロングボウ






　さて、テーブルの上には一枚のチケットがある。

　俺とアリーチェ、エランティ、リルが四方からテーブルを囲み、そのチケットをしげしげと眺めていた。

　そして次に俺に視線が集まると、全員が一斉に拍手してくれた。

『やったね！』

　素直に喜んでくれるアリーチェ。

「やー、すごいよコテツ！　たまにはやるじゃん！」

　大げさに喜んでくれるエランティ。

「うむ。コテツは悪運しかないと思っていたが、まさかこのようなものを……！」

　そして皮肉を言いながらも頷いて感心するリル。

　いや、正直俺もリルの意見に一番同意したいところなんだ。俺はアリーチェやみんなに出会うという奇跡に近い巡り合わせのせいで、他のツキとは無縁の生活だった。

　だけどまさかこんな強運に恵まれる日が来るなんて。バランスを取るために、近いうちに死ぬほど不幸な目に遭うんじゃないかと心配してしまう。

　中央通りの商店街で福引きをやっていて、そこで三千ガッツ分の商品を買えば一回引けるという話だった。

　ちょうど夕飯の食材を買いに来ていて、六千ガッツほど買ったので二回。

　どうせ福引き二回なんて参加賞のちり紙くらいしかもらえないと覚悟していたから、大当たりの鐘が鳴らされた時は本当にびっくりした。

「本当に、本物なのかコレ？」

　自分でチケットを手にして、何度も見てしまう。

　特賞、ご家族四名様無料ご招待チケット。

　これがあれば指定の宿に無料で宿泊できてしまうらしい。もちろん泊まるだけではなく、宿屋の最高級の食事が食べられる。さらに宿屋の施設も使い放題だ。

「これを見ろ」

　リルがチケットの脇に置いたのは、冒険者ギルドからもらってきた案内書。

「宿泊できるポカホット村は火山の麓にある。そこでは温泉が盛んで、このチケットで泊まれる宿はガイドブックで三つ星がついている。名物料理は温泉卵と付近の海で取れる魚介料理だそうだ」

「温泉宿!?　すごいじゃん！」

　エランティの目がキラキラと輝く。

　そう、この旅行の目玉は温泉だ。パーニッツでも有数の温泉観光地として知られるポカホット村に招待されたのである。だから今でも信じられないのだ。

『温泉は久しぶりだよ』

「アリーチェは温泉入った事あるのか？」

『天界にいっぱいあるよ。でも人間界の温泉は初めて』

　アリーチェもエランティに負けないくらいキラキラした目だ。

　俺だって楽しみだ。温泉なんて一度か二度くらいしか入った事がない。しかも無料で豪華な食事付きとまでくれば、誰かのイタズラかと思うほどのご褒美じゃないか。

　みんなで温泉かぁ……。

　楽しそうに湯船に浸かるみんなを想像する。

「コテツ、覗くんじゃないよ」

　そんなちょうどいいタイミングでエランティが釘を刺してくる。

「の、覗くわけないだろ！　そういう卑怯な行為は男として恥ずべきものだ！」

「てことは見たかったら堂々と入る、と」

「まだその方がマシだ。コソコソするのは嫌いだからな」

　だがそもそも彼女たちと知って覗きをする命知らずがこの世にいるとは思えない。万が一そんな男を見かけたら、俺は全力で止めるだろう。

「やはり武器も持っていくべきか。コテツのようにいやらしい男が覗きに来る可能性があるからな」

　店の棚にある武器を物色し始めるリル。

　武器はともかく、あの鎧はどうするんだろう。さすがに風呂だから脱ぐよな。覗きの趣味はないけど、そこだけが気になって仕方がない。

「あたし旅行に必要な道具とか買いに行きたい！　みんなも一緒に行こうよ！」

「私も同行しよう。旅は慣れているが、慰安目的は初めてだ」

『行こう行こう』

　などとみんなで盛り上がっている中、ふと横を見る。

　店の隅にガーさんが転がっていた。

「……なにやってるんだよガーさん」

「我は留守番なのか」

「え、そりゃ、このチケット四人分だし」

「汝が残れば良いではないか」

「嫌だよ、俺が当てたチケットだぞ！」

「しかし我とて温泉に行きたい。我だけで店に残る辛さが分からぬのか。汝らだけでレオンモールに行った時も、我は店番をしていたのだぞ」

「いやそれは悪かったと思ってるし、後日一緒に行ったじゃないか」

「しかも今回は温泉だ。我は湯を流す機構が気になるのだ」

「お湯を流す？　どういう事？」

『ガーゴイルって名前は〝雨どい〟って意味があるの。雨水を捨てる石像の事だよ』

　そういえばガーさん、口から水吐けるんだった。

「我もガーゴイルとして、一度くらいは湯を流してみたいのだ」

　つまりアレか、よく温泉の壁に設置されている、口からお湯を吐く獅子の石像が気になるのか。ライバル心ってヤツなのかな？

「おいコテツ。ガーさんはいつも店番をしてくれているんだ。労いの意味も込めて譲ってやったらどうだ」

「そう思うなら、リルが代わったらどうだ」

「それは……その、私はほら、師匠のそばにいないと」

　俯いて言葉を濁すリル。誰しも温泉の魅力には抗えないのか。

　アリーチェとエランティを見るが、俺と目を合わせた瞬間に逸らす。

「──こうなったら力ずくで奪うか」

　ガーさんの目が光る。

「待てガーさん、店の中で光線はやめろ！」

『誰かガーさんを止めて！』

　全員で押さえ込んで、ガーさんを落ち着かせる。

　それから色々話し合った結果、妥協案で行く事にした。







　チケットに書かれていたポカホット村というのは、前に何度か来たパーニッツ北にある山脈付近に作られた、村と呼ぶにはいささか規模の大きい場所だ。

　数百年前に噴火した事のある活火山の麓にあり、城下町に比べると田舎だが、観光事業のおかげで人は多い。門を通ると多くの宿が建ち並んでいるのが見え、あちこちに温泉の湯気が立っている。

　ここは冒険者だけでなく、様々な人間が季節を問わず訪れる。目的はもちろん温泉だ。

　アリーチェは天界の温泉を経験した事があるそうだが、ここの温泉も負けていない。

　詳しい原理は知らないが、傷や病気に効くらしい。魔物にやられて二度と立てないと言われた冒険者が、ここの温泉のおかげで再び戦えるようになったという逸話は有名だ。

　ワクワクしながら「本日休業」の看板を提げ、馬車に乗り込む。

　朝早く出発して、到着したのは昼を過ぎた頃だった。まだ日が明るいうちに着いて、村を見物しようという考えだ。

　しかし村の門をくぐった時に、違和感を覚えた。

「ねーコテツ。ここ温泉村なんだよね？」

　馬車の幌から顔を出したエランティが尋ねる。彼女でも分かったようだ。

『なんか温泉っぽくないね』

　アリーチェもそう感じるらしい。

　そう、村の雰囲気がおかしいのだ。温泉村というくらいだから、あちこちに温泉があると思っていた。しかし門から見る限り、普通の村と変わらない。

　温泉に特有の湯気が見えないのだ。硫黄の匂いもしない。

　それに村を歩いている人も鎧を着た冒険者が多い。慰安に来た冒険者にしては、物々しい雰囲気を醸し出している。

　首をかしげながら、さらに馬車を進める。

　目的の宿は村の中央付近にあった。これは案内書の通りで、めちゃくちゃ大きい宿だった。レディナイト城下町の冒険者ギルドに匹敵する大きさではないだろうか。門の前には年老いた番頭さんが立っており、俺の馬車を見つけるとすぐに走ってきた。

「遠いところからようこそいらっしゃいました。コテツ様ご一行ですね？」

「はい、レディナイト商店街の福引きの──」

「左様ですか。お待ちしておりました」

　そう言うと番頭さんは馬車の裏手に回り、荷台に乗っていた女性陣に手を差し出す。降車を手伝ってくれるのだ。レディファーストが行き届いている。

『ありがとう』

　番頭さんに手を引かれて馬車を降りるアリーチェ。降りてすぐに宿屋を眺めて嬉しそうに笑っている。連れてきて本当に良かった。

「んー、いい景色だね！」

「さすが老舗旅館。風格が違うな」

　続いてエランティとリルも馬車を降りる。長旅で疲れたのだろう、身体を伸ばして大きく深呼吸をしている。俺もようやく肩の荷が下りた。

「商業ギルドのパレスヴィレさんには昔からお世話になっておりまして──あ、お荷物お運び致します」

　番頭さんが合図をすると、宿の中から屈強な男たちが数人現れて、馬車の中の荷物を根こそぎ運んでいく。さすが高級宿、スピーディなのに丁寧に扱ってくれる。

「すいませんお客さん！」

　筋肉質の男のひとりが呼びかける。

「この石像も荷物ですかい？」

　馬車の中に転がっている、不思議な石像。動物の姿をした悪魔のような石。

「はい、荷物です。運んじゃってください」

　笑顔で答える俺。







　荷物を置き、通されたのはシングルの部屋。女性陣とは別の部屋だ。窓の外にはもうもうと煙を上げている火山が見える。

　その部屋の隅に、荷物の石像が置かれてあった。

「よく考えてみたら、石像は人数には含まれないんだよな」

「うむ。我は食事もしない故、温泉に入れればそれで良いのだ」

　鼻息を荒くしているガーさん。これは喜んでいるんだよな。

　隣の部屋からはエランティの騒がしい声が聞こえてくる。あっちもくつろいでいるようだ。俺もしばらく休んだら、隣の部屋に行くか。

　いや、その前に温泉だ。

　このチケットは一泊二日しかない。入れるだけ温泉に入らないと損だろう。

「ガーさん、タオルどこだっけ」

「その茶色いカバンに入っているだろう。温泉に行くなら我も行こう」

　楽しみだなぁ。どんな温泉なんだろう。

　ワクワクしながら部屋を出ると、隣の部屋のドアが開いた。

　アリーチェとエランティとリル、三人ともタオルと洗顔料が入った桶を持っている。

「あ……アハハハ」

　お互いの持ち物を見て、つい笑ってしまった。

　みんな考える事は同じだ。早く温泉に入りたいよな。

「すみませんお客様！」

　そこへ番頭さんが走ってきた。

「大事な用件を伝え忘れておりました──」

　なんだろう。食事のメニューが変更になった、とかかな。それともガーさんの事がバレたのだろうか。

「実は……本日、温泉が使えなくなっておりまして」

「なにぃぃぃぃぃぃぃぃっ!?」

　全員で声を出してしまった。アリーチェですらちょっと悲鳴をあげたくらいだ。

「ちょっと、どーゆー事!?　温泉宿なのに温泉が使えないって!?」

「は、はい……申し訳ないのですが」

　番頭さんも平謝りだ。

「実は温泉に使用している源泉が止められているのです。毒が混じっているらしくて」

「毒？」

「ええ。源泉に魔物が巣くっておりまして、その魔物から排出されるのです」

　ここでも魔物被害が出ているのか。

「水も危険なので、遠くの川から汲んでいる次第で……」

　だったら宿屋の不備ではない。番頭さんが謝る筋合いはないじゃないか。

　それなのに丁寧に頭を下げる彼を見ていると、魔物に対する怒りが湧いてくる。

『どんな魔物？』

　アリーチェがスケッチブックを見せる。

「は、はい。メルクリウスゴーレムと呼ばれる種族でして、山の源泉に住み着いております。体内の核に毒がありまして、しかも増殖するものだから手に負えなくて……」

　番頭さんがため息をつく。

『冒険者は？』

「雇ってはいるのですが、なにぶん倒す速度より増殖する速度の方が早いらしく、現状維持が精一杯の状況です」

『ありがとう』

　アリーチェはスケッチブックを閉じると、上を向いて何か考えている。

　彼女だけじゃない。リルやエランティもじっと考え込んでいる。

「そういうわけですので、どうかご容赦くださいませ。失礼します」

　番頭さんは頭を下げて去っていった。きっと他のお客さんにも謝りに行くのだろう。あの人は悪くないのに。

　俺は自分の部屋に戻った。

　窓から見える火山。あそこに魔物が大量にいるわけだな。

「話は聞かせてもらったぞ」

　ガーさんがベッドの上に座っていた。

　振り向くと、女性陣もいる。みんなガーさんに会いにきたのだ。

「メルクリウスゴーレム──我と同じ魔法生物系の魔物だ。弱点は水属性だが、この種族に限っては氷属性が良い。毒を撒き散らさずに核を破壊するのに適している」

　ガーさんの解説を全員が真剣に聞いている。

『ウチのお店に水属性と氷属性の武器、どれくらいある？』

「合計で四二。無属性の武器も含めれば倍以上になる」

「それだけあれば、足りるね！」

　エランティがガーさんの肩を叩く。続いてリルも。

「よろしく頼む、ガーさん」

「……我が取ってくるのか」

「だって瞬間移動できるのガーさんしかいないじゃん。頼むよ」

　俺もお願いする。

「あれは魔力を消費するので非常に疲れるのだぞ。そう何度も使えるものではない」

『お願いガーさん』

「アリーチェまで……！」

『チケットは一泊二日なんだよ！　明日じゃ遅いんだよ！』

　太字で力説するアリーチェ。

　ここからレディナイト城下町まで戻っていたら、往復するだけで明日になってしまう。それでは温泉に入れないではないか。

　優しい番頭さんのため、そして俺たちの温泉のために全力を尽くすんだ。

　邪魔をする魔物は全て蹴散らしてやる！







「いらっしゃいませ！　ただいま武器がお安いですよ！　レンタル武器屋アリーチェ、ポカホット村出張店でございます！」

　宿屋から借りたテントと屋台を組み合わせて、即席で作った店舗。それを宿屋の前に立てると、俺とエランティは即座に呼び込みを始めた。今ある水属性と氷属性の武器全てを並べて、道行く冒険者に声をかける。

「なんだお前たち、これは何の店だ？　レンタル？　土産物屋じゃないのか？」

　このポカホット村には様々な場所から冒険者が訪れる。冒険者ギルドは周辺の町にもあるので、レディナイト城下町、すなわちウチの本店を知らない冒険者もいるわけだ。

　そういう人は立ち止まって武器を見てくれる。

「うおおおお！　なんだコレ!?　なんでこんな伝説級の武器がこんな村に!?」

　ああ、こういう反応も久しぶりだなぁ。初めてウチの店に来たお客さんはみんなそうやって驚いてくれるんだ。

「おお！　レンタル屋さんじゃないか！　今日は出張かい!?」

　そしてウチの店を知っている人たちは、気さくに話しかけてくれる。どのお客さんも必ず足を止めて武器を見ていってくれるのだ。

「君！　このバトルアクスを貸してくれ！　いくらだ!?」

　興奮している初見のお客さんが迫る。

　こういう時、ガーさんに任せているんだけど……。

「ガーさん、お客さん」

「すまぬ……新規の会員証だ……これに…………名前と……冒険者の証を……」

　転がっているガーさんの口から会員証が出てきた。

　ガーさんには本当に悪い事をしたと思っている。ただでさえ疲れる瞬間移動を連続で使わせた上、店にある武器全部持って来てもらったのだ。いつも平然としているガーさんがここまで疲れた声を出すのを初めて聞いた。

「気にするな……温泉のためだ……！」

「ガーさん……そんな必死になってまで……」

　この想い、しかと受け取った。

　必ず温泉を汚すゴーレムを駆逐してみせる。

　ただし俺ひとりじゃ無理だ。話によるとゴーレムは増殖しており、大人数による掃討作戦が必要になる。

　今日中に全てのゴーレムを倒すためには、このポカホット村にいる冒険者すべてに強い武器を貸して戦力の増強を図らなくてはならない。

　幸い、ウチの店を知っているお客さんが呼び水になった事で、他のお客さんもぼちぼち集まってきた。ウチの店を知っている冒険者ならすぐに借りてくれるし、そうでないお客さんもアリーチェの武器を一度見たら借りざるを得ないはずだ。

「おい、新作を追加しにきたぞ」

　宿屋からリルが大量の武器を運んできてくれた。

『いっぱい作ったよ！』

　武器を積んだ台車を押して、アリーチェも出てきた。二人は宿屋で既存の武器を改良してくれていた。無属性の武器に水属性や氷属性を付与してもらったのだ。女神にしかできない繊細な作業だ。

「大変だったろ、アリーチェ。こんなにたくさん……」

『温泉のためだよ！』

　アリーチェもリルも疲れているが、声（文字）はむしろ弾んでいる。

「ふっ、これだけ汗を流した後に入る温泉は格別だろう」

　その前にリルは鎧のせいで人より汗を流しているから、さらに温泉が気持ちよく感じるだろう。今だけは少しうらやましい。

　新しく武器が追加されたことで、お客さんがさらに増えてきた。

　すでに冒険に出ている人もいるらしく、山の方から白い光が明滅しているのが見えた。あれは水属性の攻撃を受けたゴーレムが反応しているのだ。

「うーん……確かに強いけど、最低でも一〇万ガッツからかぁ……貧乏な俺には少し手が出ないかなぁ……」

　初めて商品を見る冒険者が迷っている。ウチの店の商品は、強いから高い。どんな冒険者でも借りられるわけではない。

　だけど借りてくれれば、どんなクエストでも成功させられる自信がある。装備で強さを補うのは冒険者の基本ではないか。

「ぜひ借りていってください！」

　俺は強く後押しをするのだが、

「うーん、でも他の冒険者もゴーレム退治に行ってるし、成功しても温泉が元通りになるだけだろ？　モチベーション上がらなくて……」

「それがですねお客さん」

　俺の隣でエランティが声を潜める。

「温泉が解放されたら、その日は混浴になるって噂があるんですよ……」

「……マジかよおい」

「お客さんが借りてくれたら、きっと今日中に終わりますよ。今日は美人の冒険者がすっごく多いんですよ」

「あ、あんたも入るのか？」

「もちろんですよ！　温泉楽しみですから！　でも、このままだとゴーレムを倒しきれるか不安だなぁ～。私たち、明日には帰っちゃうんですよ～」

「俺借ります！　この安い一〇万ガッツの……いや、それよりランクの高い奴！　このＡランクの弓を貸してください！」

「ご一緒に氷の矢はいかがですか？　二〇本で四〇万ガッツですよ！」

「借りますっ！　貸してくださいっ！」

「ありがとうございま～す！」

　大金を払って弓矢を借りた冒険者は、喜び勇んで山に走っていく。ステップを踏んでいるように軽い足取りの冒険者が見えなくなると、俺はニコニコ顔のエランティに尋ねる。

「混浴なんて噂、あったか……？」

「噂はあくまで噂だよ」

　笑顔のままお客さんに手を振るエランティを見て、俺は絶対に彼女を敵に回すまいと心に誓ったのだった。







　それからしばらく冒険者に武器や防具を貸した後、俺も商品を借りて山に登る事にした。クエストは受けていないけど、少しでも冒険者たちの負担を軽くしたい。

　日が落ちるまでにカタをつける。メルクリウスゴーレムの毒が浄化され、再び温泉施設の準備をする時間も考慮に入れたら、あまり時間がない。

「うおおおっ、そっちに逃げたぞ！」

　広い山道で、身の丈三メートル以上ある真っ赤なゴーレムを数人の冒険者が追い回している。この団体だけでなく、あちこちに逃げ惑うゴーレムが見られた。

「そこの兄ちゃん！　そいつを頼む！」

　ちょうど向こうから、こっちに走ってくるゴーレムが現れた。他の個体よりも大きく、足しか見えない。全長五メートルくらいありそうだ。

「よし、行くぞ！」

　俺は背中の鞘から両手剣を抜いた。バスタードソードと呼ばれる長剣の一種だ。色々と試してみたが、やっぱり両手で扱う武器が一番しっくりくる。

　俺はゴーレムの足に向かって走り、剣を振った。

　片手で扱う剣に比べて格段に重い。しかしこの重みと遠心力がパワーを生み出すのだ。

　岩をすり抜ける感触がしたと思うと、ゴーレムの足が切断された。さらに刀身に仕込まれた水の力がゴーレムの体内に入り込み、毒のように岩の身体を浸食する。こうすると切断面が再びくっつく事がなくなるのだ。

「今だっ！　やれぇっ！」

　バランスを崩して倒れるゴーレムに、追っていた冒険者が群がって攻撃する。

　こういう時は役割分担だ。水属性の両手剣を持っている俺が足を斬り、氷属性の武器を借りた冒険者が的確に核を破壊する。そうするだけで、まるで流れ作業のようにスムーズにゴーレムが破壊されていく。

「ありがとう兄ちゃん！　助かったぜ！」

「礼なら、温泉で聞きますよ！」

　俺と冒険者たちは親指を立てて頷き合う。

　アリーチェやみんなのために。魔物被害に困る村の人のために。

　そして何より、俺の温泉のために！

「次はどいつだぁっ！」

　それから俺は片っ端からゴーレムの足を斬り続けた。泥にもまみれたが、こんなものは温泉に入れば洗い流せる。

　絶対に今日中に温泉に入ってやる！







　そして本当に今日中にゴーレムを殲滅する事ができた。

　冒険者たちが魔物を早く倒してくれた事で、村の人たちも一気に活気づいた。

　なんでも山で走り回っている冒険者の姿を見て、ほとんどの宿屋が温泉の掃除を始めたそうだ。おかげでその日のうちに温泉に入る事ができた。

　お礼も兼ねて、宿を含む全ての温泉が冒険者たちに無料で開放されたので、さっそく俺も汗と泥を流すために入浴する事にした。

「あぁ……疲れが取れるなぁ」

　湯船に浸かり、俺は大きく息を吐く。

　空には満天の星。周囲には美しい自然。湯加減もちょうど良い。

　ケガに効くという話は本当で、かすり傷程度なら入った瞬間に癒えた。

　最高級の宿だけあって、最高級の温泉だ。本当に来て良かった。

「アリーチェ熱かったの？　少し涼む？」

「師匠、そこは滑りやすいのでお気を付けて」

「シャンプーする時は、あたしが開発した〝泡が目に入らない帽子〟を使いなよー」

　壁の向こうから女性陣の楽しそうな声が聞こえてくる。どうやらエランティとリルの二人でアリーチェの面倒を見ているようだ。仲が良くて何よりである。

　どうやら女風呂は彼女たち以外に客がいないようで、他の声は聞こえない。だから壁越しに聞こえる声は、いつもの会話とそう変わらない。

「ええっ、リルってそんな顔してるの!?　めっちゃ美人……！」

「そんなにしげしげと見るなエランティ。しかしお主も脱げばすごいとコテツが言っていたが、評判以上の……」

「いやいや、あたしはリルみたいにスラッとしてる体型の方がいいなぁ」

「それを言うなら師匠とて──あ、師匠、その生き物は何ですか？」

　いったい隣では何を話しているのだ。

　いろいろ気になる会話ばかりしやがって。リルの素顔ってどうなってるんだ。アリーチェの見つけた生き物って何なんだ。そしてエランティが脱げばすごいのは本当だ。

　気になって立ち上がり、壁に近づこうとする俺だが、

「おっと悪いな坊主」

　ちょっと動いただけで他のお客さんにぶつかった。

　仕方ないので他の場所へ行こうとするのだが、周囲には屈強な男たちでごったがえしており、湯船も洗い場も移動できないほど混んでいる。

「いやー、それにしても兄ちゃん。あんたの店のおかげでこうして温泉に浸かれたよ。ありがとうな」

「レディナイト城下町に本店があるんだったな。今度行かせてもらうぜ」

「は、はは……どうも」

　両側から筋肉質の男たちに囲まれ、萎縮する俺。

　今日は全ての冒険者に温泉が開放されている。無料とくれば、村で一番の高級宿の温泉に浸かりたいと思うのは普通だ。同じ考えを持った冒険者が集まるのは必然。

　どこを見てもムキムキの男たちで溢れている温泉で、美しい外の景色以外に何を楽しめっていうんだ。

「おい、混浴って話はどうなったんだよ！　チクショウ……チクショウ……！」

　壁に向かって呪詛の声を吐く若い冒険者もいる。彼には同情する事しかできない。

「はぁー、気持ちいいねー。誰もいない温泉で、ゆっくりできる」

　壁の向こうから聞こえるエランティの声。

「おいどけや！　暑苦しいんじゃい！」

「てめぇ血で汚れたまま湯船に入るな！」

　怒号にまみれたこちら側の湯。うう、なんだこの扱いの差は。

　諦めて湯船の端っこでおとなしくしていようと決めた俺は、近くで口から湯を流しているガーさんの頭に手を置いた。

　実際は温泉の注ぎ口の前に座って、そこから流れる湯を浴びているだけなのだが、ちゃんと石像の口から流れているように見える。

「むぅぅ……！」

　しかし念願叶って嬉しいはずなのに、今は機嫌が悪いようだ。

「ガーさん、大丈夫？」

「まったく騒がしい連中だ。これ以上騒ごうものなら、我が文句を言ってやる」

「まぁまぁ、せっかくの温泉なんだからリラックスしよう」

「むしろコテツの態度が意外だ。公共の場で騒ぐ者は嫌いなのではないか？」

「あの人たち、別に露骨に大きな騒ぎを起こしてるわけじゃないさ。人数が多いから、声が合わさって大きく聞こえるんだよ」

　彼らも旅慣れているせいか、マナーが悪い客はほとんどいない。しかも今日は魔物討伐の嬉しさのせいで興奮している。せっかくの気分に水を差すのも悪い。

「それにさ、あの人たち、全員ウチのお客さんなんだぜ？　これだけたくさんのお客さんが温泉を守ったって考えると、嬉しくならないか？」

「……なるほど。そういう考え方もあるか。コテツは前向きだな」

「死中に活を見いだせ──って祖父さんがよく言ってたんだ」

「という事は、汝もここが死中だと思っているのではないか」

「い、いや、そういう意味じゃなくて──」

　俺がガーさんに言い訳していると、ふと、身体の力が抜けた。

　心地よい音が耳に入ってくる。

　眠ってしまいそうなほど美しい音色。

　アリーチェの歌声だ。

　ゆったりとしたリズムに乗ったハミング。言葉に魔力があると言われるアリーチェだが、声そのものに力はない──そんな話が噓に聞こえるほど、心奪われる声。

　普段は鍛冶で調子がいい時にしか歌わないアリーチェ。その歌声を、こんな場所で聴けるなんて。

　よっぽど気持ち良かったんだな。

「来て良かったよ、やっぱり」

「ならば誇って良いぞ。汝の幸運が招いたものだ」

「うん。神様に感謝だ」

「アリーチェは女神なのだが」

「なら、アリーチェに感謝だ」

　俺は笑って湯船に肩まで浸かった。

　──店に戻ったら、また頑張ろう。

　俺とアリーチェの野望のために。
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